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この冊子には、ご契約に伴う大切なことがらが記載されています。内容を十分にご確認のう
え、ご契約をお申込みいただくようお願いいたします。
特に

● 保険契約のお申込みの撤回または解除（クーリング・オフ制度）  9
● 保険の特徴と仕組み 11
● 健康状態や職業などの告知 15
● 保障の開始 17
● 給付金をお支払いできない場合 29
● 保険料の払込回数など 42
● 保険料の払込経路 44
● 猶予期間内に保険料のお払込みがない場合のお取扱い（解除、失効、失効取消） 45
● 解約と返戻金 49

などは、ご契約に際してぜひご理解いただきたいことがらですので、わかりにくい点がござい
ましたら下記にお問い合わせください。

しおりの
ページ

ご契約の商品に係る指定紛争解決機関は（一社）生命保険協会です。（一社）生命保険協会の「生命保険相談所」
では、電話・文書（電子メール・FAXは不可）・来訪により生命保険に関するさまざまな相談・照会・苦情をお受け
しております。また、全国各地に「連絡所」を設置し、電話にてお受けしております。（ホームページアドレス
https://www.seiho.or.jp/）
なお、生命保険相談所が苦情の申し出を受けたことを生命保険会社に連絡し、解決を依頼した後、原則として 1ヵ月
を経過しても、契約者等と生命保険会社との間で解決がつかない場合については、指定紛争解決機関として、生命
保険相談所内に裁定審査会を設け、契約者等の正当な利益の保護を図っております。

お電話によるお問い合わせ窓口

コミュニケーションセンター
0120-662-332

月曜～金曜（除く祝日・年末年始）9：00～18：00
　　　土曜（除く祝日・年末年始）9：00～17：00

コミュニケーションセンターとのお電話の内容は、当社業務の運営管理およびサービス充実の観点から録音させて
いただいておりますので、あらかじめご了承ください。なお、当社におけるお客さまに関する情報の取扱いについて
は、ホームページをご覧ください。

説明事項ご確認のお願い

本　社  〒100-0005  東京都千代田区丸の内2-1-1   電話  03-3283-8111（代表）

明治安田生命 検索
明治安田生命ホームページ

https://www.meijiyasuda.co.jp/

お問い合わせは契約者ご本人さま、給付金・保険金のご請求は被保険者さままたは
受取人さまからお願いいたします

↑1810新QRコード

5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険

ご契約のしおり 定款・約款
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この冊子には、ご契約に伴う大切なことがらが記載されています。

内容を十分にご確認のうえ、

ご契約をお申込みいただくようお願いいたします。

また、ご契約後は、後ほどお送りする保険証券とともに

大切に保管してください。

は じ め に

この冊子は次の部分で構成されています。

冊子の構成

5
ページ

ご契約について知っていただきたい事項を
わかりやすく説明しています。

ご契約のしおり

定　款

当社の組織や事業運営の
基本となる規則などを定めています。
※最新の定款の全文については当社ホームページ（裏表紙参照）から閲覧いただけます。

てい　　  かん

68
ページ

71
ページ

ご契約の内容を記載した、
約款および特約条項を掲載しています。

約款・特約条項
やっ かん
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保 険 の 特 徴 と 仕 組 み

告 知 と 保 障 の 開 始

給 付 金 の お 支 払 い

保 険 料 の お 払 込 み

ご 契 約 後 の お 取 扱 い

ページ

もくじ
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生命保険に関するお知らせ

手続きに必要な書類一覧

定 款 ・ 当 社 の 運 営

約 款 ・ 特 約 条 項
〈参考〉

保 険 の こ と ば

もくじ
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ご契約の保障内容は以下のページをご覧ください
·商品の特徴や特約ごとの「お支払いする場合」などの詳細については、「約款」「特約条項」をお読みください。
　「約款」「特約条項」では、ご契約者と当社との間の取り決めの内容を記載しています。
·「ご契約のしおり」のページでは、給付金のお支払いなどの概要をわかりやすく説明しています。
·付加された特約については、「保険設計書（契約概要）」「保険証券」をご確認ください。
　（この冊子には今回付加されない特約も含めて掲載しています）
·付加できる特約の種類や取扱範囲などは、付加する際の当社の取扱いによります。

5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険普通保険約款 72 20約 款

保険契約者代理特約条項 107 36

代理請求特約条項 110 39

保険料口座振替特約条項 120 44

保険料クレジットカード払特約条項 125 44

集団扱特約条項（Ａ） 128 44

集団扱特約条項（Ｂ） 132 44

特 約 付加された特約の にチェックを入れてお使いください

「ご契約の
しおり」

参照ページ

「約款」
「特約条項」
参照ページ

もくじ
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ご契約のしおり
ご契約について知っていただきたい事項を
わかりやすく説明しています。
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ご
契
約
に
あ
た
っ
て

保
険
料
の
お
払
込
み

こ ん な と き は 　　　以下のページをご覧ください。

12  保険料の払込回数など

13  保険料の払込経路

ページ

ページ

保険料の払込方法を
変えたい

4  健康状態や職業などの告知
ページ

14  猶予期間内に保険料の
 お払込みがない場合の
 お取扱い
 （解除、失効、失効取消）

ページ

失効した契約を
有効に戻したい

5  保障の開始
ページ

保障が始まる時を
知りたい

3  保険契約のお申込みの
 撤回または解除
 （クーリング・オフ制度） ページ

お申込みを
撤回したい

2  保険の特徴と仕組み

6  給付金のお支払い

ページ

ページ

保険の仕組みや
保障内容を
知りたい

告知について
知りたい

11

20

15

9

42

44

45

17

目的別もくじ
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給
付
金
の
お
支
払
い

ご
契
約
後
の
お
取
扱
い

専門用語の意味については、「保険のことば」（　　　ページ）をご確認ください。

6  給付金のお支払い
ページ

給付金が支払われる
場合について
知りたい

8  給付金の請求手続き
ページ

給付金の請求手続きについて
知りたい

18  死亡給付金受取人の変更

19  ご契約者・住所などの
 変更に伴う手続き

ページ

ページ

受取人変更、改姓、住所変更に
伴う手続きを
知りたい

10  保険契約者代理特約
 （契約者手続サポート制度）
11  代理請求特約
 （被保険者請求サポート制度）

ページ

ページ

本人が手続きできない
場合について
知りたい

22  生命保険と税金
ページ

保険料や給付金の
税金について
知りたい

7  給付金をお支払い
 できない場合 ページ

給付金が支払われない
場合について
知りたい

17  解約と返戻金
ページ

契約を
解約したい

33

51

36

53

39

56

29

49

20

142
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1  保険契約の締結と生命保険募集人

保険契約は、当社が承諾したときに成立します。

◉当社の生命保険募集人（代理店を含みます）は、お客さまと当社の保険契約締結の媒介を行なう者で、保険契約
締結の代理権はありません。

◉従いまして、保険契約は、お客さまからの保険契約のお申込みに対して当社が承諾したときに有効に成立します。
◉また、ご契約の成立後にご契約の内容を変更等される場合にも、原則としてご契約内容の変更等に対する当社の

承諾が必要になります。

2  ご契約手続きにおけるお申込みと告知

当社の承諾が必要なお手続き
◆特約の中途付加　など

当社の生命保険募集人は、
保険契約締結の「媒介」を行ないます。

生命保険募集人

明治安田生命

お客さま

承
諾

お
申
込
み

ロ-001-生命保険募-媒介_共-CC.ai

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43006-ドリームプラン
43053-パイオニアE
43091-新定期保険E
43136-年金ひとすじ
43137-Everybody10
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期
43183-元気のミカタ
43187-たしかな計画
43200-新養老保険E
43222-介護のささえ
43225-学資のほけん
43226-医療のほけん
43250-ベストスタイル
43260-年金かけはし
43261-3年間災害
43264-メディカルスタイルF
43265-つみたて学資
43266-パイオニアケアプラス

43305-1年更新定期
43316-米ドル建養老保険
43316HP-米ドル建養老保険_HP用
43329-生活障害定期
43325-50歳からの終身医療保険
43339-つみたてドル建終身
43343-終身医療保険
43357-FPK_個保
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393-保障選択制

43143-他4冊-Everybody_窓
43156-他3冊_かんプラ・３増_窓
43178-他4冊-堅実ねんきん・羅針盤_窓
43199-他2冊_かんたん未来計画_窓
43227-他3冊_年金果実NEO_窓
43240-他3冊_きずなサポート_窓
43255-他4冊_つかってのこせる_窓
43280-他3冊_やさしさ二重奏-窓
43284-他3冊_しあわせの階段_窓
43298-他4冊_かんプラ・３増Ⅲ_窓
43317-他4冊_外貨建・エブプラ_窓
43333-他4冊_豪ドル建_窓
43344-他4冊_外貨建養老_窓
43358-他4冊_えらべる_窓

媒　介
生命保険募集人が保険契約締結の「媒介」を行なう
場合は、保険契約のお申込みに対して保険会社が承
諾したときに保険契約は有効に成立します。

当社の生命保険募集人は、
保険契約締結の「代理」は行ないません。

生命保険募集人

明治安田生命

お客さま

承
諾

お
申
込
み

ロ-002-生命保険募-代理_共-CC.ai

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43006-ドリームプラン
43053-パイオニアE
43091-新定期保険E
43136-年金ひとすじ
43137-Everybody10
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期
43183-元気のミカタ
43187-たしかな計画
43200-新養老保険E
43222-介護のささえ
43225-学資のほけん
43226-医療のほけん
43250-ベストスタイル
43260-年金かけはし
43261-3年間災害
43264-メディカルスタイルF
43265-つみたて学資
43266-パイオニアケアプラス

43305-1年更新定期
43316-米ドル建養老保険
43316HP-米ドル建養老保険_HP用
43329-生活障害定期
43325-50歳からの終身医療
43339-つみたてドル建終身
43343-終身医療保険
43357-FPK_個保
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393-保障選択制

43143-他4冊-Everybody_窓
43156-かんたん持続成長_窓
43178-他4冊-堅実ねんきん・羅針盤_窓
43199-他2冊_かんたん未来計画_窓
43227-他3冊_年金果実NEO_窓
43240-他3冊_きずなサポート_窓
43255-他4冊_つかってのこせる_窓
43280-他3冊_やさしさ二重奏-窓
43284-他3冊_しあわせの階段_窓
43298-他4冊_かんプラ・３増Ⅲ_窓
43317-他4冊_外貨建・エブプラ_窓
43333-他4冊_豪ドル建_窓
43344-他4冊_外貨建養老_窓
43358-他4冊_えらべる_窓

代　理
生命保険募集人が保険契約締結の「代理」を行なう
場合は、生命保険募集人が保険契約のお申込みに対
して承諾をすれば保険契約は有効に成立します。

◉お申込みにあたっては、保険契約者（被保険者欄は被保険者）がご自身でお手続きください。
◉告知にあたっては、当社がおたずねする告知項目について、被保険者がご自身で正確にお答えください。

·お申込みの際の住所は保険証券をお送りする際のあて名書きになりますので、所番地・アパート名・棟番号・号室等まで
詳しくお知らせください。

·告知の詳細については、 4 健康状態や職業などの告知をご覧ください。
·ご契約をお引受けしますと、保険証券などをお送りします。

◆保険証券とお申込みの内容が違っている場合や、お申込みの際の告知に追加、訂正がある場合には、当社コミュニケーショ
ンセンター（裏表紙参照）へご連絡ください。

ご契約にあたって1
ご契約にあたって

8

もくじ に戻る



3  保険契約のお申込みの撤回または解除（クーリング・オフ制度）
保険契約のお申込みの撤回または解除ができます。

■クーリング・オフの例■

申込日

4/5 4/12

「特に重要なお知らせ（注意
喚起情報）」を書面または電
子による方法で受領した日

いずれか遅い日
‖
4/5

クーリング・オフ（お申込み
の撤回等）の申出可能期間

4/1

8日間

43414-（仮）企保から個保

ロ-020-クーリング-電子または書面.ai

◉ご契約の申込日または「特に重要なお知らせ（注意喚起情報）」を書面または電子＊1による方法で受領した日の
いずれか遅い日から、その日を含めて 8 日以内（土・日・祝日、年末年始の休日を含みます）であれば、書面ま
たは電磁的記録＊2により保険契約のお申込みの撤回または解除（以下、「お申込みの撤回等」といいます）をす
ることができます。この場合には、お払込みいただいた金額をお返しいたします。
＊1　PDFファイルのダウンロードなど
＊2　主たる窓口として、当社ホームページの専用申出フォーム（https://www.meijiyasuda.co.jp/cooling-off/index）を

設置しています

◉お払込みいただいた金額をお返しするまでには、お申込み内容の確認等のために時間を要する場合があります。
また、すでに保険証券を発送している場合があります。

◉生命保険は長期にわたるご契約ですから、ご契約に際しては十分ご検討くださいますようお願いいたします。

例えば次のようなときは、クーリング・オフできません
◆債務履行の担保のための保険契約であるとき ◆特約の中途付加のとき

郵送によるお申出方法
◆郵送によるお申込みの撤回等は、書面の発信時（郵便の消印日付）に効力を生じますので、当社の支社または本社あて上

記期限内に発信してください。
◆書面には、お申込みの撤回等をする旨の意思を明記し、ご契約者の氏名・住所・電話番号（お申込み内容と同一）・保険種

類・申込日および毎回の保険料などを記載してください。
◆書面は、個人情報保護のため、封書によるお申し出をおすすめします。

ロ-005-はがき-自署-2310.ai

43003-シニアプラン

■お申込みの撤回等の書面記入例■

切
手

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　○
○
○
○
○
○
○
○
○
支
社
　宛

明治安田生命保険相互会社　　行

　　私は○年○月○日に申し込んだ下記契約の申込み
　を撤回します。

　申込者（契約者） ○○○○○
　保険種類 ○○○○○
　毎回の保険料 ○○○,○○○円

　　住所　 ○○県○○市○○町○‐○‐○
　　電話番号　　○○○‐○○○‐○○○○
　　　　　　　　氏名　○○○○○

当社の支社または本社をご記入ください。
支社は当社ホームページまたは当社コミュ
ニケーションセンターにてご確認ください。

（ご契約者が自署してください）

切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒○○○ｰ○○○○

　申込内容控えから
　転記してください。

ご契約にあたって

9

もくじ に戻る



4   現在ご契約の保険契約または特約を解約、減額することを前提に、新た
な保険契約のお申込みをご検討されている方へ

◉現在ご契約の保険契約または特約を解約、減額するときには、一般的に次の点について、ご契約者にとって不利
益となります。
·多くの場合、返戻金は、お払込保険料の合計額より少ない金額となります。特に、ご契約後短期間で解約され
たときの返戻金は、全くないか、あってもごくわずかです。

·一定期間の契約継続を条件に発生する配当の請求権等を失うことになる場合があります。
·新たなご契約では現在のご契約と比べて保険料計算に用いる予定利率が引き下げられる場合があります。予定

利率が引き下げられた場合、現在のご契約の保険種類によっては保険料が引き上げられる場合があります。
·現在のご契約と新たなご契約の保険金などの「お支払いする場合」が異なるために、現在のご契約の保障内容
が新たなご契約では保障されないことがあります。

新たにお申込みの保険契約について、被保険者の健康状態などによりお引受けできない場合があ
ります。

ご注意

ご契約にあたって

10

もくじ に戻る



1 2 3 4

仕組みをちゃんと知って
おかないといけないね。

どんな保険なのかしら？ いざ、というとき、
わかっていないと
心配よね。

「保険の特徴と仕組み」を
しっかり理解しておこう。

い-007-仕組み-2209.ai
（埋込ファイル名：02-特徴としくみ.psd）
※ラスタライズ済

43003-シニアプラン

保険の特徴

◉かんたんな告知でお申込みいただけます。

◉病気・ケガによる入院や手術などに対する保障を主な目的とした医療保険です。

◉がんで入院した場合は、支払日数無制限で疾病入院給付金をお支払いします。

◉所定の集中治療室管理を受けたときは、入院給付金とは別に集中治療給付金をお
支払いします。

◉第 1 保険年度（契約日から起算した最初の 1 年間）中に支払事由に該当した場合
の給付金額は、第 2 保険年度以降に支払事由に該当した場合の給付金額の50％と
なります。

◉保険期間が満了しても、所定の条件を満たす場合には、診査や告知なしで、ご
契約は自動的に更新されます。

·この保険は、健康に不安のある方でも、健康状態などに関する 5つの
告知項目に該当しなければ、お申込みいただけるように設計された医
療保険です＊。このため保険料は、当社が取り扱っている通常の医療保
険に比べて割増しされています。
＊ 5つの告知項目すべてに該当しない場合であっても、ご職業、すでにご契約
されている保険との通算などにより、ご契約いただけないこともあります。

·健康状態などについて詳細な告知をいただくことや医師の診査を受け
ることなどにより、保険料が割増しされていない他の保険にお申込み
いただくことができます。ただし、その場合、診査結果などによりご
契約いただけないことがあります。

お申込みに 
あたっての 
ご 注 意

3 ご契約の更新
（ 13ページ）

➡参照

保険の特徴と仕組み2
保険の特徴と仕組み

11次のページにつづきます

もくじ に戻る



■仕組み図（イメージ）■

ご契約 満了

第１保険年度

▲

災害入院給付金

更新
疾病入院給付金
集中治療給付金
手術給付金
死亡給付金

保険期間・保険料払込期間（10年間）

ホ-021-かんたん告知-CC.ai

43162-かんたん告知

保険の仕組み

·転換制度はご利用できません。
·保険期間や保険料払込期間の変更、基準入院給付金日額の増額などのお

取扱いはありません。
·「当社が自動的に保険料を貸し付ける制度」、「ご契約者に対する貸付」、

延長定期保険や払済保険への変更のお取扱いはありません。
·保険料払込免除の仕組みはありません。

ご注意

保険の特徴と仕組み

12

もくじ に戻る



◉保険期間が満了する際に、次の条件をすべて満たす場合には、診査や告知なしで、ご契約
は自動的に更新されます。
1 ．更新日における被保険者の年齢が85歳以下であること。かつ、更新後の保険期間の満

了日の翌日における被保険者年齢が90歳以下であること
2 ．更新日の前日までの保険料が払い込まれていること
3 ．更新日に当社がこの保険契約の締結を取り扱っていること

ご契約の更新

❶例えば、「85歳ま
で」は、被保険者の
年齢が85歳となる年
単位の契約応当日の
前日までです（被保
険者の年齢は、満年
齢で計算し、 1 年未
満の端数について
は、 6ヵ月以下は切
り捨て、 6ヵ月超は
切り上げます。この
ため、契約応当日と
誕生日との関係に
よっては誕生日から
最大 6ヵ月前後する
ことがあります）。

ご契約の更新3

更新にあたっては、更新のご案内をします。更新をご希望さ
れない場合や基準入院給付金日額を減額して更新される場
合には、保険期間満了日の 2ヵ月前までに、その旨をお申し
出ください。

更新後の保険期間
◉原則として更新前のご契約と同じ10年ですが、更新日における被保険者の年齢によって下

表のとおりとします。

更新日の被保険者年齢 更新後の保険期間

75歳以下 10年

76～79歳
85歳まで❶

（その後90歳まで更新できます）

80歳 10年

81～85歳 90歳まで❶

1 2 3

へえ、それは
安心だねー。

この保険って、
保険期間が
満了しても更新
できるんですって。

…でもね、更新できるかどうかは
条件があるみたいよ。

それじゃあ、
今から確認して
おいたほうがいいね。

へ-001-保険-1406-CC.ai
（埋込ファイル名：02-災害割増特約の更新.psd）
※ラスタライズ済

43005-個人定期・集団定期
43014-医療プラン
43023-医療保障保険
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43057-メディカルE_更新
43162-かんたん告知
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL’EASE_更新
43263-MYどっく_更新
43324-かんたん告知_更新
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新

保険の特徴と仕組み

13次のページにつづきます

もくじ に戻る



更新後のご契約の取扱い
◉更新後のご契約の取扱いは、次の表のとおりです。

更新後のご契約について 留意事項

基準入院給付金日額

·原則として更新前と同一とします。
·ただし、あらかじめお申し出がある場合、当社の定め
る取扱いの範囲内で、基準入院給付金日額を減額する
ことができます（更新後は給付金額が50％となる期間
はありません）。

保険料

·更新日における被保険者の年齢および保険料率＊によっ
て新たに定めます。通常、同一の保障内容で更新され
る場合であっても、更新後の保険料は更新前より高く
なります。
＊更新後は給付金額が50％となる期間がないため、新契約用
の保険料率とは異なる、更新後用の保険料率を適用します。
このため更新時に同じ保障内容で新たに加入した場合の保
険料に比べて、更新後の保険料は高くなります。

給付金の支払い限度 ·更新前と更新後で支払われた支払日数を通算します。

主約款 ·更新日時点の主約款を適用します。

更新後の第 1 回保険料について
◉原則として、更新後の第 1 回保険料は更新日までにお払込みください。
◉猶予期間内に払い込まれない場合、更新はなかったものとします。
◉更新後の第 1 回保険料の猶予期間は、払込回数が新年掛および新半年掛の場合には更新日
の翌日から 2ヵ月間、月掛の場合には更新日の属する月の翌月末日までとなります。

保険の特徴と仕組み

14
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1 2 3 4

やっぱり病気かぁ。
保険に加入しておけば
良かったなぁ。

治療中だけど、
バレやしないだろう。 入院給付金 1万円×50日で、

50万円か…。

告知義務違反ですので
ご契約を解除いたします。

ろ-009-契約解除-1606-CC.ai
（埋込ファイル名：02-健康状態や職業などの告知-■●.psd）
※ラスタライズ済

43162-かんたん告知
43250-ベストスタイル
43264-メディカルスタイルF

告知の義務
ご契約者や被保険者には健康状態や職業などについて告知をしていただく義務があり
ます。

◉生命保険は、多数の人々が保険料を出しあって、相互に保障しあう制度です。従って、は
じめから健康状態の良くない方や危険度の高い職業に従事されている方などが無条件に契
約されますと、保険料負担の公平性が保たれません。

◉ご契約にあたっては、過去の傷病歴、現在の健康状態、職業など当社がおたずねする告知
項目について、事実をありのままに正確にもれなくお知らせください。

◉この保険は、簡単な告知でお申込みいただける保険ですが、告知いただいた内容によって
は、ご契約をお引き受けできない場合があります。また、 5つの告知項目すべてに該当し
ない場合でも、ご職業、すでにご契約されている保険との通算などによりご契約いただけ
ないこともあります。

·告知受領権は生命保険会社が有しています。生命保険募集人（代理店を
含みます）には告知受領権がなく、生命保険募集人に口頭でお話しされ
ても告知していただいたことにはなりませんので、ご注意ください。

·当社の確認担当職員または当社で委託した確認担当者が、ご契約のお申
込後、ご契約のお申込内容などについて確認❶させていただく場合があり
ます。

ご注意

❶確認に際して、事
前のご連絡なしに訪
問させていただく場
合があります。

健康状態や職業などの告知4
告知と保障の開始

15次のページにつづきます

もくじ に戻る



告知の内容
告知していただいた内容が事実と相違する場合には、ご契約が解除されたり、または
取り消しとなって、給付金をお支払いできないことがあります。

「現在ご契約の保険契約または特約の解約・減額を前提とした新たなご契約」をご検討のお客
さまは以下の事項にご留意ください。
·一般のご契約と同様に告知義務があります。
·「現在ご契約の保険契約または特約の解約・減額を前提とした新たなご契約」の場合は「新
たなご契約の責任開始日」を起算日として、告知義務違反による解除の規定が適用されます。

·また、詐欺による契約の取り消しの規定等についても、新たなご契約の締結に際しての詐欺
の行為が適用の対象となります。

·よって、告知が必要な傷病歴等がある場合は、新たなご契約への加入ができなかったり、そ
の告知をされなかったために上記のとおり解除・取り消しとなることもありますので、ご留
意くださいますようお願いいたします。

生命保険にご加入されるときは、正しい告知をしてく
ださい。

◉告知いただくことがらについて、故意または重大な過失によって、事実を告知されなかっ
たり、事実と違うことを告知された場合、責任開始日から 2 年以内＊1であれば、当社は

「告知義務違反」としてご契約を解除＊2することがあります。

＊1　責任開始日から 2 年を経過していても、給付金をお支払いする事由が、解除の原因となる事実
に基づいて、 2 年以内に生じていた場合❷には、ご契約を解除することがあります。

＊2　ご契約を解除した場合には、たとえ給付金をお支払いする事由が発生していても、これをお支
払いすることはできません（ただし、「給付金の支払事由の発生」と「解除の原因となった事実」
との因果関係によっては、給付金をお支払いすることがあります）。この場合には、解約の際にお
支払いする返戻金があればご契約者にお支払いします。

◉上記のご契約を解除させていただく場合以外にも、ご契約の締結状況等により、給付金を
お支払いできないことがあります。
·例えば、「現在の医療水準では治癒が困難または死亡危険のきわめて高い疾患の既往症・

現症等について故意に告知をされなかった場合」等、告知義務違反の内容が特に重大な
場合、詐欺による取り消しを理由として、給付金をお支払いできないことがあります。

·この場合、告知義務違反による解除の対象外となる 2 年経過後にも取り消しとなること
があります。また、すでにお払込みいただいた保険料は払い戻しません。

◉告知にあたり、生命保険募集人❸（代理店を含みます）が、告知をすることを妨げた場合、
または告知をしないことや事実でないことを告げることを勧めた場合には、当社はご契約
を解除することはできません。ただし、生命保険募集人のこうした行為がなかったとして
も、ご契約者または被保険者が、当社が告知を求めた事項について、事実を告げなかった
かまたは事実でないことを告げたと認められる場合には、当社はご契約を解除することが
できます。

❸約款に定める「保
険媒介者」に当たり
ます。

❷責任開始時前に原
因が生じていたこと
により、給付金をお
支払いできない場合
を含みます。

7 給付金をお支払
いできない場合

（ 29ページ）

➡参照

1 ご契約にあたって
［4現在ご契約の保
険契約または特約を
解約、減額すること
を前提に、新たな保
険契約のお申込みを
ご検討されている方
へ］

（ 10ページ）

➡参照

告知と保障の開始

16

もくじ に戻る



1 2 3 4

申し込むだけじゃ
だめなの？

保険の申し込み、
もう済んだ？

ああ、済ませたとも！ もちろん、告知はした
わよね……。

と-002-告知-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保障の開始-吹き出し小.psd）
※ラスタライズ済

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43053-パイオニアE
43136-年金ひとすじ
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43222-介護のささえ
43250-ベストスタイル
43264-メディカルスタイルF
43325-50歳からの終身医療
43339-つみたてドル建終身
43343-認知症ケア・一時金給付型終身医療保険
43390-いまから認知症保険

43240-他3冊_きずなサポート_窓
43284-しあわせの階段_窓

◉申し込まれたご契約を当社が承諾した場合には、お申込みと告知がともに完了した時か
ら、ご契約上の保障が開始されます。

保障の開始
お申込みと告知がともに完了した時から、ご契約上の保障が開始されます。

承 諾保障の開始お申込み 告 知

リ-001-吹出有_共-1404-CC.ai
（埋め込み画像：図=保障開始のパターン.psd）

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43014-医療プラン
43053-パイオニアE
43091-新定期保険E
43122-MYどっくプラス2012
43136-年金ひとすじ
43153-年金ひとすじワイド
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期保険
43183-明日のミカタ
43200-新養老保険E

43222-介護のささえ
43225-学資のほけん
43226-医療の保険
43250-ベストスタイル
43261-3年間災害逓増
43264-メディカルスタイルF
43265-つみたて学資
43325-50歳からの終身医療
43339-つみたてドル建終身
43343-認知症ケア・終身医療保険
43387-つみたて学資
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん

責任開始時

◉第 1 回保険料のお払込みは以下のとおりとなります。
·口座振替扱いの場合、「口座振替により払い込む方法」または「クレジットカード・デ
ビットカードにより払い込む方法」のいずれかによって払い込んでください。

·その他の払込経路の場合、「クレジットカード・デビットカードにより払い込む方法」
によって払い込んでください。

·「口座振替により払い込む方法」および「クレジットカード・デビットカードにより払
い込む方法」をご利用できない場合は、「当社の指定した金融機関の口座に送金するこ
とにより払い込む方法」によって払い込んでください。

◉「クレジットカード・デビットカードにより払い込む方法」または「当社の指定した金融
機関の口座に送金することにより払い込む方法」の場合❶、当社は、第 1 回保険料相当額
が払い込まれたのちに、お申込みを承諾します。

第 1 回保険料のお払込み

保障の開始5

13 保険料の払込経
路

（ 44 ページ）

➡参照

❶「口座振替により
払い込む方法」を選
択してお申込みをさ
れた後に、「クレジッ
トカード・デビット
カードにより払い込
む方法」または「当
社の指定した金融機
関の口座に送金する
ことにより払い込む
方法」に変更した場
合を含みます。

告知と保障の開始

17次のページにつづきます
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1 ．「口座振替により払い込む方法」の場合
·当社が定める日までにご契約が成立しないときは、第 1 回保険料を払込期月の振替日に

指定口座から振替できないため、第 1 回保険料相当額を「クレジットカード・デビット
カードにより払い込む方法」に変更していただくようご案内をさせていただきます。

·ただし、この変更を希望されない旨のお申し出があった場合には、改めてお申込みと告
知をし直していただく必要があります（保障が開始される時期は当初より遅れることと
なります）。

2 ．「クレジットカード・デビットカードにより払い込む方法」の場合
·ご契約のお申込みにあたっては、第 1 回保険料相当額をお払い込みいただく必要があり
ます。第 1 回保険料相当額のお払込みがない場合、当社はご契約のお申込みを承諾しま
せん。なお、当社がご契約のお申込みを承諾する前に給付金をお支払いする場合に該当
しても、お申込みを承諾して給付金から第 1 回保険料を差し引いてお支払いするといっ
たお取扱いはいたしません。

·「クレジットカード・デビットカードにより払い込む方法」は、第 1 回保険料相当額が、
当社が指定する金額、または金融機関もしくはお客さまが設定しているキャッシュカー
ドの上限金額を超える場合は、ご利用いただけません。

第 1 回保険料のお払込みに関する留意事項

◉お申込みを当社が承諾した場合には、告知と保険料のお払込みがともに完了した時から、
ご契約上の保障が開始されます。

保険料を前払いする場合の保障の開始に関する留意事項

12 保険料の払込回
数など

（ 42 ページ）

➡参照

承 諾お申込み 告 知 お払込み

承 諾お申込み お払込み 告 知

保障の開始

保障の開始

責任開始時

責任開始時

リ-005-2段-共-1404-CC.ai
（埋め込み画像：図=保障開始のパターン.psd）

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43053-パイオニアE
43091-新定期保険E
43122-MYどっくプラス2012
43136-年金ひとすじ
43153-年金ひとすじワイド
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期保険
43183-元気のミカタ
43200-新養老保険E
43222-介護のささえ
43225-学資のほけん
43226-医療のほけん
43261-3年間災害逓増
43265-つみたて学資
43325-50歳からの終身医療
43387-つみたて学資

告知と保障の開始

18
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主契約（ 5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険） 5 年ごと利差配当付限定告知型
医療保険普通保険約款

お支払いする場合 お支払い額 受取人

災害入院給付金
被保険者が、不慮の事故❶で
180日以内に入院したとき

1 回の入院につき
基準入院給付金日額

×
入院日数❸ 被保険者

疾病入院給付金
被保険者が、病気で入院❷し
たとき

集中治療給付金
被保険者が、所定の集中治
療室管理を受けたとき

集中治療室管理 1 日に
つき、基準入院給付金
日額と同額

◉契約日から第 1 保険年度の末日までに「お支払いする場合」に該当されたときのお支払い
額は、第 2 保険年度以降に該当されたときのお支払い額の50％となります。

◉災害入院給付金・疾病入院給付金について、重複してのお支払いはありません。

お支払いする場合 「給付金をお支払いできない場合（ 29ページ）」もお読みください。

ケガで入院したときに、災害入院給付金をお支払いします。
病気で入院したときに疾病入院給付金をお支払いします。
所定の集中治療室管理を受けたときに、集中治療給付金をお支払いします。
所定の手術を受けたときに、手術の種類に応じて手術給付金をお支払いします。
死亡したときに、死亡給付金をお支払いします。

1　入院給付金・集中治療給付金

お支払いの対象となる「入院」とは、医師（柔道整復師法に定める柔道整復師を含みま
す）による治療（柔道整復師による施術を含みます）が必要であり、かつ自宅等での治
療が困難なため、病院または診療所❹に入り、常に医師の管理下において治療に専念す
ることをいいます。

以下はお支払いの対象となる入院には該当しません。
·美容上の処置のための入院
·病気を直接の原因としない不妊手術のための入院
·正常な分娩（自然頭位分娩など）のための入院
·治療を伴わない人間ドック検査のための入院
· 自宅での治療または通院による治療が可能であるに
もかかわらず入院している場合

·外泊や外出を繰り返し、治療に専念しない場合

◉お支払いの対象となる「入院」

❷病気で入院／不慮
の事故以外の外因に
よる傷害を原因とす
る入院、不慮の事故
から180日経過後に開
始した入院、異常分
娩（帝王切開分娩な
ど）のための入院を
含みます。

❸入院日数／暦
こよみ

のう
えでの日を単位とし
て数え、入院開始日
からお支払いします。
例えば、午前中に入
院し当日の夕方に退
院した場合でも 1 日
として数えます。ま
た、入院の有無は、
入院基本料の支払い
の有無などを参考に
して判断します。

❹は次のページにあ
ります。

❶不慮の事故／急激
かつ偶発的な外来の
事故（交通事故など）
をいいます。
➡参照 主約款別表
1「対象となる不慮
の事故」

給付金のお支払い6
給付金のお支払い

20次のページにつづきます
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■集中治療給付金のお支払いの対象となる集中治療室管理について■
·「集中治療室管理」とは、次の各号のいずれかに該当する施設において、内科系、外科系を

問わず、呼吸、循環、代謝その他の重篤な急性機能不全の患者に対して、医師の必要と認め
る治療看護を強力かつ集中的に行なうことをいいます。
1 ．平成24年 3 月 5 日厚生労働省告示第77号「基本診療料の施設基準等」に定める施設基準
に適合しているものとして地方厚生局長または地方厚生支局長に届け出た病院における特
定集中治療室および小児特定集中治療室

2 ．前号の場合と同等と会社が認めた日本国内にある医療施設
·被保険者が次に掲げる状態にあって医師が必要と認める集中治療室管理を受けたときに集中

治療給付金のお支払いの対象となります。
意識障害または昏睡、急性呼吸不全または慢性呼吸不全の急性憎悪、急性心不全（心筋梗
塞を含みます）、その他外傷等で重篤なもの

·総合周産期特定集中治療室や新生児特定集中治療室における集中治療室管理は対象とはなり
ません。

第 1保険年度 第 2保険年度

退院
1回の入院の支払い限度日数

60日

入院③
30日

入院
入院①
45日

入院②
15日

026_43162_お支払い例-CC.ai

43162-かんたん告知

【お支払い例】

·基準入院給付金日額　 5,000円
·脳梗

こう

塞
そく

で連続して90日入院された場合（第 1 保険年度に45日、第 2 保険年度に45日入院）

·入院①の45日については、第 1 保険年度中の入院であるため給付金額は50％となります。
［給付金額］ 5,000円×45日×50％＝112,500円

·入院②の15日については、第 2 保険年度中の入院であるため削除されずにお支払いします。
［給付金額］ 5,000円×15日＝75,000円

·入院③の30日については、 1 回の入院の日数限度（60日分）❺を超えた入院であるためお支
払いの対象にはなりません。
※入院の原因となる疾病が悪性新生物（がん）・上皮内新生物❻の場合は、お支払いの対象
になります。

❻悪性新生物（が
ん）・上皮内新生物／
非浸潤がん・非侵襲
がん、皮膚がんもお
支払いの対象に含み
ます。
ただし、国際対がん
連合（ＵＩＣＣ）の「Ｔ
ＮＭ分類」が「Ｔ 0 」
のものは含みません。
なお、悪性・上皮内・
良性のいずれの新生
物に当たるかは、診
断確定されたときの

「国際疾病分類－腫
瘍学」をもとに判断
します。
➡参照 主約款別表
2 「対象となる悪
性新生物・上皮内
新生物」

❺ 1 回の入院の日数
限度については、お
支払いの限度をご覧
ください。

◉在宅ホスピスケアのお取扱い
余命 6ヵ月以内と判断されており、かつ、病院または診療所以外において、傷害や病気か
ら生じる各種症状を緩和することを目的として、医師の計画的な医学管理のもとで、総合
的に提供される医療を継続して受けている（在宅ホスピスケアなど）場合は、病院または
診療所へ入院しているものとみなして、入院給付金をお支払いします。

❹病院または診療所
／次のいずれかに該
当したものとします。
⑴　医療法に定める

日本国内にある病
院または患者を入
院させるための施
設を有する診療所

（四肢における骨
折、脱臼、捻挫ま
たは打撲に関し施
術を受けるため、
柔道整復師法に定
める施術所に入院
した場合には、そ
の施術所を含みま
す）

⑵　上記⑴と同等の
日本国外にある医
療施設

給付金のお支払い

21次のページにつづきます
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❼手術給付表
➡参照 主約款別表
3「手術給付表」

2 　手術給付金

◉時期を同じくして 2 種類以上の手術を受けた場合は、給付倍率の高いいずれか 1 種類の手
術についてのみ手術給付金をお支払いします。

3 　死亡給付金

お支払いする場合 お支払い額 受取人

死亡給付金 被保険者が死亡したとき
基準入院給付金日額

×
20

死亡給付金
受取人

◉契約日から第 1 保険年度の末日までに「お支払いする場合」に該当されたときのお支払い
額は、第 2 保険年度以降に該当されたときのお支払い額の50％となります。

【手術給付表に定める手術に該当する例・該当しない例】

虫垂炎と診断され、虫垂を摘出
する手術（虫垂摘出術）を受け
た場合 ▶

虫垂摘出術は手術給付表の手術
番号34「虫垂切除術・盲腸縫縮
術」に該当するのでお支払いし
ます。

扁
へんとうえん

桃炎を繰り返すため、入院す
ることなく、扁桃摘出術を受け
た場合 ▶

扁桃摘出術は手術番号 1 ～88に
該当しません。また、手術番号
89の要件も満たさないため、お
支払いできません。

·入院日数が 1 日以上の入院中に受けた手術
·手術の直接の原因が入院の原因と同一
·公的医療保険制度に基づく診療報酬点数表によって手術料が算定される手術

·お支払いの対象となる手術は、主約款別表 3 「手術給付表❼」に定められている手術番号 1 ～89
の手術に限ります。

·このうち、手術番号 1 ～88は、皮膚の手術、筋骨の手術、悪性新生物の手術など、部位等によっ
て区分されています。

·手術番号89は、手術番号 1 ～88に該当しない手術で、次の条件をすべて満たす手術です（ただし、
60日の間に 1 回の給付を限度とします）。

お支払いする場合 お支払い額 受取人

手術給付金
被保険者が、所定の
手術を受けたとき

1 回の手術につき
基準入院給付金日額

×
手術給付表❼に定める給付倍率

被保険者

◉契約日から第 1 保険年度の末日までに「お支払いする場合」に該当されたときのお支払い
額は、第 2 保険年度以降に該当されたときのお支払い額の50％となります。

◉「所定の手術」について

給付金のお支払い
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❾医学上重要な関係
／病名が違っていて
も、医学上特に関連
があるとされる一連
の病気を指します。
例えば
·高血圧とそれに起

因する心臓疾患あ
るいは腎臓疾患

·胆石症とそれに起
因する胆のう炎あ
るいは胆管炎

·高
こうにょうさんけっしょう

尿 酸 血 症とそ
れに起因する痛風
などをいいます。

❽更新前と更新後で
支払われた支払日数
を通算します。

お支払いの限度
◉災害入院給付金・疾病入院給付金の各入院給付金のお支払い限度は、それぞれ以下のとお
りです。

1 回の入院の限度 各入院給付金ごとに支払日数  60日 分（➡事例 1 ）

お支払い日数を通算した限度 各入院給付金ごとに支払日数❽ 730日 分

◉ 1 回の入院の限度を適用するにあたり、次の入院は 2 回以上の入院であっても、 1 回の入
院とみなして 1 回の入院の限度を適用します。
·同一の不慮の事故による入院を 2 回以上した場合、事故の日を含めて180日以内に開始
した入院

·同一の病気（医学上重要な関係❾があると認められる場合を含みます）による入院を 2
回以上した場合、前回の入院の退院日の翌日から180日以内に開始した入院（➡事例 2 ）

◉在宅ホスピスケアのお取扱いにより入院給付金をお支払いする場合は、災害入院給付金と
疾病入院給付金をあわせた支払日数❽を通算して60日分を限度とします。ただし、それぞ
れの入院給付金の入院 1 回あたりのお支払い限度および通算のお支払いの限度内とします。

◉悪性新生物（がん）・上皮内新生物❻の治療を目的とする入院については、支払日数の限
度はなく、入院日数のすべてをお支払いの対象とします。（➡事例 3 ）

◉集中治療給付金のお支払いは、支払日数❽を通算して120日分を限度とします。
◉手術給付金にはお支払いの限度はありません。

❻悪性新生物（が
ん）・上皮内新生物／
非浸潤がん・非侵襲
がん、皮膚がんもお
支払いの対象に含み
ます。
ただし、国際対がん
連合（ＵＩＣＣ）の「Ｔ
ＮＭ分類」が「Ｔ 0 」
のものは含みません。
なお、悪性・上皮内・
良性のいずれの新生
物に当たるかは、診
断確定されたときの

「国際疾病分類－腫
瘍学」をもとに判断
します。
➡参照 主約款別表
2 「対象となる悪
性新生物・上皮内
新生物」

給付金のお支払い
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その他ご留意いただきたい事項
◉公的医療保険制度の改正が行なわれた場合には、当社は、主務官庁の認可を得て、「お支

払いする場合」を変更することがあります。「お支払いする場合」を変更する場合、当社
はその旨を改正に関する法令の公布の日から 6ヵ月以内にあらかじめご契約者にご連絡し
ます。

【 1 回の入院の限度の例】
事例 1 　限度を超過した場合

·慢性腎不全で100日入院したとき

60日分のみ
お支払い

60日限度

入院
100日

1回の入院の限度
（支払日数60日分）を
超える40日分はお支
払いできません。

026_43162_入院限度-図01-CC.ai

43162-かんたん告知

事例 2 　同じ原因により 2 回以上入院した場合
·慢性腎不全で50日入院（入院①）した後、退院日の翌日から180日以内に同じ慢性腎不

全で50日再入院（入院②）、合計100日入院したとき

50日分
お支払い

10日分
お支払い

入院①の退院日の
翌日から180日以内
に入院②を開始

1回の入院の限度
（支払日数60日分）を
超える40日分はお支
払いできません。

入院①と入院②は同じ原因に
よる180日以内の入院のため、
1回の入院とみなし、1回の入
院の限度である60日分のみお
支払い（入院①50日分、入院②
10日分） 60日限度

入院①
50日

入院②
50日

026_43162_入院限度-図02-CC.ai

43162-かんたん告知

事例 3 　悪性新生物（がん）・上皮内新生物の治療を目的として入院したとき
·上記事例 1 、事例 2で病気が胃がんのとき

悪性新生物（がん）・上皮内新生物による入院のため、支払日数の限度はなく、入院
日数のすべてをお支払いの対象とします。

給付金のお支払い

24次のページにつづきます
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◉手術給付表は、以下のとおりです。

　「手術」とは、治療を直接の目的とする下表の手術番号 1 ～89を指します。ただし、次の①～③は手術にあたりません。
　①　吸引、穿刺、洗浄などの「処置」
　②　神経ブロック
　③　輸血・点滴
　また、手術番号 1 ～88においては、器具を用い、生体に切断、摘除、およびそれに準ずる操作を加えることをいいます。

手術
番号 手  術  の  種  類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍 

§皮膚・乳房の手術
1 ．植皮術（25㎠未満は除く。） ………………………………………………………10
2 ．乳房切断術…………………………………………………………………………10

§筋骨の手術（抜釘
てい

術は除く。）
3 ．骨移植術（軟骨移植術は含まない。） ……………………………………………10
4 ．骨髄

ずい

炎・骨結核手術（膿
のう

瘍
よう

の単なる切開は除く。）……………………………10
5 ．頭蓋

がい

骨観血手術（鼻骨・鼻
び

中
ちゅう

隔
かく

を除く。） ………………………………………10
➡ 注1  観血手術

6 ．鼻骨観血手術 ………………………………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

7 ．上顎
がく

骨・下顎
がく

骨・顎
がく

関節観血手術（歯・歯肉の処置に伴うものは含まない。） …10
➡ 注1  観血手術

8 ．脊
せき

椎
つい

（椎骨・椎間板を含む）・骨盤観血手術 ……………………………………10
➡ 注1  観血手術

9 ．鎖骨・肩
けん

胛
こう

骨・肋
ろっ

骨・胸骨観血手術……………………………………………10
➡ 注1  観血手術

10．四肢切断術（手指・足指を除く。） ………………………………………………10
➡ 注2  手指・足指

11．切断四肢再接合術（骨・関節の離断に伴うもの。） ……………………………10
12．四肢骨・四肢関節観血手術（手指・足指を除く。） ……………………………10

➡ 注1  観血手術  注2  手指・足指

13．筋・腱
けん

・靭
じん

帯観血手術（手指・足指を除く。筋炎手術および筋・腱
けん

・靭
じん

帯 
に及ばない皮下軟部腫

しゅ

瘍
よう

の摘出術は含まない。）………………………………10
➡ 注1  観血手術  注2  手指・足指

§呼吸器・胸部の手術
14．慢性副鼻

び

腔
くう

炎根本手術……………………………………………………………10
15．喉

こう

頭観血手術（咽頭・扁
へん

桃
とう

腺
せん

に対する手術は含まない。）……………………10
➡ 注1  観血手術

16．気管・気管支・肺・胸膜手術（開胸術を伴うもの。） …………………………10
➡ 注3  開胸術

17．胸郭形成術 …………………………………………………………………………10
18．縦

じゅう

隔
かく

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術 …………………………………………………………………… 10

§循環器・脾
ひ

の手術
19．観血的血管形成術（血液透析用外シャント形成術は除く。） …………………10

➡ 注1  観血手術

20．静脈 瘤
りゅう

根本手術 …………………………………………………………………… 10
21．大動脈・大静脈・肺動脈・肺静脈・冠動脈手術（開胸・開腹術を伴うもの。） …10

➡ 注３  開胸・開腹術
22．心膜切開・縫合術 …………………………………………………………………10
23．直視下心臓内手術 …………………………………………………………………10
24．体内用ペースメーカー埋込術（電池交換を含む。） ……………………………10
25．脾

ひ

摘除術 ……………………………………………………………………………10

手  術  給  付  表  注

注1  観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注2  手指・足指
「手指」とは、中手指節関節（ちゅ
うしゅしせつかんせつ）を含まな
い末梢（末節骨・中節骨・基節（き
せつ）骨の一部）の部位をいいま
す。
「足指」とは、中足指節関節（ちゅ
うそくしせつかんせつ）を含まな
い末梢（末節骨・中節骨・趾（し）
骨・基節骨の一部）の部位をいい
ます。

注3  開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

中足指節関節

中手指節関節

給付金のお支払い
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手  術  給  付  表  注

注1  観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注3  開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

手術
番号 手  術  の  種  類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍 

§消化器の手術
26．耳下腺

せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
27．顎

がく

下腺
せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
28．食道離断術 …………………………………………………………………………10
29．胃切除術 ……………………………………………………………………………10
30．その他の胃・食道手術（開胸・開腹術を伴うもの。） …………………………10

➡ 注３  開胸・開腹術
31．腹膜炎手術 …………………………………………………………………………10
32．肝臓・胆囊

のう

・胆道・膵
すい

臓観血手術………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

33．ヘルニア根本手術 …………………………………………………………………10
34．虫垂切除術・盲腸縫縮術 …………………………………………………………10
35．直腸脱根本手術 ……………………………………………………………………10
36．その他の腸・腸間膜手術（開腹術を伴うもの。） ………………………………10

➡ 注3  開腹術

37．痔
じ

瘻
ろう

・脱肛
こう

・裂肛
こう

・痔
じ

核根本手術（根治を目的としたもの。）………………10

§尿・性器の手術
38．腎

じん

移植手術（受容者に限る。） ……………………………………………………10
39．腎

じん

臓・腎
じん

盂
う

・尿管・膀
ぼう

胱
こう

観血手術（経尿道的操作は除く。）…………………10
➡ 注1  観血手術

40．尿道狭窄
さく

観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1  観血手術

41．尿瘻
ろう

閉鎖観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1  観血手術

42．陰茎切断術 …………………………………………………………………………10
43．睾

こう

丸・副睾
こう

丸・精管・精索・精囊
のう

・前立腺
せん

手術………………………………10
44．陰囊

のう

水腫
しゅ

根本手術…………………………………………………………………10
45．子宮広汎全摘除術（単純子宮全摘などの子宮全摘除術は除く。）……………10
46．子宮頸

けい

管形成術・子宮頸
けい

管縫縮術………………………………………………10
47．帝王切開娩

べん

出術……………………………………………………………………10
48．子宮外妊娠手術 ……………………………………………………………………10
49．子宮脱・膣

ちつ

脱手術…………………………………………………………………10
50．その他の子宮手術（子宮頸

けい

管ポリープ切除術・人工妊娠中絶術を除く。） …10
51．卵管・卵巣観血手術（経膣

ちつ

的操作は除く。） ……………………………………10
➡ 注1  観血手術

52．その他の卵管・卵巣手術 …………………………………………………………10

§内分泌器の手術
53．下垂体腫

しゅ

瘍
よう

摘除術…………………………………………………………………10
54．甲状腺

せん

手術…………………………………………………………………………10
55．副腎

じん

摘除術…………………………………………………………………………10

§神経の手術
56．頭蓋

がい

内観血手術……………………………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

57．神経観血手術（形成術・移植術・切除術・減圧術・開放術・捻
ねん

除術。）……10
➡ 注1  観血手術

58．観血的脊
せき

髄
ずい

腫
しゅ

瘍
よう

摘出手術…………………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

59．脊
せき

髄
ずい

硬膜内外観血手術……………………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

給付金のお支払い
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手  術  給  付  表  注

注1  観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注3  開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

注4  悪性新生物根治手術
手術番号80の「悪性新生物根治手
術」とは、悪性新生物組織の完全
な除去を目的として行なう観血手
術で、原発病巣を含めてその周囲
組織を広範に切除し、転移の可能
性のあるリンパ節を郭清（かくせ
い）する手術をいいます。再発・
転移病巣に対する手術について
は、悪性新生物根治手術には該当
しません（手術番号82の「その他
の悪性新生物手術」とします）。

手術
番号 手  術  の  種  類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍 

§感覚器・視器の手術
60．眼瞼

けん

下垂症手術……………………………………………………………………10
61．涙小管形成術 ………………………………………………………………………10
62．涙囊

のう

鼻
び

腔
くう

吻
ふん

合
ごう

術……………………………………………………………………10
63．結膜囊

のう

形成術………………………………………………………………………10
64．角膜移植術 …………………………………………………………………………10
65．観血的前房・虹

こう

彩
さい

・硝
しょう

子
し

体・眼窩
か

内異物除去術 ………………………………10
➡ 注1  観血手術

66．虹
こう

彩
さい

前後癒
ゆ

着剝
はく

離術………………………………………………………………10
67．緑内障観血手術 ……………………………………………………………………10

➡ 注1  観血手術
68．白内障・水晶体観血手術 …………………………………………………………10

➡ 注1  観血手術

69．硝
しょう

子
し

体観血手術……………………………………………………………………10
➡ 注1  観血手術

70．網膜剝
はく

離症手術……………………………………………………………………10
71．レーザー・冷凍凝固による眼球手術（施術の開始日から60日の間に 1 回の 

給付を限度とする。）………………………………………………………………10
72．眼球摘除術・組織充塡

てん

術…………………………………………………………10
73．眼窩

か

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術……………………………………………………………………10
74．眼筋移植術 …………………………………………………………………………10

§感覚器・聴器の手術
75．観血的鼓膜・鼓室形成術（鼓膜切開術・チュービング術は含まない。） ……10

➡ 注1  観血手術
76．乳様洞削開術 ………………………………………………………………………10
77．中耳根本手術 ………………………………………………………………………10
78．内耳観血手術 ………………………………………………………………………10

➡ 注1  観血手術

79．聴神経腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10

§悪性新生物の手術
80．悪性新生物根治手術（ファイバースコープまたは血管・バスケットカテー 
テルによる手術は除く。）…………………………………………………………10
➡ 注4  悪性新生物根治手術

81．悪性新生物温熱療法（施術の開始日から60日の間に 1 回の給付を限度とす 
る。）…………………………………………………………………………………10

82．その他の悪性新生物手術（ファイバースコープまたは血管・バスケットカ 
テーテルによる手術は除く。）……………………………………………………10

§上記以外の手術
83．上記以外の開頭術 …………………………………………………………………10

➡ 注3  開頭術
84．上記以外の開胸術 …………………………………………………………………10

➡ 注3  開胸術
85．上記以外の開腹術 …………………………………………………………………10

➡ 注3  開腹術
86．衝撃波による体内結石破砕術（施術の開始日から60日の間に 1 回の給付を 

限度とする。）………………………………………………………………………10
87．ファイバースコープまたは血管・バスケットカテーテルによる脳・喉

こう

頭・ 
胸・腹部臓器手術（検査・処置は含まない。施術の開始日から60日の間に 
1 回の給付を限度とする。）………………………………………………………10

給付金のお支払い
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手術
番号 手  術  の  種  類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍 

§新生物放射線照射
88．新生物放射線照射（施術の開始日から60日の間に 1 回の給付を限度とする。） 

………………………………………………………………………………………10

§その他の入院時手術
89．次のすべてを満たす手術（施術の開始日から60日の間に 1 回の給付を限度 
とする。）…………………………………………………………………………… 5
➡ 注5  その他の入院時手術
⑴　入院日数が 1 日以上の入院中に受けた手術
⑵　手術の直接の原因が入院の原因と同一
⑶　 公的医療保険制度に基づく診療報酬点数表によって手術料が算定され 
る手術

⑷　手術番号 1 ～88以外の手術

手  術  給  付  表  注

注5  その他の入院時手術
「その他の入院時手術」の用語の
定義は以下のとおりとします。
①　「入院」
「入院」とは、第 3条備考❶によ
ります。
②　「入院日数が 1日」
「入院日数が 1日」とは、第 3条
備考❺によります。
③　「公的医療保険制度」
「公的医療保険制度」とは、次の
いずれかの法律に基づく医療保険
制度をいいます。
　⑴　健康保険法
　⑵　国民健康保険法
　⑶　国家公務員共済組合法
　⑷　地方公務員等共済組合法
　⑸　私立学校教職員共済法
　⑹　船員保険法
　⑺　�高齢者の医療の確保に関す

る法律
④　「診療報酬点数表」
「診療報酬点数表」とは、手術を
受けた時点において、厚生省告示
および厚生労働省告示に基づき定
められている診療報酬点数表をい
います。

給付金のお支払い
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以下の 1 ～ 6のいずれかに該当するときは、給付金のお支払いはできません。

1 「お支払いする場合」に該当しない場合
（責任開始時前の病気・ケガを原因とする場合など）

◉ 6 給付金のお支払い の「お支払いする場合」に該当しない場合、給付金のお支払いは
できません。

◉責任開始時前の病気・ケガを原因とする場合には、原則として給付金❶のお支払いはでき
ません。

◉ただし、責任開始時前の病気・ケガを原因とする場合であっても、ご契約の際の告知など
により当社がその原因の発生を知っていた場合や責任開始時前に発病していた疾病が責任
開始時以後に悪化❷して入院・手術等をした場合などには、給付金のお支払いをすること
があります。

6 給付金のお支払
い

（ 20ページ）

➡参照

1 2 3 4

でも、給付金が
支払われるには、いろいろ
条件があるらしいわよ…。

保険に加入したし、
これで安心！

えっ、加入しておけば、必ず
もらえるんじゃないの？ ちゃんと

確認しないとね！

ち-002-給付金-1310-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険などをお支払いできない場合.psd）
※ラスタライズ済

43136-年金ひとすじ
43162-かんたん告知
43187-たしかな計画
43260-年金かけはし
43324-かんたん告知_更新

43199-他2冊_かんたん未来計画_窓
43178-他4冊_堅実ねんきん・羅針盤_窓
43227-他3冊_年金果実NEOV2_窓

❶対象となるのは、
約款の「支払事由」
で「責任開始時以後
に発病した疾病（ま
たは発生した不慮の
事故など）」を原因
とすることを規定し
ている給付金で、入
院給付金、集中治療
給付金、手術給付金
です。

❷「悪化」とは、例
えば、通院によって
治療していた疾病の
程度が進行して、入
院・手術等が必要に
なることなどをいい
ます。

給付金をお支払いできない場合7
給付金のお支払い
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2 免責事由に該当する場合
◉免責事由に該当した場合、「お支払いする場合」に該当していても、給付金のお支払いは
できません。

◉免責事由は「給付金」の種類によって下表のとおりになります。

❹支払事由に該当し
た被保険者の数に
よっては、給付金を
お支払いする場合が
あります。

❸精神の障害によっ
て心
しんしんそうしつ

神喪失の状態と
なり、自己の生命を
絶つ認識が全くな
かったときは、給付
金をお支払いする場
合があります。

詳しくは主約款をご覧ください。●が対象となる給付金の免責事由です。

給付金
免責事由

・
災
害
入
院
給
付
金

・
疾
病
入
院
給
付
金

・
集
中
治
療
給
付
金

・
手
術
給
付
金

・
死
亡
給
付
金

被保険者の自殺行為❸または犯罪行為 ●※ 1 ● ● ● ●※ 2

保険契約者または被保険者の故意または重大
な過失 ● ● ● ● ●※ 3

被保険者の精神障害の状態を原因とする事故 ● ● ● ●

被保険者の泥酔の状態を原因とする事故 ● ● ● ●

被保険者が法令に定める運転資格を持たない
で運転している間に生じた事故 ● ● ● ●

被保険者が法令に定める酒気帯び運転または
これに相当する運転をしている間に生じた事
故

● ● ● ●

地震、噴火または津波❹ ● ● ● ●

戦争その他の変乱❹ ● ● ● ● ●

被保険者の薬物依存 ● ● ●

頸部症候群（いわゆる「むちうち症」）または
腰痛でいずれも他覚所見のないもの ● ● ●

※ 1 　免責事由を「被保険者の犯罪行為」と読み替えます。
※ 2 　免責事由を「責任開始日から、3 年以内における被保険者の自殺❸」と読み替えます。
※ 3 　免責事由を「保険契約者または死亡保険金受取人の故意」と読み替えます。

【免責事由に該当する場合　災害入院給付金の例】

お酒で軽く酔っていたが普通に
横断歩道を横断中に、車にはね
られケガをして入院した場合。

▶
災害入院給付金の免責事由に該
当しないので、お支払いします。

泥酔状態になって道路に寝込ん
でいたところ、車にはねられ入
院した場合。 ▶

災害入院給付金の免責事由の「被
保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故」に該当するので、お支
払いできません。

給付金のお支払い
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4 重大事由による解除の場合
◉重大事由によりご契約が解除される場合には、重大事由が生じた後に、給付金の支払事由
が生じても、給付金のお支払いはできません。

◉この場合に、当社は、すでに給付金をお支払いしていたときにはその返還を請求すること
ができます。

◉重大事由による解除をした場合、返戻金があるときはご契約者にお支払いします。

3 告知義務違反による解除の場合
◉ご契約者または被保険者の故意または重大な過失によって、ご契約時に告知いただいた内

容が事実と相違し、主契約に定める告知義務❺違反による解除となった場合は、給付金の
お支払いはできません。

◉この場合に、当社は、すでに給付金をお支払いしていたときにはその返還を請求すること
ができます。

◉告知義務違反による解除をした場合に、返戻金があるときはご契約者にお支払いします。

◉ただし、ご請求原因と解除の原因となった事実との間に全く因果関係が認められない場合
には、給付金のお支払いをします。

【告知義務違反による解除の場合　疾病入院給付金の例】

ご契約加入に際し、被保険者が
「胃かいよう」での入院について、
正しく告知せず、その後 2 年以
内に「胃かいよう」とは全く因
果関係のない「脳出血」で入院
した場合。

▶

ご契約は告知義務違反のため解
除となります。ただし、ご請求
原因（「脳出血」）と解除の原因
となった事実（「胃かいよう」）
との間に全く因果関係が認めら
れないので、疾病入院給付金は
お支払いします。

ご契約は解除
となりますが、
お支払いしま
す。

ご契約加入に際し、被保険者が
「高血圧」での入院について、正
しく告知せず、その後 2 年以内
に「高血圧」を原因とする「脳
出血」で入院した場合。

▶

ご契約は告知義務違反のため解
除となります。さらに、ご請求
原因（「脳出血」）と解除の原因
となった事実（「高血圧」）との
間に因果関係があるため疾病入
院給付金はお支払いできません。

ご契約は解除
となり、お支
払いできませ
ん。

❺告知義務
➡参照 4 健康状態
や職業などの告知

（ 15ページ）

責任開始日から 2 年間「高血圧」で入院 お申込み
・告知

「高血圧」での入院について告知なし

「高血圧」を原因とする
「脳出血」で入院責任開始日 入院給付金は

お支払いできません

解除

コ-009-告知義務違反-CC.ai

43162-かんたん告知
43324-かんたん告知（更新用）

給付金のお支払い
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■重大事由とは、次の場合をいいます■
1 ．以下の給付金を詐取する目的または他人に詐取させる目的で、以下のいずれかの者が事故

招致（未遂を含みます）をした場合

給付金 事故招致をした者

死亡給付金（他のご契約の死亡保険金を含み、保
険種類および給付の名称のいかんを問いません）

ご契約者
死亡給付金受取人

このご契約の災害入院給付金、疾病入院給付金、
集中治療給付金、手術給付金

ご契約者
被保険者
当該給付金の受取人

2 ．このご契約の以下の給付金の請求に関し、以下の者に詐欺行為（未遂を含みます）があっ
た場合

給付金 詐欺行為を行なった者

死亡給付金 死亡給付金受取人

災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付
金、手術給付金 当該給付金などの受取人

3 ．他のご契約との重複によって、被保険者にかかる給付金額などの合計額が著しく過大で
あって、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれがある場合

4 ．ご契約者、被保険者または給付金の受取人が、次のいずれかに該当する場合❻

ア．反社会的勢力❼に該当すると認められること
イ．反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると

認められること
ウ．反社会的勢力を不当に利用していると認められること
エ．ご契約者または給付金の受取人が法人の場合、反社会的勢力がその法人の経営を支配し、
またはその法人の経営に実質的に関与していると認められること
オ．その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められること

5 ．次のアまたはイなどにより、当社のご契約者、被保険者または給付金の受取人に対する信
頼を損ない、このご契約を継続することを期待し得ない上記 1から 4と同等の事由がある場
合
ア．他のご契約が重大事由によって解除されること
イ．ご契約者、被保険者または給付金の受取人が他の保険者との間で締結したご契約または

共済契約が重大事由により解除されること

❻この事由にのみ該
当した場合で、複数
の給付金の受取人の
うちの一部の受取人
だけが該当したとき
に限り、給付金のう
ち、その受取人にお
支払いすることと
なっていた給付金を
除いた額を、他の受
取人にお支払いしま
す。

❼反社会的勢力／暴
力団、暴力団員（暴
力団員でなくなった
日から 5 年を経過し
ない者を含みます）、
暴力団準構成員、暴
力団関係企業その他
の反社会的勢力をい
います。

5 詐欺による取り消し、不法取得目的による無効の場合
◉詐欺または給付金の不法取得目的によりご契約を締結した場合、ご契約はそれぞれ取り消
しまたは無効となり、給付金のお支払いはできません。この場合はすでにお払込みいただ
いた保険料は払い戻しません。

6 保険料のお払込みがないことによる解除、失効の場合
◉保険料のお払込みがないことによりご契約が解除となった場合または失効した場合には、
その後に給付金の支払事由が発生しても、給付金のお支払いはできません❽。

14 猶予期間内に保
険料のお払込みがな
い場合のお取扱い

（解除、失効、失効
取消）

（ 45ページ）

➡参照

❽失効が取り消され
た場合を除きます。

給付金のお支払い
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1 2 3

やっと退院できたよ。

よかったわ～。

あっ、 保険から
入院給付金が
出るんだよね。

そうそう ！
ねえ、手続きは
どうすれば
いいのかしら。

よし、問い合わせて
 みよう。

り-001-入院給付金-1406-CC.ai
（埋込ファイル名：07-保険金などの請求お手続き.psd）
※ラスタライズ済み

43162-かんたん告知
43250-ベストスタイル
43264-メディカルスタイルF
43290-ベストスタイル見直し
43311-メディカルスタイルF見直し
43324-かんたん告知_更新

給付金の請求
◉給付金のご請求手続きは以下のとおりです。

6 給付金のお支払
い

（ 20ページ）

➡参照

●もれなくご請求いただくために、次の項目もご確認
ください。
·複数のご契約にご加入されていませんか？
·がんなど、特定のご病気ではありませんか？
·通院をされたときに給付金をお支払いするご契約では
ありませんか？

·障害状態または要介護状態にあたりませんか？
·死亡する前に、入院や手術を受けていた、または障害状

態や要介護状態に該当していたということはありませ
んか？

❶死亡の原因または
入院などの原因によ
り、確認させていた
だく項目が異なるこ
とがあります。

◉ 6 給付金のお支払い の「お支払いする場合」に、該当したときまたは該当する可能性
があると思われるときには、幅広くご案内するため、以下の内容などをお伺いするので事
前にご確認ください。
·ご契約内容によってはお支払いできる給付金などがないことがあります。

死亡した場合❶ 病気・ケガをした場合❶

·保険証券番号（ご契約が複数
ある場合は、全件）

·死亡した方のお名前・生年月日
·死亡した日
·死亡の原因（事故・病気）
·受取人のお名前とご連絡先
·死亡する前の入院などの有無

·保険証券番号（ご契約が複数ある場合は、全件）
·入院・手術・通院・放射線治療などをした方、障害

状態になった方のお名前・生年月日
·入院などの原因（事故・病気）
·事故日（事故を原因とする場合）
·入院の期間（入院日・退院日）、通院日
·手術名および手術日（手術を受けた場合）
·放射線治療名および実施日（放射線治療を受けた場合）
·治療に対する公的医療保険制度の適用有無

手順 1 　ご連絡をいただく前にご確認ください

8 給付金の請求手続き

給付金のお支払い
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11 代理請求特約（被
保険者請求サポー
ト制度）

（ 39ページ）

➡参照

6 給付金のお支払
い

（ 20ページ）

➡参照

ご請求のご案内やお支払いの手続きを円滑にするため、ご契
約者のご住所を変更された場合や給付金受取人の変更が必
要となった場合には、変更手続きをお早めにしてください。

当社の確認担当職員または当社で委託した確認担当者が、給付金のご請求
の際、ご請求内容などについて確認❷させていただく場合があります。また、
被保険者を診療した医師などに対し、症状などについて照会や確認をさせ
ていただく場合があります。

ご注意

18 死亡給付金受取
人の変更

（ 51ページ）

➡参照

19 ご契約者・住所
などの変更に伴う手
続き

（ 53ページ）

➡参照

❷確認に際して、事
前のご連絡なしに訪
問させていただく場
合があります。

◉ご案内した所定の書類に必要事項をご記入いただくとともに、診断書などをご準備いただ
き、当社へご提出ください。

手順 4 　必要書類をご提出ください

◉当社からお支払金額などを記載した明細書を郵送しますので、内容をご確認ください。
·給付金のお支払いができない場合、その理由をご説明しています。

手順 6 　お支払明細書をご確認ください

◉ご連絡いただいた内容に基づき、ご請求の詳しいご案内と必要書類をお届けします。
·このご契約のほかに、ご請求いただけるご契約がある場合には、あわせて必要書類をご

案内します。

手順 3 　ご請求のご案内と必要書類をお届けします

◉請求書類の不足などがある場合には、ご連絡を差しあげます。
◉給付金は、ご指定いただいた口座へ送金します。
◉ご提出いただいた書類（診断書など）に基づいてお支払いした給付金のほかに、お支払い
できる可能性がある場合などには、改めてご案内します。

手順 5 　ご提出書類の内容を確認し、給付金のお支払いをします

9 給付金などのお
支払期限

（ 35ページ）

➡参照

◉受取人から当社の担当者、最寄りの支社または本社へご連絡ください。
◉被保険者がお受け取りになる給付金のご請求について、被保険者ご自身にご請求できない

特別な事情があるときは、代理請求人が被保険者に代わってご請求できる場合があります。
◉受取人は給付金によって異なります。

手順 2 　担当者へご連絡ください

給付金のお支払い
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1 2 3

あ～、退院できてよかったよ。
家はいいなぁ。

ねえ…

保険で入院給付金が出るのよね。
いつ支払われるのかしら？

どれ、どれ…

あ、ここに期限が
書いてあるよ。

そうね、しっかり
読んでおきましょ。

ぬ-001-入院給付金-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険金などのお支払期限.psd）
※ラスタライズ済み

43014-医療プラン
43023-医療保障保険
43057-メディカルE_更新
43151-退職後医療プラン
43162-かんたん告知
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE_更新
43250-ベストスタイル
43263-MYどっく_更新
43264-メディカルスタイルF
43307-MYどっくプラス_更新
43324-かんたん告知-更新

お支払期限について

◉ただし、給付金のお支払いのために確認、照会、調査が必要な場合は、お支払期限を以下
のとおりとします。

給付金のお支払いのために確認、照会、調査が必要な場合 お支払期限
1 ．給付金の支払事由の発生の有無の確認が必要な場合
2 ．給付金の免責事由に該当する可能性がある場合
3 ．告知義務違反に該当する可能性がある場合
4 ．主約款に定める重大事由、詐欺または不法取得目的に該当する可

能性がある場合

請求日の翌営業
日からその日を
含めて45日以内
にお支払いしま
す。

上記 1 ～ 4の確認を行なうために次の特別な照会や調査が必要な場合
· 弁護士法に基づく照会その他法令に基づく照会
· 研究機関等の専門機関による医学または工学等の科学技術的な特別
の調査、分析または鑑定

· 刑事手続きの結果についての警察、検察等の捜査機関または裁判所
に対する照会

· 日本国外における調査

請求日の翌営業
日からその日を
含めて180日以
内にお支払いし
ます。

◉お支払期限を過ぎて給付金などをお支払いすることとなった場合には、お支払期限の翌日
以降の期間について所定の利息を給付金とあわせてお支払いします。

給付金のお支払いのための上記の確認などに際し、ご契約者・被保険者・
給付金の受取人が正当な理由なくその確認などを妨げ、または確認などに
応じなかったときは、当社はこれにより確認などが遅延した期間の遅滞の
責任を負わず、その間は給付金をお支払いしません。

ご注意

■お支払期限の例■

請求書類到達 お支払期限

請求日 1営業日目 2営業日目 3営業日目 4営業日目 5営業日目

4/1
（水）

4/2
（木）

4/3
（金）

4/4
（土）

4/5
（日）

4/6
（月）

4/7
（火）

4/8
（水）

ル-001-お支払期限の例_共-CC.ai

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43006-ドリームプラン
43014-医療プラン
43023-医療保障保険
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43053-パイオニアE
43057-メディカルE_更新
43091-新定期保険Ｅ
43136-年金ひとすじ
43137-Everybody10
43151-退職後医療プラン
43153-ひとすじワイド
43161_ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE更新用
43183-明日のミカタ
43187-たしかな計画
43200-新養老保険E
43222-介護のささえ
43225-学資のほけん
43226-医療のほけん
43250-ベストスタイル
43260-年金かけはし
43261-3年間災害逓増
43263-MYどっく_更新用
43264-メディカルスタイルF

43265-つみたて学資
43266-パイオニアケアプラス
43305-1年更新定期
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新
43316-米ドル建養老保険
43316HP-米ドル建養老保険_HP用
43323-1年更新定期-更新用
43324-かんたん告知_更新
43325-50歳から
43329-生活障害定期
43339-つみたてドル建終身
43343-終身医療保険
43357-FPK個保
43386-じぶんの積立
43387-つみたて学資
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393-保障選択制

43143-Everybody_窓
43178-堅実ねんきん・羅針盤_窓
43199-かんたん未来計画_窓
43227-年金果実NEOV3_窓
43240-きずなサポート_窓
43255-つかってのこせる_窓
43280-やさしさ二重奏-窓
43284-しあわせの階段-窓
43298-３増Ⅲ・かんプラ_窓
43317-他4冊-外貨建・エブプラ_窓
43333-他4冊_豪ドル建_窓
43344-他4冊_外貨建養老_窓
43358-他4冊_えらべる-窓

◉給付金などのご請求があった場合、当社は、請求書類が当社に到達した日（請求日）❶の
翌営業日❷からその日を含めて 5 営業日❷以内にお支払いします。

❶請求書類が当社に
到達した日（請求日）
とは、完備された請
求書類が当社に到達
した日をいいます。

❷この営業日とは、
以下の日を除く日を
いいます（2024年 1
月現在のお取扱いで
す）。
・土曜日、日曜日
・「国民の祝日に関
する法律」に規定
する休日

・12月31日から翌年
1 月 3 日まで

給付金などのお支払期限9
給付金のお支払い

35
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1 2 3 4

意識不明で住所変更の
手続きができないわ。

そうだ、代理手続きを
すればいいんだわ。

契約者手続
サポート制度を使って
夫に代わって住所変更の
手続きをしたいのですが…

助かったわ。

保険契約者に代わって
お手続きいただけます。

や-002-保険契約者代理-2401.ai
（埋込ファイル名：02-保険契約者代理特約-2401.psd）
※ラスタライズ済

00003-ずっとよりそう

保険契約者代理特約
（契約者手続サポート制度）

10

保険契約者代理特約（契約者手続サポート制度）とは
ご契約者が、ご契約に関する手続きを行なうことができない特別な事情がある場合
に、ご契約者があらかじめ指定した保険契約者代理人が、ご契約者に代わって所定の
手続きを行なうことができる特約（制度）です。

1　保険契約者代理人による手続きができる場合
·ご契約者が、傷害または疾病等によりご契約に関する手続きの意思表示が困難な場合

2　保険契約者代理人による代理可能な手続き
◉保険契約者代理人がご契約者に代わって行なうことができるのは、住所変更、給付金額の

減額、解約などの手続きです。ただし、次の手続きはご契約者に代わって手続きを行なう
ことはできません。

●次の手続きは、ご契約者に代わって手続きを行なう
ことはできません。
·ご契約者の変更手続き❶

·保険契約者代理人の変更手続き
·給付金等の受取人の変更手続き
·ご契約者と被保険者が同一人である場合の、被保険者の

同意を要する手続き

❶被保険者と保険契
約者代理人が異なる
場合の、被保険者を
新たなご契約者とす
る変更手続きは、代
理可能な手続きです。

給付金のお支払い

36次のページにつづきます
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■代理可能なお手続きができる方の範囲例■

配偶者

配偶者

配偶者

直系血族

祖父・祖母

父・母

祖父・祖母

父・母

ご契約者戸籍上の
配偶者

配偶者

配偶者

子

孫

兄弟姉妹 兄弟姉妹

おじ・おば

おい・めい

おじ・おば

おい・めい

（※）一定の条件のもと、
当社が認めた場合に
限ります。

内縁関係（事実
婚）の配偶者、
同性パートナ
ーなど（※）

ワ-001-範囲例-2304.ai

00000-ベスト合本

保険契約者代理人について
◉保険契約者代理人は、あらかじめご契約者が指定する必要があります。

◉ご契約者は、当社の承諾を得て、保険契約者代理人を変更することができます。

◉保険契約者代理人は 1 名とし、ご契約者に代わって行なう手続き時における、次のいずれ
かの者です。
①ご契約者の戸籍上の配偶者
②ご契約者の直系血族（祖父・祖母・父・母・子・孫など）
③ご契約者の兄弟姉妹
④ご契約者の 3 親等内の親族（配偶者の父母・おじ・おば・おい・めいなど）
⑤次のいずれかの者で、ご契約者のために手続きをする適切な関係があると当社が認めた

者❷

ア．上記の①から④までの者以外で、ご契約者と同居している者 
（内縁関係（事実婚）の配偶者、同性パートナー❸など）
イ．ご契約者から委任を受ける等により、ご契約者の財産の管理を行なっている者❹

❷当社が定める書類
の提出により、ア．
イ．いずれかの者に
当たること、および、
適切な関係があるこ
とが確認できる者に
限ります。

❸男女の婚姻関係と
異ならない程度の事
実を備える、戸籍上
の性別が同一である
社会生活関係の相手
方をいいます。

❹会社等の団体（団
体の代表者を含みま
す）を除きます。

給付金のお支払い

37次のページにつづきます

もくじ に戻る



ご請求・お支払いについて
◉お支払いした返戻金などは、保険契約者代理人ではなく、ご契約者に帰属します。

◉返戻金などを保険契約者代理人にお支払いした場合には、その後重複して返戻金などをご
請求いただいてもお支払いできません。

◉ご契約内容について保険契約者代理人からお問い合わせがあった場合、当社は、ご契約者
または被保険者にお問い合わせがあったことをお知らせせずに、保険契約者代理人に回答
することがあります。

●保険契約者代理人の取扱いが受けられない場合
保険契約者代理人がお手続き時において、次のいずれかに該当する場合は、
保険契約者代理人としての取扱いを受けることはできません。
　①未成年者❺

　②成年被後見人❺

　③破産者で復権を得ない者
また、保険契約者代理人が、ご契約者をお手続きを行なう意思表示が困難
な状態などに故意に該当させた場合も保険契約者代理人としての取扱いを
受けることはできません。

ご注意

❺保険契約者代理人
としての取扱いを受
けることができない
未成年者や成年被後
見人の親権者や後見
人も、手続きはでき
ません。

ご契約者は、保険契約者代理人となられる方へあらかじめ
「ご契約の内容」および「ご契約者に代わって手続きできる
こと」を必ずお知らせください。

給付金のお支払い

38
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1 2 3 4

意識不明で入院給付金の
請求ができないわ。

そうだ、代理請求を
すればいいんだわ。

代理請求特約を使って
夫に代わって
入院給付金を請求
したいのですが……

被保険者に代わって
ご請求いただけます。

助かったわ。

る-015-代理請求-2404.ai
（埋込ファイル名：02-代理請求特約-2401.psd）
※ラスタライズ済

00002-MS医療更新

代理請求特約（被保険者請求サポート制度）とは

被保険者がお受取りになる給付金について、被保険者本人がご請求できない特別な事
情がある場合に、代理請求人が被保険者に代わって給付金をご請求できる特約（制度）
です。

1　代理請求できる場合

2　代理請求の対象となる給付金

·被保険者本人が、事故や病気で寝たきりなどの状態になり、給付金のご請求を行なう意
思表示が困難な場合

·被保険者本人が、がんなどの病名や余命 6ヵ月以内であることを知らされていないた
め、給付金をご請求できない場合

◉代理請求の対象となる給付金は、次のとおりです。

災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付金、手術給付金

11 代理請求特約
（被保険者請求サポート制度）

給付金のお支払い

39次のページにつづきます
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●代理請求人の取扱いが受けられない場合
死亡給付金受取人が給付金のご請求時において、次のいずれかに該当する
場合は、代理請求人としての取扱いを受けることはできません。
　①未成年者❸

　②成年被後見人❸

　③破産者で復権を得ない者
また、給付金の支払事由を故意に生じさせた者、または被保険者がその給
付金をご請求できない特別な事情を故意に招いた者も代理請求人としての
取扱いを受けることはできません。

ご注意

代理請求できる方
◉給付金のご請求時において、次のいずれかを満たす死亡給付金受取人が代理請求人となり
ます。
①被保険者の戸籍上の配偶者
②被保険者の直系血族（祖父・祖母・父・母・子・孫など）
③被保険者の兄弟姉妹
④被保険者の 3 親等内の親族（配偶者の父母・おじ・おば・おい・めいなど）
⑤次のいずれかの者で、給付金の受取人のために給付金を請求する適切な関係があると当

社が認めた者❶

ア．上記の①から④までの者以外の者で、被保険者と同居している者 
（内縁関係（事実婚）の配偶者、同性パートナー❷など）
イ．被保険者から委任を受ける等により、被保険者の財産の管理を行なっている者

■代理請求できる方の範囲例■

配偶者

配偶者

配偶者

直系血族

祖父・祖母

父・母

祖父・祖母

父・母

被保険者戸籍上の
配偶者

配偶者

配偶者

子

孫

兄弟姉妹 兄弟姉妹

おじ・おば

おい・めい

おじ・おば

おい・めい

（※）一定の条件のもと、
当社が認めた場合に
限ります。

内縁関係（事実
婚）の配偶者、
同性パートナ
ーなど（※）

ヌ-001-範囲例-1708-CC.ai

39164-特約中途付加用(Y)
43001-養老保険
43003-シニアプ
43005-個人定期・集団定期
43023-医療保障保険
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43047-リビニ中途付加
43053-パイオニアE
43057-メディカルE_更新
43091-新定期保険Ｅ
43095-LA見直し
43105-m.a.見直し
43136-年金ひとすじ
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん
43164-新逓増保険E

43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE更新用
43200-新養老保険E
43207-明日のミカタ特約変更
43222-介護のささえ
43250-ベストスタイル
43261-3災逓増定期
43263-MYどっく_更新用
43264-メディカルスタイルF
43266-パイオニアケアプラス
43290-ベストスタイル見直し
43305-1年更新
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新
43311-メディカルスタイルF_更新
43323-1年更新型_更新
43324-かんたん告知_更新
43325-50歳から
43329-生活障害定期
43343-終身医療保険
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393-保障選択制

43240-きずなサポート_窓

❶当社の定める書類
の提出により、ア．
イ．いずれかの者に
当たること、および、
適切な関係があるこ
とが確認できる者に
限ります。

❷男女の婚姻関係と
異ならない程度の実
質を備える、戸籍上
の性別が同一である
社会生活関係の相手
方をいいます。

❸代理請求人として
の取扱いを受けるこ
とができない未成年
者や成年被後見人の
親権者や後見人も、
請求手続きはできま
せん。

給付金のお支払い

40次のページにつづきます
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代理請求特約の付加について
◉代理請求特約を付加される際は、被保険者の同意を得て、ご契約者がお申し込みください。

◉死亡給付金受取人が変更された場合、代理請求人も変更されます。

◉死亡給付金受取人が 2 人以上いる場合、所定の条件を満たした死亡給付金受取人全員が代
理請求人となります。この場合、代表者 1 名を定めてその代表者からご請求ください。

◉死亡給付金受取人が死亡した場合、その死亡給付金受取人の法定相続人が自動的に代理請
求人となることはありません。この場合、改めて指定された新死亡給付金受取人が代理請
求人になります。

ご請求・お支払いについて
◉お支払いした給付金は、代理請求人にではなく、被保険者本人に帰属します。

◉給付金を代理請求人にお支払いした場合には、その後重複して給付金をご請求いただいて
もお支払いできません。

◉ご契約内容について代理請求人からお問い合わせがあった場合、当社は、ご契約者または
被保険者にお問い合わせがあったことをお知らせせずに、代理請求人に回答することがあ
ります。

◉代理請求人に給付金をお支払いした後、ご契約者または被保険者からお問い合わせがあっ
た場合、当社はその給付金のお支払状況について事実に基づき回答いたします。この結果、
ご契約者または被保険者にお支払いの事実などを知られることがあります。

要介護状態などに該当し、被保険者本人からのご請求が困難
となった場合でも、給付金を確実にご請求いただくために、
ご契約者は、代理請求人となられる方へあらかじめ「ご契約
の内容」および「代理請求できること」を必ずお知らせくだ
さい。

給付金のお支払い

41
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1 2 3 4

でもローンがふえて、
毎月のやりくりが大変。

保険料の払込みも
年1回にしていたから、
一度に出ていく金額が
大きいのよね。

月掛に見直そうかしら。

を-001-回数-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険料払込の回数.psd）
※ラスタライズ済

43001-養老保険
43005-個人定期･集団定期
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43053-パイオニアE
43057-メディカルE_更新
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE_更新
43222-介護のささえ
43246-特定疾病への変更
43263-MYどっく_更新
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新
43324-かんたん告知_更新
43325-50歳からの終身医療保険
43343-終身医療保険
43390-いまから認知症保険

保険料の払込回数
◉保険料の払込回数には、次の方法があります。

払込回数 払込期月

新 年 掛 1 年に 1 回
1 年分の保険料は、年単位の契約応当日❶が属する
月の 1 日から末日までにお払込みください。

新半年掛 半年に 1 回
半年分の保険料は、半年単位の契約応当日が属す
る月の 1 日から末日までにお払込みください。

月 掛 毎月 1 回
毎月の保険料は、その月の 1 日から末日までにお
払込みください。

保険料の前払い
◉お手もとに余裕資金がある場合、保険料の払込経路が「送金扱い」のときは保険料を前払
いすることができます（前払いでは、保険料の割引があります）。前払いされた保険料の
うち所定の期間を超える部分は当社所定の利率❷で積み立てておき、払込期月の契約応当
日ごとに保険料の払込みに充当します。

◉ご契約の消滅など❸により保険料のお払込みが不要となったときに保険料前払分の残金が
ある場合、その残金を払い戻します。

❶契約応当日／契約
日に対応する日のこ
とで年単位、半年単
位、月単位の 3つの
契約応当日がありま
す。
例えば契約日が2024
年 5 月 1 日の場合、
年単位の契約応当日
は2025年以降毎年 5
月 1 日となります。

❸ご契約の解約・減
額、給付金のお支払
いによる消滅などで
す。

13 保険料の払込経
路

（ 44ページ）

➡参照

❷この利率は金利水
準等の状況変化によ
り変動することがあ
ります。適用される
利率については当社
ホームページ（裏表
紙参照）でご確認く
ださい。

保険料の払込経路が「口座振替扱い」、「クレジットカード払
扱い」または「集団扱い」の場合、保険料の前払いをすると
きは、「送金扱い」に変更することが必要です。

保険料の払込回数など

ご契約の消滅など❸により保険料のお払込みが不要となったときを除き、保
険料前払分の残金の払い戻しはできません。

ご注意

12
保険料のお払込み

42次のページにつづきます
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解約などにより保険料のお払込みが不要となった場合のお取扱い
◉新年掛または新半年掛のご契約の場合、保険料をお払込みいただいた後に、ご契約の消滅
など❸により、保険料のお払込みが不要となった場合は、次の額を払い戻します。

すでに払い込まれた保険料❹のうち、
保険料のお払込みが不要となった日の翌日以後最初に到来する月単位の契約応当日か
らその月単位の契約応当日の属する保険料期間の末日までの月数

に対応する保険料

【払い戻す額】

保険料の払込回数が月掛のご契約については、この「解約などにより保険
料のお払込みが不要となった場合のお取扱い」はありません。

ご注意

■新年掛契約のご契約例■

12月7 月6 月5 月1 月

月単位の
契約応当日保険料払込 解約契約応当日

1/1 6/11/20 5/25

保険料期間
の末日

12/31

7ヵ月分

1 月20日に新年掛保険料を払い込まれた後、5月25日にご契約を解約された場合
⇒ご契約を解約された 5 月25日の翌日以後最初に到来する月単位の契約応当日は 6
月 1日となります。従って、6月 1日から12月31日（保険料期間の末日）までの 7ヵ
月分に対応する保険料を払い戻します。

契約応当日：1月 1日（月単位の契約応当日：毎月1日）
保険料期間：1月 1日～12月31日

レ-001-ご契約例_共-2204.ai

43250-ベストスタイル
43264-メディカルスタイルF
43391-ケガほけん
0000-引受緩和

❹すでに払い込まれ
た保険料／保険料の
一部のお払込みを要
しなくなった場合
は、そのお払込みを
要しなくなった部分
に限ります。

❸ご契約の解約・減
額、給付金のお支払
いによる消滅などで
す。

保険料のお払込み
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転職が決まったけど、
保険料は
どうなるんだろう？

これまでは給与天引きで
会社まかせだった
もんなぁ……。

新しい職場でも
これまでと同じように
できるのかなぁ?

よしっ、
問い合わせてみよう。

わ-001-経路-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険料払込みの経路.psd）
※ラスタライズ済み

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43053-パイオニアE
43057-メディカルE_更新
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE_更新
43222-介護のささえ
43250-ベストスタイル
43263-MYどっく_更新
43264-メディカルスタイルF
43307-MYどっくプラス_更新
43324-かんたん告知-更新
43325-50歳からの終身医療保険
43343-終身医療保険
43390-いまから認知症保険

保険料の払込経路
◉保険料の払込経路には、次の方法があります。

払込経路 お取扱い

口座振替
扱い❶

口座振替による
お払込み

当社提携の金融機関などに保険料振替に利用する口座
をご指定いただき、その口座から保険料振替日（払込
期月の27日）❷に自動的に保険料が振り替えられます。

クレジット
カード払扱い❶

クレジットカード
によるお払込み

当社指定のクレジットカード発行会社のクレジット
カードにより保険料をお払込みいただきます。

集団扱い❶ 団体を通じての
お払込み

お勤め先などの団体を経由して保険料をお払込みい
ただきます。

送金扱い
払込取扱票による
お払込み

お届けした払込取扱票により、ゆうちょ銀行・郵便
局、当社指定の金融機関またはコンビニエンススト
ア等からお払込みください。

払込経路の変更
◉第 2 回以後の保険料について、払込経路を変更することができます。

◉以下の場合など、払込経路を変更する際は、当社の担当者、最寄りの支社または本社まで
お申し出ください。
·払込経路の変更をご希望する場合
·お勤め先などの団体から脱退する場合

◉新たな払込経路に変更されるまでの間の保険料は、最寄りの支社または本社でお払込みく
ださい。

·払込経路を変更された場合、保険料が変更されることがあります。
·払込経路が集団扱いの場合、お勤め先などの団体におけるご契約者の人

数の増減などにより保険料が変更されることがあります。

ご注意

保険料の払込経路13

❶口座振替扱い、ク
レジットカード払扱
いまたは集団扱いを
ご希望の場合、保険
料口座振替特約、保
険料クレジットカー
ド払特約または集団
扱特約（Ａ）もしく
は集団扱特約（Ｂ）
の付加を要します。

❷その日が金融機関
の休業日に当たる場
合は、翌営業日とし
ます。

保険料のお払込み
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ここ最近忙しくて、
銀行に行く暇が
全然ないよ。

あっ、保険料も
払い忘れてる！ 
未払いだと、もしものとき
どうなっちゃうの？

所定の猶予期間が
あります。

払い忘れないように
気をつけないとね！

1 2 3 4

か-001-猶予期間-2204.ai
（埋込ファイル名：02-保険料払込みの猶予期間.psd）
※ラスタライズ済

43339-つみたてドル建終身

払込期月と猶予期間
保険料は払込期月内にお払込みください。
猶予期間内にお払込みがない場合、保障はなくなります。

◉保険料を払い込んでいただく月の１日から末日までを「払込期月」といいます。
◉保険料のお払込みには猶予期間があります。猶予期間は以下のとおりです。

払込回数 猶予期間

新年掛、新半年掛

払込期月の翌月 1 日から翌々月の契約応当日まで
·翌々月に契約応当日がない場合は、翌々月の末日まで
·払込期月の契約応当日が 2 月、 6 月、11月の末日の場合は、
それぞれ 4 月、 8 月、 1 月の末日まで

月　掛 払込期月の翌月 1 日から末日まで

◉第 1 回保険料が猶予期間内に払い込まれない場合、ご契約は、猶予期間の満了日の翌日に、
将来に向かって解除となります。

◉第 2 回以後の保険料が猶予期間内に払い込まれない場合、この保険には当社が自動的に保
険料を貸し付ける制度がないため、ご契約は、猶予期間の満了日の翌日から効力を失いま
す（失効）。

第 1 回保険料のお払込みがないままご契約が解除となった後、解除となっ
た日の翌日から 3 年以内に改めてご契約をお申し込みいただく場合は、第
1 回保険料のお払込みを「口座振替により払い込む方法」以外の方法でお
申し込みください。

ご注意

猶予期間内に保険料のお払込みがない
場合のお取扱い（解除、失効、失効取消）

14
保険料のお払込み
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❷失効日からその日
を含めて 2ヵ月間と
します。例えば、失
効日が10月 1 日の場
合、10月 1 日から11
月30日までの期間を
いいます。なお、失
効取消可能期間の末
日が休日等の場合で
も、翌営業日までと
はしません。

失効取消
◉第 2 回以後の保険料が猶予期間内に払い込まれないためにご契約が失効した場合、失効取

消可能期間❷中に未払込保険料を払い込んだときには、失効日にさかのぼって失効を取り
消すことができます❸。

◉失効取消のお申し出にあたっては、改めて告知をしていただく必要はございません。
◉ご契約の失効中に給付金などの「お支払いする場合」に該当した場合でも、失効が取り消
されたときには、給付金などを支払います。

◉失効取消のお申し出の前に返戻金を請求した場合は、失効取消はできません。

■月掛契約の例■

払込期月 解除猶予期間

契約日

契約応当日

［第 2回以後の保険料の場合］

［第 1回保険料の場合］

失効取消の取扱いはありません。

失効日から 2ヵ月以内であれば
失効を取り消すことができます。

失効日

4/1 5/1 6/14/30 5/31

払込期月8/1 8/31 猶予期間9/1 9/30 失効取消可能期間10/1 11/30

ナ-004-月掛契約-2209.ai

43005-個人定期・集団定期

❸復活の取扱いはあ
りません。

❶翌月の保険料振替
日／保険料の払込回
数が、新年掛または
新半年掛の場合は、
保険料振替日の翌月
の応当日になります。

·口座振替扱いのご契約は保険料振替日に保険料の振り替
えができなかった場合、翌月の保険料振替日❶に再度口座
振替を行ないます。なお、払込期月の翌月も保険料振替日
に保険料の振り替えができなかった場合は、当社の担当
者、最寄りの支社または本社へご連絡ください。

·クレジットカード払扱いのご契約は当社がカード会社に
保険料相当額を請求した日に保険料の払込みができな
かった場合、翌月に再度カード会社に請求します。なお、
払込期月の翌月も保険料の払込みができなかった場合は、
当社の担当者、最寄りの支社または本社へご連絡ください。

保険料のお払込み
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1 2 3

でも給付金額が
ちょっと少ない
みたい？

今月の保険料を払って
ないから、差し引かれて
支払われたんだね。

給付金、支払われたよ。

た-002-給付金-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険金支払いの際の保険料.psd）
※ラスタライズ済

43136-年金ひとすじ
43162-かんたん告知
43222-介護のささえ 
43260-年金かけはし
43263-MYどっく_更新
43264-メディカルスタイルF
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新
43324-かんたん告知-更新
43325-50歳からの終身医療
43343-一時金給付型終身医療保険

43199-他2冊_かんたん未来計画_窓

未払込保険料がある場合の給付金のお取扱い
◉未払込保険料がある場合に給付金をお支払いするときは、未払込保険料を差し引いてお支

払いします❶。

■払込期月と保険料期間■
·保険料を払い込んでいただく月の 1 日から末日までを「払込期月」といいます。
·払い込まれた保険料が充当される期間を「保険料期間」といいます。保険料期間は、毎払込

期月の契約応当日から次の払込期月の契約応当日の前日までの期間です。

4 月分保険料
の払込期月

5月分保険料
の払込期月

6月分保険料
の払込期月

契約応当日 契約応当日 契約応当日

4/1 5/1 6/14/30 5/31 7/16/30

4 月分保険料の
保険料期間

5月分保険料の
保険料期間

6月分保険料の
保険料期間

［月掛契約の場合］

ネ-001-保険料の充当期間-1410-CC.ai

43001-養老保険
43005-個人定期･集団定期
43014-医療プラン
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43053-パイオニアE
43057-メディカルE-更新
43091-新定期保険E
43136-年金ひとすじ
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE_更新用
43200-新定期保険E
43222-介護のささえ
43250-ベストスタイル
43260-年金かけはし
43261-3年間災害逓増

43263-MYどっく-更新
43264-メディカルスタイルF
43265-つみたて学資
43305-1年更新定期
43307-MYどっくプラス_更新
43308-才色健美_更新
43323-1年更新定期-更新用
43324-かんたん告知-更新
43325-50歳からの終身医療
43329-生活障害定期
43339-つみたてドル建終身
43343-認知症ケア・一時金給付型終身医療保険
43387-つみたて学資
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393-保障選択制

43199_かんたん未来計画_窓
43240_きずなサポート_窓
43284_しあわせの階段_窓

入院給付金 100,000円　　　月掛保険料20,000円
4 月分の保険料が払い込まれないまま、契約応当日である 4 月 1 日より後の 4 月20日に入院給付
金をお支払いする場合

　　　入院給付金 100,000円
　－　未払込保険料（ 4 月分） 20,000円
　　　お支払い額 80,000円

■未払込保険料がある場合のお支払い額の例■

未払込保険料がある場合の
給付金のお取扱い

15

❶ご契約が失効して
いる場合を除きます。

保険料のお払込み
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配当金
◉配当金は資産の運用成果による剰余金が生じた場合、ご契約者に公平に分配され、ご契約

後 5 年ごとの資産の運用成果に応じて、ご契約後 6 年目から 5 年ごとの契約応当日にお支
払いします。ただし、資産の運用実績によってはお支払いできない場合もあります。

◉また、次のような場合には、 5 年ごとの契約応当日を経過する前でも、配当金をお支払い
することがあります。
·保険期間が満了する場合
·死亡給付金のお支払事由に該当したことによりご契約が消滅する場合
·ご契約から 2 年経過後❶に解約した場合

特別配当
◉上記の配当金とは別に、特別配当をお支払いすることがあります。

◉この商品は当社の内部留保の積み立てに特に貢献いただいているご契約者にお支払いする
「MYミューチュアル配当」の対象商品です。

·ご契約から 2 年以内❸に解約した場合、配当金はありません。
·解約した場合にお支払いする配当金は、被保険者の死亡などによりご契

約が消滅する場合よりも少なくなります。

ご注意

配当金のお支払方法
◉配当金は当社所定の利率❷で積み立てておき、次の場合にお支払いします。
　 1 ．ご契約者から請求があった場合
　 2 ．死亡給付金をお支払いする場合
　 3 ．ご契約を解約した場合
　 4 ．保険期間が満了した場合（ご契約が更新された場合を除きます）

◉配当金はご契約者にお支払いします。ただし、死亡給付金をお支払いする場合は、死亡給
付金受取人にあわせてお支払いします。

❷この利率は金利水
準等の状況変化によ
り変動することがあ
ります。適用される
利率については当社
ホームページ（裏表
紙参照）でご確認く
ださい。

❶ご契約が更新され
た場合は、更新日か
ら 2 年経過後としま
す。

❸ご契約が更新され
た場合は、更新日か
ら 2 年以内とします。

配当金16
ご契約後のお取扱い

48

もくじ に戻る



1 2 3

そうか……、
よく考えないといけないね。

苦しいなぁ。
保険を
解約しようかな。

えっ？
ちょっと待って！ 解約したら、保障はなくなるし、

返戻金も少しなのよ。

つ-001-保障なし-CC.ai
（埋込ファイル名：02-解約と返戻金.psd）
※ラスタライズ済

43005-個人定期・集団定期
43042-リ・バイタル_更新
43045-特定疾病_更新
43057-メディカルE
43151-退職後医療プラン
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43167-個人・集団・歯っぴぃ_更新
43182-PL' EASE_更新
43222-介護のささえ
43324-かんたん告知医療保険_更新

ご契約の解約
◉ご契約者は、いつでもご契約を解約することができます。
◉解約を請求するときは、当社所定の請求書類をご提出ください。
◉ご契約を解約して返戻金があるときは、返戻金を受け取ることができます。

基準入院給付金日額の減額
◉保険料のお払込みのご都合がつかないときでも、基準入院給付金日額を減額して払込保険

料を少なくすることでご契約を有効に続けることができます。
◉基準入院給付金日額が減額された場合、ご契約は減額分だけ解約されたものとします。
◉この場合、返戻金があるときは、返戻金を受け取ることができます。

·いったん減額されたあとで、基準入院給付金日額をもとに戻すことはで
きません。

·減額後の基準入院給付金日額が当社の定める金額に満たない場合はお取
扱いできません。

ご注意

解約と返戻金17
ご契約後のお取扱い

49次のページにつづきます
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返戻金
◉生命保険では、保険料の一部は保険金などのお支払いに、また他の一部は契約の締結や維

持に必要な経費にあてられています。それらを除いた残額が解約の際に払い戻されます。
このため、多くの場合、返戻金はお払込保険料の合計より少ない金額になります。

◉特にご契約後、短期間で解約されたときの返戻金は多くの場合全くないか、あってもごく
わずかです。

◉返戻金の額は、被保険者の年齢や経過年月数などによって異なります。
◉保険契約が失効した場合で、以下の条件をすべて満たしたときは、当社からご契約者名義
の口座への送金により返戻金をお支払いします。
ア．失効が取り消されていないこと
イ．失効日の属する月の翌月から起算して 6ヵ月目の月の16日❶の前営業日までにご契約

者から返戻金の請求がないこと
ウ．「MYほけんページ」（当社ホームページ・アプリ）に登録された送金口座または保険

料の振替口座があること
エ．その他、当社の定めた基準を満たすこと❷

保険料のお払込みがないため失効したご契約についても、返
戻金をお支払いできる場合があります。

❶例えば、失効日が
3 月 1 日の場合、 9
月16日をいいます。

❷ご契約者と口座名
義人の氏名が同一で
あることなどです。

14 猶予期間内に保
険料のお払込みがな
い場合のお取扱い

（解除、失効、失効
取消）

（ 45ページ）

➡参照

ご契約後のお取扱い
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1 2 3 4

保険に加入しているから
安心だからね。

う～ん、まだすることが　
　あったような…

どうしたの?

いや、ちょっと
思い出したことがあってさ…

そうだ、給付金の受取人を
妻に変えなきゃ。

な-003-給付金-1310-CC.ai
（埋込ファイル名：02-保険金受取人の変更.psd）
※ラスタライズ済

43136-年金ひとすじ
43162-かんたん告知
43187-たしかな計画
43260-年金かけはし
43324-かんたん告知医療保険_更新

43178-他4冊_堅実ねんきん・羅針盤_窓
43199-他2冊_かんたん未来計画_窓
43227-他3冊_年金果実NEOV2_窓

死亡給付金受取人の変更
◉ご契約者は死亡給付金の支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得て、死亡給付金

受取人を変更することができます。
◉死亡給付金受取人を変更される場合には、当社の担当者、最寄りの支社または本社へご連

絡のうえ、所定の請求書類をご提出ください。

·当社が死亡給付金受取人変更のご通知を受ける前に変更前の受取人に死
亡給付金をお支払いしたときは、そのお支払い後に変更後の受取人から
死亡給付金のご請求を受けても、当社は死亡給付金をお支払いしません。

·給付金の受取人が「被保険者」と定められている場合、その他の者に変
更することはできません。

ご注意

遺言による死亡給付金受取人の変更
◉ご契約者は死亡給付金の支払事由が発生するまでは、法令上有効な遺言により、死亡給付

金受取人を変更することができます。この場合、ご契約者が死亡した後、ご契約者の相続
人から、当社の担当者、最寄りの支社または本社へご連絡のうえ、所定の請求書類をご提
出ください。

◉死亡給付金受取人の変更は、被保険者の同意がなければ、受取人変更の効力を生じません。

死亡給付金受取人が死亡した場合の取扱い
◉新しい死亡給付金受取人に変更する手続きをしていただきます。
◉死亡給付金受取人が死亡した時以後、死亡給付金受取人の変更手続きが行なわれていない

間は、死亡給付金受取人の死亡時の法定相続人が死亡給付金受取人となります。

死亡給付金受取人の変更18
ご契約後のお取扱い
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■死亡給付金受取人が死亡し、変更手続きが行なわれていない場合■

◆Ｂさん（死亡給付金受取人）が死亡し、死亡給付金
受取人の変更手続きが行なわれていない間は、Ｂさ
んの死亡時の法定相続人であるＡさん、ＣさんとＤ
さんが死亡給付金受取人となります。

◆その後、Ａさん（ご契約者、被保険者）が死亡した
場合は、ＣさんとＤさんが死亡給付金受取人となり
ます。この場合、ＣさんとＤさんの死亡給付金の受
取割合は均等（それぞれ 5 割ずつ）となります。

• 死亡給付金受取人となった人が 2 人以上いる場合
は、その受取割合は均等となります。

C
（子）

D
（子）

A
（夫）

B
（妻）

ご契約者・被保険者　Aさん
死亡給付金受取人　Bさん

ウ-005-死亡給付金-2209.ai

43260-年金かけはし

ご請求のご案内やお支払いの手続きを円滑にするため、死亡
給付金受取人が「法定相続人」のご契約は、受取人を指定す
る変更手続きをお早めにしてください。

ご契約後のお取扱い
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1 2 3 4

実は、転勤が決まったんだ。 急ねえ。引越とか役所への
届け出が大変だわ。

それ以外にも、何か
忘れているような……

保険会社にも
新しい住所をちゃんと
連絡しておかなくちゃ！

ら-002-住所変更-2204.ai
（埋込ファイル名：02-受取人･住所などの変更.psd）
※ラスタライズ済

43317-他4冊_外貨建・エブプラ_窓
43344-他4冊_外貨建養老_窓
43358-他4冊_えらべる-窓
43401-他4冊_エブリバディ2_窓

手続きについて
◉次のようなときは、当社の担当者、最寄りの支社または本社にご連絡ください。

·ご契約者、死亡給付金受取人を変えたいとき ·町名や番地が変わったとき
·保険料の払込方法を変えたいとき ·改姓や改名をされたとき
·住所を変更されたとき 

◉ご連絡いただく際には、保険証券番号、ご契約者と被保険者のお名前、ご住所および電話
番号をお知らせください。

● 住所を変更された際はただちにご連絡ください。当社から
お送りする郵便物などを確実にお届けしたり、引き続き変
わらぬサービスをご提供するためにもお願いいたします。

·住所変更のご連絡がない場合、当社は変更前の住所に通知しますので、変更後の
住所に届かないことがあります。

·この場合でも、通常到達するために要する期間を経過した時に当社からの通知は
到達したものとみなします。

ご契約者・住所などの
変更に伴う手続き

19
ご契約後のお取扱い
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給付金の受取人による保険契約の継続
◉通常、解約のお手続きはご契約者のお申し出によって行なわれますが、これ以外に、債権

者など（差押債権者や破産管財人）がご契約を解約することがあります。この場合に、給
付金の受取人は、ご契約を継続させることができる場合があります。

◉債権者などによるご契約の解約は、解約の通知が当社に到達した時から 1ヵ月を経過した
日に効力を生じます。

◉債権者などが解約の通知を行なった場合でも、解約が当社に通知された時において、以下
のすべてを満たす給付金の受取人はご契約を継続させることができます。
1 ．ご契約者もしくは被保険者の親族または被保険者本人であること
2 ．ご契約者でないこと

◉給付金の受取人がご契約を継続させるためには、解約の通知が当社に到達した時から 1ヵ
月を経過する日までの間に、以下のすべての手続きを行なう必要があります。
1 ．ご契約者の同意を得ること
2 ．解約の通知が当社に到達した日に解約の効力が生じたとすれば当社が債権者などに支

払うべき金額を債権者などに対して支払うこと
3 ．上記 2について、債権者などに支払った旨を当社に対して通知すること

給付金の受取人による
保険契約の継続

20
ご契約後のお取扱い
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◉被保険者とご契約者が異なる場合、次に掲げる事由に該当するときは、被保険者はご契約
者に対し、保険法の規定に基づき、ご契約の解約を請求することができます。
1 ．ご契約者または給付金の受取人が当社に保険給付を行なわせることを目的として給付

金のお支払事由を発生させた、または発生させようとした場合
2 ．給付金の受取人が当該生命保険契約に基づく保険給付の請求について詐欺を行なっ
た、または行なおうとした場合

3 ．上記 1または 2の他、被保険者のご契約者または給付金の受取人に対する信頼を損な
い、ご契約の存続を困難とする重大な事由がある場合

4 ．ご契約者と被保険者との間の親族関係の終了その他の事情により、被保険者がご契約
のお申込みの同意をするにあたって基礎とした事情が著しく変化した場合（契約締結時
に夫婦であったご契約者と被保険者が契約締結後に離婚された場合など）

◉この場合、被保険者から解約の請求を受けたご契約者は、ご契約を解約する必要がありま
す。

被保険者の解約のご請求は、当社にではなく、ご契約者に対して行なって
ください。

ご注意

被保険者によるご契約者への解約の請求

被保険者による
ご契約者への解約の請求

21
ご契約後のお取扱い
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1 2 3

給付金って、大きな
額になるわよね。

税金は
どうなるのかな？

契約の内容によって、
税金の種類も違うらしいわよ。

税金のことも、しっかり
わかっておかないとね。

う-005-給付金-2110.ai
（埋込ファイル名：02-生命保険と税金.psd）
※ラスタライズ済

00000-MYどっくプラス2012_更新

以下の内容は2024年 1 月現在の税制に基づくものであり、今後、税制の変
更に伴い取扱いが変わることがあります。個別の取扱いにつきましては、
所轄の税務署や税理士などにご確認ください。

ご注意

生命保険料控除
生命保険料控除は、ご契約者（保険料負担者）を対象に、お払込みいただいた保険料に応じ
て、一定の金額が所得税・住民税計算のうえでのその年の所得から差し引かれる制度です。
生命保険料控除を受けることで所得税、住民税の負担が軽減されます。

◉生命保険料控除には、一般生命保険料控除、介護医療保険料控除および個人年金保険料控
除の 3 区分があります。一般生命保険料控除、介護医療保険料控除は、給付金の受取人が
ご契約者（保険料負担者）あるいは配偶者またはその他の親族、個人年金保険料控除は、
年金受取人がご契約者（保険料負担者）あるいは配偶者で、かつ被保険者と同一人のご契
約を対象とします。

◉生命保険料控除の対象となる保険料の金額は、 1 月から12月までにお払込みになった保険
料の合計額から控除の対象外となる保険料およびその年に支払われた配当金を差し引いた
額です。

◉生命保険料控除を受けるには申告が必要です。毎年10月以降に、生命保険料のお払込状況
に応じて「生命保険料控除証明書」を発行いたしますので、次の要領で申告してください。
①給与所得者
「給与所得者の保険料控除申告書」に「生命保険料控除証明書」を添付して、毎年12月
の給与の支払われる前までに勤務先を経由して、税務署に提出してください。ただし、
集団扱契約の場合は、原則として、団体の担当者の証明でよいことになっておりますの
で「生命保険料控除証明書」は発行いたしません。

②申告納税者
確定申告の際、「確定申告書」に「生命保険料控除証明書」を添付して、税務署に提出
してください。

◉「生命保険料控除証明書」の発行時期や方法等については、その年によって変更する場合
があります。

◉詳細については、当社コミュニケーションセンター（裏表紙参照）にお問い合わせください。

生命保険と税金22
ご契約後のお取扱い
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◉このご契約の保険料は「介護医療保険料」に区分されます。

控除の区分
◉保険料は、次のいずれかに区分されます。

控除額
◉「一般生命保険料」「介護医療保険料」「個人年金保険料」の区分ごとに、それぞれ計算し
た控除額が所得税・住民税計算のうえでの所得から控除されます。

■所得税■
年間正味払込保険料❶

（「一般」「介護医療」「年金」それぞれに適用） 控除額＊

20,000円以下のとき 全額

20,000円を超え40,000円以下のとき （年間正味払込保険料×　）＋10,000円

40,000円を超え80,000円以下のとき （年間正味払込保険料×　）＋20,000円

80,000円を超えるとき 一律40,000円
＊他の契約も含めて、 3つの区分の控除額の合計が120,000円を超える場合には、控除額は120,000円となります。

■住民税■
年間正味払込保険料❶

（「一般」「介護医療」「年金」それぞれに適用） 控除額＊

12,000円以下のとき 全額

12,000円を超え32,000円以下のとき （年間正味払込保険料×　）＋　6,000円

32,000円を超え56,000円以下のとき （年間正味払込保険料×　）＋14,000円

56,000円を超えるとき 一律28,000円 
＊他の契約も含めて、 3つの区分の控除額の合計が70,000円を超える場合には、控除額は70,000円となります。

1
2

1
2

1
4

1
4

❶年間正味払込保険
料／配当金がある場
合、「一般生命保険
料」「介護医療保険
料」「個人年金保険
料」「保険料控除対
象外となる保険料」
の各保険料で配当金
を按分し、差し引き
ます。

一般生命保険料
生存または死亡に対して保険金や給付金などを
お支払いする主契約・特約の保険料

個人年金保険料
個人年金保険料税制適格特約の付加された個人
年金保険契約などの保険料

保険料控除対象外となる保険料
身体の傷害のみに対して保険金や給付金などを
お支払いする主契約・特約の保険料

介護医療保険料
入院・通院などに対して保険金や給付金などを
お支払いする主契約・特約の保険料

ご契約後のお取扱い
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給付金を受け取られたときにかかる税金

◉ご契約者・被保険者と受取人の関係によって、次のとおり異なります。

契約例
税の種類ご契約者

(保険料負担者) 被保険者 受取人

ご契約者と被保険者
が同一人の場合

夫 夫 妻
相続税

夫 夫 子

受取人がご契約者自
身の場合

夫 妻 夫 所得税❷

(一時所得)
住民税夫 子 夫

ご契約者､ 被保険者､
受取人がそれぞれ異
なる場合

夫 妻 子
贈与税

夫 子 妻

❷復興特別所得税が
あわせて課税されま
す。

1 　死亡給付金の場合

2 　病気・ケガを原因として支払う給付金の場合
◉災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付金、手術給付金は、その受取人が被保険

者本人あるいはその配偶者もしくはその直系血族または生計を一にするその他の親族のと
き税金はかかりません。

ご契約者および受取人が個人の場合で、給付金を受け取られたときにかかる税金は次のとお
りです。

ご契約後のお取扱い
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再保険の取扱いへの利用
◉お申込みいただきました保険契約について、再保険を行なうことがあり、必要なお客さま情報を再保険会社に提

供させていただく場合がございます。
◉再保険会社に提供させていただくお客さま情報は、再保険の対象となる保険契約の特定に必要な保険証券番号の
ほか、保険契約者様・被保険者様のお名前・性別・生年月日、保険金額等のご契約内容に関する情報、および健
康状態に関する情報などです。

◉再保険会社においては、提供させていただくお客さま情報は、当該保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保
険金・給付金等のお支払いに利用させていただきます。

保険料口座振替の取扱いへの利用
◉お客さま（口座名義人様）に関する個人情報は、保険料口座振替申込欄に記載の金融機関および明治安田生命保

険相互会社間で保険料収納等、保険契約のご継続・維持管理のために利用させていただきます。

◉お客さまとのお取引を安全かつ確実に進め、より良い商品・サービスをご提供するために、ご契約のお申込みな
どに際して、お客さま情報を取得させていただきます。なお、当社は取得したお客さま情報を、必要に応じ、以
下の目的で利用させていただきます。
·各種保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金・給付金等のお支払い
·子会社・関連会社・提携会社等を含む各種商品・サービスのご案内・提供、ご契約の維持管理
·当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実
·その他保険に関連・付随する業務

◉ただし、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」に定める個人番号（マイ
ナンバー）については、保険取引に関する支払調書の作成・提出に関する事務、その他法令等に定める個人番号
関係事務等の目的に限定して利用させていただきます。

1  個人情報等の取扱い
個人情報等の利用目的

身体・健康状態に関する情報の取扱い
◉お客さまの身体・健康状態に関する情報は、特に保護を必要とする情報として厳重に管理いたします。
◉また、取得いたしました情報は、保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金・給付金等のお支払い、およ
び医事研究・統計の目的に限定して利用させていただきます。

◉なお、保健医療等の機微（センシティブ）情報につきましては、保険業法施行規則により、業務の適切な運営の
確保、その他必要と認められる目的に利用目的が限定されております。

個人情報等の留意事項

◉当社では、犯罪収益移転防止法に定められた各種取引の際、お客さまの本人特定事項（氏名、住所、生年月日等）、
職業または事業の内容等の確認を行なっております。これは、お客さまの取引に関する記録の保存を行なうこと
で、金融機関等がテロリズムに対する資金供与に利用されたり、マネー・ローンダリングに利用されたりするこ
とを防ぐことを目的としたものです。

　なお、本人特定事項等に変更が生じた場合は、当社までご連絡ください。

2  犯罪収益移転防止法に基づく取引時確認に関するお願い

当社における個人情報等・取引時に確認した情報の取扱いについては、当社ホーム
ページ（裏表紙参照）に掲載していますので、ご覧ください。

生命保険に関するお知らせ23
生命保険に関するお知らせ
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3  税務コンプライアンスに関するお願いとお知らせ

◉Ｆ
フ ァ ト カ

ＡＴＣＡ（外国口座税務コンプライアンス法）は、米国納税義務者が米国外の金融口座等を利用して租税を回
避することを防ぐことを目的とする米国の法律です。

◉当社は、同法に関する日米当局間の合意に従い、ご契約者などが所定の米国納税義務者に該当するか否かを確認
し、該当する場合には、米国内国歳入庁に契約情報等を報告します。

◉確認する場合および対象となる方は以下のとおりです。対象となる方が「米国納税義務者に該当する可能性があ
るとき」＊は、所定の方式によって当社に申告してください。

確認する場合 対象となる方
ご契約のお申込み ご契約者

ご契約者の変更 変更後のご契約者

満期保険金・年金等のご請求（受取人がご契約者と異なる場合） 受取人

＊　「米国納税義務者に該当する可能性があるとき」は、次のとおりです。
·上表の「確認の対象者」が個人の場合：その個人が、米国市民（米国籍を有している者）のとき、または米国居住者（永住権所有者お
よび直近 3 年間に183日以上米国に滞在する者）のとき

·上表の「確認の対象者」が法人の場合：その法人が、米国設立の法人もしくは事業体であるとき、または米国設立以外の投資事業体で
その実質的支配者が米国納税義務者のとき

◉ご契約等の後に米国納税義務者に該当することとなった場合は、改めて申告してください。

特定米国人申告について

◉「非居住者に係る金融口座情報の自動的交換のための報告制度」は、「租税条約等の実施に伴う所得税法、法人
税法及び地方税法の特例等に関する法律」に基づき、金融機関（当社を含みます）のお客さまに居住地国の届け
出を義務づける制度です。

◉以下の場合、対象となる方の居住地国を当社に届け出てください。
（お届けいただけない場合、法律上の罰則がかかることがあります）

届け出が必要となる場合 対象となる方
ご契約のお申込み ご契約者

ご契約者の変更 変更後のご契約者

満期保険金・年金等のご請求（受取人がご契約者と異なる場合） 受取人

上記は代表的な例です。これ以外に届け出が必要となる場合もあります。

◉法律上の定めに従い、当社は、ご契約者の契約情報等を国税庁に報告することがあります。
◉海外渡航等によって居住地国が変更となる場合は、あらかじめ当社にご連絡ください。

税務上の居住地国の届け出について

以下の内容は2024年 1 月現在の情報に基づくものであり、今後、制度等の変更に伴い取扱いが変わ
ることがあります。

ご注意

特定米国人申告および税務上の居住地国の届け出の詳細については、当社ホームページ
（裏表紙参照）に掲載していますので、ご覧ください。

特定米国人申告および税務上の居住地国の届け出に関するお願い
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4   「契約内容登録制度」「契約内容照会制度」「支払査定時照会制度」に基づく、
他の生命保険会社等との保険契約等に関する情報の共同利用

　当社は、生命保険制度が健全に運営され、保険金および入院給付金等のお支払いが正しく確実に行なわれるよ
う、「契約内容登録制度」、「契約内容照会制度」および「支払査定時照会制度」に基づき、下記のとおり、当社の
保険契約等に関する所定の情報を特定の者と共同して利用しております。

◉お客さまのご契約内容が登録されることがあります。
「契約内容登録制度」「契約内容照会制度」について

登録事項
◆2024年 3 月31日以前の登録事項

①保険契約者ならびに被保険者の氏名、生年月日、性別および住所（市・区・郡までとします）
②死亡保険金額および災害死亡保険金額
③入院給付金の種類および日額
④契約日、復活日、復旧日、増額日および特約の中途付加日
⑤取扱会社名

◆2024年 4 月 1 日以降の登録事項
①保険契約者ならびに被保険者の氏名、生年月日、性別および住所（市・区・郡までとします）
②普通死亡保険金の金額
③入院給付金の種類および入院給付金の日額または入院給付金の一時金額
④災害死亡保険金の金額
⑤がん給付金の一時金額
⑥就業不能保障給付金の月額
⑦先進医療保障給付の件数
⑧契約日、復活日、復旧日、増額日および特約の中途付加日
⑨取扱会社名
＊2024年 4 月 1 日以降に復活、復旧、増額または特約の中途付加、内容変更のお申込みがあった場合、お申込みの対象となる証

券番号に紐づくすべての主契約・特約のうち、上記②～⑦に該当する主契約・特約が登録対象となります。

その他、正確な情報の把握のため、契約および申込みの状態に関して相互に照会することがあります。

◉当社は、一般社団法人生命保険協会、一般社団法人生命保険協会加盟の他の各生命保険会社および全国共済農業
協同組合連合会（以下、「各生命保険会社等」といいます）とともに、保険契約もしくは共済契約または特約付
加（以下、「保険契約等」といいます）のお引受けの判断あるいは保険金、給付金もしくは共済金等（以下、「保
険金等」といいます）のお支払いの判断の参考とすることを目的として、「契約内容登録制度」（全国共済農業協
同組合連合会との間では「契約内容照会制度」といいます）に基づき、当社の保険契約等に関する上記の登録事
項を共同して利用しております。

◉保険契約等のお申込みがあった場合、当社は、一般社団法人生命保険協会に、保険契約等に関する上記の登録事
項の全部または一部を登録します。ただし、保険契約等をお引受けできなかったときは、その登録事項は消去さ
れます。

◉一般社団法人生命保険協会に登録された情報は、同じ被保険者について保険契約等のお申込みがあった場合また
は保険金等のご請求があった場合、一般社団法人生命保険協会から各生命保険会社等に提供され、各生命保険会
社等において、保険契約等のお引受けまたはこれらの保険金等のお支払いの判断の参考とさせていただくために
利用されることがあります。

◉なお、登録の期間ならびにお引受けおよびお支払いの判断の参考とさせていただく期間は、契約日、復活日、復
旧日、増額日または特約の中途付加日（以下、「契約日等」といいます）から 5 年間（被保険者が15歳未満の保
険契約等については、「契約日等から 5 年間」と「契約日等から被保険者が15歳に到達するまでの期間」のいず
れか長い期間）とします。

◉各生命保険会社等はこの制度により知り得た内容を、保険契約等のお引受けおよびこれらの保険金等のお支払い
の判断の参考とする以外に用いることはありません。

◉また、各生命保険会社等は、この制度により知り得た内容を他に公開いたしません。

生命保険に関するお知らせ
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◉保険金等のご請求に際し、お客さまのご契約内容等を照会させていただくことがあります。
「支払査定時照会制度」について

相互照会事項
次の事項が相互照会されます。ただし、契約消滅後 5 年を経過した契約に係るものは除きます。
①被保険者の氏名、生年月日、性別、住所（市・区・郡までとします）
②保険事故発生日、死亡日、入院日・退院日、対象となる保険事故（左記の事項は、照会を受けた日から 5 年以内のものと
します）

③保険種類、契約日、復活日、消滅日、保険契約者の氏名および被保険者との続柄、死亡保険金等受取人の氏名および被保
険者との続柄、死亡保険金額、給付金日額、各特約内容、保険料および払込方法

上記相互照会事項において、被保険者、保険事故、保険種類、保険契約者、死亡保険金、給付金日額、保険料とあるのは、
共済契約においてはそれぞれ、被共済者、共済事故、共済種類、共済契約者、死亡共済金、共済金額、共済掛金と読み替え
ます。

◉当社は、一般社団法人生命保険協会、一般社団法人生命保険協会加盟の各生命保険会社、全国共済農業協同組合
連合会、全国労働者共済生活協同組合連合会および日本コープ共済生活協同組合連合会（以下、「各生命保険会
社等」といいます）とともに、お支払いの判断または保険契約もしくは共済契約等（以下、「保険契約等」とい
います）の解除もしくは無効の判断（以下、「お支払い等の判断」といいます）の参考とすることを目的として、

「支払査定時照会制度」に基づき、当社を含む各生命保険会社等の保有する保険契約等に関する上記の相互照会
事項記載の情報を共同して利用しております。

◉保険金、年金または給付金（以下、「保険金等」といいます）のご請求があった場合や、これらに係る保険事故
が発生したと判断される場合に、「支払査定時照会制度」に基づき、相互照会事項の全部または一部について、
一般社団法人生命保険協会を通じて、他の各生命保険会社等に照会し、他の各生命保険会社等から情報の提供を
受け、また他の各生命保険会社等からの照会に対し、情報を提供すること（以下、「相互照会」といいます）が
あります。相互照会される情報は上記のものに限定され、ご請求に係る傷病名その他の情報が相互照会されるこ
とはありません。また、相互照会に基づき各生命保険会社等に提供された情報は、相互照会を行った各生命保険
会社等によるお支払い等の判断の参考とするため利用されることがありますが、その他の目的のために利用され
ることはありません。照会を受けた各生命保険会社等において、相互照会事項記載の情報が存在しなかったとき
は、照会を受けた事実は消去されます。各生命保険会社等は「支払査定時照会制度」により知り得た情報を他に
公開いたしません。

◉当社の保険契約等に関する登録事項については、当社が管理責任を負います。契約者または被保険者は、当社の
定める手続きに従い、登録事項の開示を求め、その内容が事実と相違している場合には、訂正を申し出ることが
できます。また、次のア）～オ）に記載の事由を理由とする場合、当社の定める手続きに従い、利用停止または
消去を求めることができます。
ア）当社があらかじめ本人の同意を得ず利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱っている場合
イ）当社が不適正な個人情報の利用・取得をしている場合
ウ）本人が識別される保有個人データを当社が利用する必要がなくなった場合
エ）当社が取り扱う個人データの漏えい・滅失・毀損その他の個人データの安全の確保に係る事態であって個人
の権利利益を害するおそれが大きい場合
オ）本人が識別される保有個人データの取り扱いにより、本人の権利又は正当な利益が害されるおそれがある場

合
◉上記各手続きの詳細については、当社コミュニケーションセンター（裏表紙参照）にお問い合わせください。
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◉当社が保有する相互照会事項記載の情報については、当社が管理責任を負います。保険契約者、被保険者または
保険金等受取人は、当社の定める手続きに従い、相互照会事項記載の情報の開示を求め、その内容が事実と相違
している場合には、訂正を申し出ることができます。また、次のア）～オ）に記載の事由を理由とする場合、当
社の定める手続きに従い、当該情報の利用停止または消去を求めることができます。
ア）当社があらかじめ本人の同意を得ず利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱っている場合
イ）当社が不適正な個人情報の利用・取得をしている場合
ウ）本人が識別される保有個人データを当社が利用する必要がなくなった場合
エ）当社が取り扱う個人データの漏えい・滅失・毀損その他の個人データの安全の確保に係る事態であって個人
の権利利益を害するおそれが大きい場合
オ）本人が識別される保有個人データの取り扱いにより、本人の権利又は正当な利益が害されるおそれがある場

合
◉上記各手続きの詳細については、当社コミュニケーションセンター（裏表紙参照）にお問い合わせください。

「契約内容登録制度」「契約内容照会制度」および「支払査定時照会制度」に参加し
ている各生命保険会社名につきましては、一般社団法人生命保険協会ホームページ 

（https://www.seiho.or.jp/）の「加盟会社」をご参照ください。
各制度の最新の内容については、当社ホームページ（裏表紙参照）をご確認ください。 

◉保険会社の業務または財産の状況の変化により、ご契約時にお約束した保険金額、年金額、給付金額等が削減さ
れることがあります。

◉なお、生命保険契約者保護機構の会員である生命保険会社が経営破綻に陥った場合、生命保険契約者保護機構に
より、保険契約者保護の措置が図られることがありますが、この場合にも、ご契約時の保険金額、年金額、給付
金額等が削減されることがあります。生命保険契約者保護機構の詳細については、生命保険契約者保護機構まで
お問い合わせください。

　詳しくは、次の［ 6 生命保険契約者保護機構］をご覧ください。

5  保険金額などが削減される場合

生命保険に関するお知らせ

63次のページにつづきます

もくじ に戻る



◉当社は、「生命保険契約者保護機構」（以下、「保護機構」といいます）に加入しております。保護機構の概要は、
以下のとおりです。
·保護機構は、保険業法に基づき設立された法人であり、保護機構の会員である生命保険会社が破綻に陥った場

合、生命保険に係る保険契約者等のための相互援助制度として、当該破綻保険会社に係る保険契約の移転等に
おける資金援助、承継保険会社の経営管理、保険契約の引受け、補償対象保険金の支払いに係る資金援助及び
保険金請求権等の買取りを行う等により、保険契約者等の保護を図り、もって生命保険業に対する信頼性を維
持することを目的としています。

·保険契約上、年齢や健康状態によっては契約していた破綻保険会社と同様の条件で新たに加入することが困難
になることもあるため、保険会社が破綻した場合には、保護機構が保険契約の移転等に際して資金援助等の支
援を行い、加入している保険契約の継続を図ることにしています。

·保険契約の移転等における補償対象契約は、運用実績連動型保険契約の特定特別勘定❶に係る部分を除いた国
内における元受保険契約で、その補償限度は、高予定利率契約❷を除き、責任準備金等❸の90％とすることが、
保険業法等で定められています（保険金・年金等の90％が補償されるものではありません❹）。

·なお、保険契約の移転等の際には、責任準備金等の削減に加え、保険契約を引き続き適正・安全に維持するた
めに、契約条件の算定基礎となる基礎率（予定利率、予定死亡率、予定事業費率等）の変更が行われる可能性
があり、これに伴い、保険金額・年金額等が減少することがあります。あわせて、早期解約控除制度（保険集
団を維持し、保険契約の継続を図るために、通常の解約控除とは別に、一定期間特別な解約控除を行う制度）
が設けられる可能性もあります。

❶特別勘定を設置しなければならない保険契約のうち最低保証（最低死亡保険金保証、最低年金原資保証等）のない保険契
約に係る特別勘定を指します。更生手続においては、当該部分についての責任準備金を削減しない更生計画を作成するこ
とが可能です（実際に削減しないか否かは、個別の更生手続の中で確定することとなります）。

❷破綻時に過去 5 年間で常に予定利率が基準利率＊1を超えていた契約を指します＊2 。当該契約については、責任準備金等
の補償限度が以下のとおりとなります。ただし、破綻会社に対して資金援助がなかった場合の弁済率が下限となります。

　　高予定利率契約の補償率 ＝ 90％ －｛（過去 5 年間における各年の予定利率－基準利率）の総和 ÷ 2 ｝

＊1 　基準利率は、生保各社の過去 5 年間の平均運用利回りを基準に、金融庁長官及び財務大臣が定めることとなっております。現

在の基準利率については、当社または保護機構のホームページで確認できます。

＊2 　一つの保険契約において、主契約・特約の予定利率が異なる場合、主契約・特約を予定利率が異なるごとに独立した保険契約

とみなして、高予定利率契約に該当するか否かを判断することになります。また、企業保険等において被保険者が保険料を拠出

している場合で被保険者毎に予定利率が異なる場合には、被保険者毎に独立の保険契約が締結されているものとみなして高予定

利率契約に該当するか否かの判断をすることになります。ただし、確定拠出年金保険契約については、被保険者が保険料を拠出

しているか否かにかかわらず、被保険者毎に高予定利率契約に該当するか否かを判断することになります。

❸責任準備金等とは、将来の保険金・年金・給付金の支払いに備え、保険料や運用収益などを財源として積み立てている準
備金等をいいます。

❹個人変額年金保険に付されている年金原資保証額等についても、その90％が補償されるものではありません。

6  生命保険契約者保護機構

生命保険に関するお知らせ
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破綻保険会社

会員保険会社

会員保険会社

破綻保険会社

破綻保険会社

救済保険会社

承継保険会社

民間金融機関等

民間金融機関等

国

国

補償対象保険金支払い
に係る資金援助

補償対象保険金支払い
に係る資金援助

保険契約の全部・一部の移転
合併、株式取得

補
償
対
象
保
険
金

の
支
払
い
＊
2
　
　
　
　
　
　
　

補
償
対
象
保
険
金

の
支
払
い
＊
2

保険金請求権等の買取り＊2         

保険金請求権等の買取り＊2

保険金等の支払い

資
金
援
助

負担金の拠出

負担金の拠出

資金貸出

資金貸出

保険契約の引受け

保険契約の承継

保険金等の支払い

財政措置＊１　　

財政措置＊１　　

保険契約者等

保険契約者等

保 護 機 構

保 護 機 構

● 救済保険会社が現れた場合● 

●救済保険会社が現れない場合●

保険契約者等

保険契約者等

■救済の仕組み（概略）■

43143-Everybody_窓
43178-堅実ねんきん-窓
43199_かんたん未来計画_窓
43227_年金果実NEOV3_窓
43240_きずなサポート_窓
43255_つかってのこせる_窓
43280_やさしさ二重奏-窓
43284-しあわせの階段_窓
43298_３増Ⅲ・かんプラ_窓
43317-他4冊_外貨建・エブプラ_窓
43333-他4冊_豪ドル建_窓
43344-他4冊_外貨建養老_窓
43358-他4冊_えらべる-窓

オ-001-救済の仕組み_共-CC.ai

43001-養老保険
43003-シニアプラン
43005-個人定期･集団定期
43006-ドリームプラン
43044-特約更新のしおり
43053-パイオニアE
43091-新定期保険E
43136-年金ひとすじ
43137-Everybody10
43161-ハッピーバルーン
43162-かんたん告知
43164-新逓増定期
43187-たしかな計画
43192-206-LA更新用
43200-新定期保険E
43222-介護のささえ
43250-ベストスタイル
43260-年金かけはし
43261-3年間災害逓増
43264-メディカルスタイルF
43265-つみたて学資
43266-パイオニアケアプラス
43290-ベストスタイル見直し
43305-1年更新定期
43311-メディカルスタイルF見直し
43316-米ドル建養老保険
43316HP-米ドル建養老保険_HP用

43325-50歳からの終身医療
43329-生活障害定期
43339-つみたてドル建終身
43342-ミカタ特約更新
43343-一時金給付型終身医療保険
43357_FPK個保
43386-じぶんの積立
43387-つみたて学資
43390-いまから認知症保険
43391-ケガほけん
43393_保障選択制

■救済の仕組み（概略）■

＊1 　上記の「財政措置」は、令和 9 年（2027年） 3 月末までに生命保険会社が破綻した場合に対応する措置で、会員保険会社の拠出による

負担金だけで資金援助等の対応ができない場合に、国会審議を経て補助金が認められた際に行われるものです。

＊2 　破綻処理中の保険事故に基づく補償対象契約の保険金等の支払い、保護機構が補償対象契約に係る保険金請求権等を買い取ることを指

します。この場合における支払率および買取率については、責任準備金等の補償限度と同率となります（高予定利率契約については、❷
に記載の率となります）。

·補償対象契約の範囲・補償対象契約の補償限度等を含め、本掲載内容は全て2024年 1 月現在の法令に基づいたものであり、
今後、法令の改正により変更される可能性があります（最新の内容は、当社ホームページ（裏表紙参照）でご覧ください）。

生命保険契約者保護機構　電話 03­3286­2820
月曜～金曜（除く祝日・年末年始）  9：00～12：00､ 13：00～17：00
ホームページアドレス　https://www.seihohogo.jp/

生命保険会社が破綻した場合の保険契約の取扱いに関するお問い合わせ先

生命保険に関するお知らせ
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手続きに必要な書類一覧
◉諸手続きの際には、次の書類をご準備いただきます。ただし、下記以外の書類の提出を求め、または、下記の

必要書類のうち一部の省略を認めることがあります。なお、手続きによっては、当社営業端末で行なうことも
できます。

◉詳しくは、当社の担当者、最寄りの支社または本社までご相談ください。
◉当社の窓口で諸手続きをされる際には、ご本人であることを確認させていただいておりますので、ご了承くだ
さい。また、代理人の方が手続きされる場合は、委任状が必要です。

注・書類のご準備にかかわる費用等はご負担ください。
　・ご提出いただいた請求書類は返却いたしませんのでご了承ください。

必要書類

項　目

当 社 所 定
の 書 類

保

険

証

券

印鑑証明書 戸籍抄本 被
保
険
者
の
住
民
票

当
社
所
定
の
診
断
書
・

入
院
証
明
書
・
治
療
証
明
書

受
傷
状
況
報
告
書
・

事

故

証

明

書

備　　考
保
険
契
約
者

受

取

人

被
保
険
者

受

取

人

災害入院給付金、
疾病入院給付金、
集中治療給付金の請求

請 求 書 ○○
（
被
保
険
者
）

○○ ○○ ○○
＊ 1
○○

＊ 2
○○

＊1. 当社所定の緩和ケアについての証明書が必要と
なる場合があります｡

＊2.疾病による入院の場合は不要

手術給付金の請求 〃 ○○
（
被
保
険
者
）

○○ ○○
＊
○○ ＊疾病による手術の場合は不要

死亡給付金の請求 〃 ○○ ○○ ○○ ○○
＊ 1
○○

＊ 2
○○ ＊1． 医師の死亡診断書または検案書とします。

＊2．疾病による場合は不要

（解約）返戻金・積立金の請求 〃 ○○ ○○

社員配当金の請求 〃 ○○

基準入院給付金日額の減額 〃 ○○ ○○

死亡給付金受取人の変更 〃 ○○ ○○ · 受取人が被保険者と異なる場合は、ほかに被保
険者の印鑑証明書が必要

保険契約者の変更 〃 ○○

（
旧
保
険
契
約
者
）

＊
○○

＊ 旧保険契約者の死亡の場合
1.  旧保険契約者の戸籍抄本
2.  相続人代表者選定届と署名押印者の印鑑証明書・

戸籍謄本

保険契約者代理
特約

（契約者手続
サポート制度）

住所変更などの
代理手続

· 請求書
· 保険契約

者代理手
続きに関
する確認
書

○○ ○○

（
保
険
契
約
者
代
理
人
）

○○
（
保
険
契
約
者
）

○○

（
保
険
契
約
者
代
理
人
）

○○ ○○
＊
○○

＊ 疾病による場合は不要
·  ほかに保険契約者代理人の住民票、「保険契約

者代理人としての取扱いを受けることができな
い場合」に該当していないことを証明する書類、
保険契約者または保険契約者代理人の健康保険
被保険者証の写しが必要

代理請求特約
（被保険者請求
サポート制度）

給付金の代理
請求

· 給付金の
請求書

· 代理請求
に関する
確認書

○○
（
代
理
請
求
人
）

○○ ○○
（
代
理
請
求
人
）

○○ ○○
＊
○○

＊ 疾病による場合は不要
·  ほかに代理請求人の住民票、「代理請求人として
の取扱いを受けることができない場合」に該当
していないことを証明する書類、被保険者また
は代理請求人の健康保険被保険者証の写しが必
要

手続きに必要な書類一覧
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ご契約者と相互会社との関係
◆保険会社の会社形態には株式会社と相互会社があり、当社は保険業法に基づいて設立された相互会社です。
◆相互会社では、ご契約者お一人おひとりが会社の構成員である社員※となります。社員が総代会やお客さま	
懇談会等を通じ会社運営に参加する保険会社独自の会社形態です。

当 社 の 運 営
（定款第 1 章、第 3 章、第 4 章、第 5 章）

ご契約者お一人おひとりが
会社の構成員である社員です。

定 款

会　　　　社

総代候補者選定

審議事項報告

評議員の承認

選
任

意
見･

要
望

意
見･

要
望

意
見

諮
問

⑥ 

情
報
開
示

事
業
報
告

意見･要望等報告

重要事項の決定事業報告、決議事項の付議

意見･要望等報告

傍
聴

出
席

■相互会社制度運営の仕組み■

社
員
投
票

（
総
代
選
出
）

● ❶ 社員（ご契約者）

❺ 評議員会 ❸ 総 代 会 ❹ お客さま懇談会

総代候補者選考委員会

事務局
❷ 総 代

　※　剰余金の分配のない保険（無配当保険）のみにご加入のご契約者は除きます（定款第 8 条第 1 項）

定款では、当社の組織や事業運営の基本となる規則などを定めています。
最新の定款の全文については、当社ホームページ（裏表紙参照）でご覧ください。

◆保険業法、保険約款なら
びに定款等の定めにより、
社員には主に右の権利・
義務があります。

社員の主な権利
• 保険金等の支払請求権
•剰余金分配を受ける権利（社員配当金請求権）
•総代選出にあたっての社員投票権
•一定数以上の社員による臨時総代会の招集請求
権や総代会の議案提案権　等

社員の主な義務
• 保険料の払込義務

❶社　員

当社の運営は、2024年 1 月時点の定款の内容に基づいて記載しています。定款の変更に伴って今後変更の	
可能性があります。
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相互会社の基金	（定款第 5条、第 6条、第 7条、第53条、第56条）

◆基金とは、株式会社の資本金に相当する性格を持つ資金で、相互会社における財産的基礎となるものであり、
会社清算時には債務の弁済が基金の払戻しに優先されることなどが保険業法に規定されています。

◆基金については、1９９６年以来これまで追加募集（増額）を行って、自己資本の充実による経営基盤の更なる強
化と支払能力（ソルベンシー）の一層の向上を図ってきました。

◆なお、定款に定める当社の基金の総額（基金償却積立金を含む）は、９,８00億円となっています。

◆社員の代表として選出される総代の定数は定款におい
て222名と定めています。
◆このうち200名は地域別選出による120名と地域別選出に
よらない８0名に配分し、地域、職業、年齢等を考慮し、
幅広く選ばれた総代構成となるようにしています。
◆また、22名は総代選出プロセスの多様化と透明性の強化
を目的に導入した立候補制により選出される総代です。

社員投票
◇総代候補者選考委員会で選定された候補者について
は、社員お一人おひとりによる社員投票を実施し、総
代として選出することに同意しないとする投票（不信
任投票）数が、有権者（全社員）の10分の 1に満たな
い場合は、総代に就任することが確定します。

❷総代

◆総代会は社員の代表として選出された総代で構成され、
株式会社の株主総会に相当する最高意思決定機関とし
て決算書類の報告、また剰余金処分や取締役の選任な
ど、経営に関する重要な事項の審議と決議を行います。

総代会傍聴制度
◇社員のみなさまに当社経営に対するご理解を深めてい
ただくために、総代会を傍聴いただける制度を設けて
います。
◇お申込方法等については、開催日前の一定期間、本社、
支社、営業所等の店頭にポスターを掲示するとともに、
当社ホームページでもご案内しています。

総代会議事録の閲覧
◇総代会の議事録は、本社、法人部、支社に備え置いて
あり、社員のみなさまは閲覧いただくことができます。
また、議事内容および質疑応答の要旨は当社ホーム
ページに掲載しています。

総代報告会
◇総代に会社の経営情報を提供するとともに、会社への
ご提言等をいただく機会として、原則として毎年12月
に総代報告会を開催しています。

❸総代会

◆ご契約者に当社の事業活動を報告し、ご理解を深めて
いただくとともに、ご契約者のご意見・ご要望等を直接
伺い、ご契約者の声を経営に反映させることを目的とし
て、お客さま懇談会を全国の支社で毎年開催しています。
◆ご契約者から寄せられたご意見・ご要望のうち改善を要
するものについては、担当部が対応を検討し、お客さま
志向検証委員会を通じフォローを実施しています。
◆お申込み方法等については、開催日前の一定期間、支
社、営業所等の店頭にポスターを掲示するとともに、当
社ホームページでもご案内しています。詳しくは、お近
くの支社、営業所等にお問い合わせください。

❹お客さま懇談会

◆会社からの諮問事項や経営上の重要事項および社員か
らのご意見・ご要望等のうち経営に関する重要事項を審
議する機関として評議員会を設置しています。評議員会
は年 3回開催し、審議事項を総代会において報告してい
ます。
◆評議員は、社員または学識経験者のなかから総代会の
承認を経て選出されます。なお、評議員数は定款で20名
以内と定められています。

❺評議員会

◆会社の経営情報をより多くのお客さまにご覧いただける
よう努めています。
◆業界に先駆けて1９７９年から、ディスクロージャー資料を
作成しています。保険業法第111条に定める「業務およ
び財産の状況に関する説明書類」として、本社、支社、
営業所等に備え置いており、閲覧いただけるようにして
います。
◆ディスクロージャー資料は当社ホームページ（裏表紙参
照）でもご覧いただけます。

❻情報開示
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約款・特約条項
ご契約の内容を記載した、約款および
特約条項を掲載しています。
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5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険普通保険約款

もくじ
1．保障の開始について
第 1条　保障の開始
第 2条　保険証券の発行

2 ．給付金の支払いについて
第 3条　災害入院給付金および
	 疾病入院給付金の支払い
第 4条　集中治療給付金の支払い
第 ５条　手術給付金の支払い
第 ６条　死亡給付金の支払い
第 ７条　給付金の請求手続き
第 ８条　給付金の支払いの場所と時期
第 ９条　積立金の支払い

3 ．保険料について
第10条　保険料の払込み
第11条　保険料払込方法（経路）
第12条　保険料が払い込まれない間に
	 給付金の支払事由が発生した
	 場合の取扱い
第13条　猶予期間内に保険料の払込みが
	 ない場合の取扱い
第14条　保険契約の復活
第1５条　保険料の前納および一括払い

4 ．社員配当（保険契約者への配当）に
　　ついて
第1６条　社員配当金の計算
第1７条　社員配当金の支払い

5 ．告知義務と重大事由による解除に
　　ついて
第1８条　告知義務
第1９条　告知義務違反による解除
第20条　保険契約を解除できない場合
第21条　重大事由による解除

6 ．解約・無効について
第22条　保険契約の解約
第23条　詐欺による取消し、
	 不法取得目的による無効
第24条　返戻金の支払い

7 ．保険契約の更新について
第2５条　保険契約の更新

8 ．内容の変更について
第2６条　保険料払込方法（回数）の変更
第2７条　基準入院給付金日額の減額

9 ．保険契約者・死亡給付金受取人の
　　変更などについて
第2８条　当会社への通知による
	 死亡給付金受取人の変更
第2９条　遺言による
	 死亡給付金受取人の変更
第30条　死亡給付金受取人の死亡
第31条　保険契約者の変更
第32条　保険契約者または
	 死亡給付金受取人の代表者
第33条　保険契約者の連帯責任
第34条　保険契約者の住所等の変更

10．その他
第3５条　給付金の受取人による
	 保険契約の存続
第3６条　年齢の計算
第3７条　年齢または性別の誤りが
	 あった場合の取扱い
第3８条　時効
第3９条　法令等の改正に伴う
	 保険契約の変更
第40条　法人契約特則の適用
第41条　契約日が平成22年 3 月 1 日以前の
	 場合の特則
第42条　契約日が平成2６年 4 月 1 日以前の
	 場合の特則
第43条　電磁的方法による保険契約の
	 申込み手続き等に関する特則
第44条　保険契約の内容変更等の効力

◆	別表 1　対象となる不慮の事故
◆	別表 2　対象となる悪性新生物・
	 　上皮内新生物
◆	別表 3　手術給付表
◆	別表 4　異常分娩のための入院

法人契約特則
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5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険普通保険約款 1

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

種
類

支払事由
（入院給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に該当しても
入院給付金を支払わない場合）

災
害
入
院
給
付
金

被保険者が次のすべてを
満たす入院❶をしたとき
1．責任開始時❷以後に
発生した不慮の事故
（別表 1）による傷
害を直接の原因とす
る入院であること

2．不慮の事故（別表1）
の日から1８0日以内
の保険期間中に開始
した入院であること

3．治療を目的とした入
院❸であること

4．病院または診療所❹

への入院であること
５．入院日数❺が 1日以
上であること

同一の不
慮の事故
（別表 1）
による入
院 1回に
つき、

基準入院
給付金日
額

×

入院日数

被
保
険
者
❻

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．被保険者の犯罪行為
2．保険契約者または被保険者の故意
または重大な過失

3．被保険者の精神障害の状態を原因
とする事故

4．被保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故

５．被保険者が法令に定める運転資格
を持たないで運転している間に生
じた事故

６．被保険者が法令に定める酒気帯び
運転またはこれに相当する運転を
している間に生じた事故

７．地震、噴火または津波❼

８ ．戦争その他の変乱❼

９ ．頸
けい

部
ぶ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（いわゆる「むちう
ち症」）または腰痛でいずれも他
覚所見のないもの

❶　「入院」とは、医師（柔道
整復師法に定める柔道整復師
を含みます。以下同じ。）に
よる治療（柔道整復師による
施術を含みます。以下同じ。）
が必要であり、かつ自宅等で
の治療が困難なため、備考❹
の病院または診療所に入り、
常に医師の管理下において治
療に専念することをいいます。

	第 3 条	 備考

はじめに

この約款をご覧になるにあたって

ⅰ この保険の特徴

❶❷❸……の番号がある場合には、対応する右の
備考もご参照ください。

ⅱ  特約を付加された場合（付加された特約は保険証券に記載されてい
ます）は、特約条項も併せてご参照ください｡

この備考も、
約款の一部です。

保 険 種 類 疾病・医療保険

内 容 病気・ケガによる入院や手術に対する保障

給付金の種類 災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付金、手術給付金、
死亡給付金

保 険 期 間 有期

配 当 タ イ プ 5 年ごと利差配当（積立配当）

ご 注 意

●  保険料は当会社が取り扱っている通常の医療保険に比べて割増しされ
ています

●  契約日から第 1 保険年度末日までに支払事由に該当した場合の給付金
額は、第 ２ 保険年度以降の給付金額の50％となります

● 保険料払込免除のしくみはありません
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5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険普通保険約款 2

	1	 保障の開始について

第 1条 保障の開始

①　当会社が保険契約の申込みを承諾した場合、この保険契約の保障が開始する時（責
任開始時）は、保険契約の申込みを受けた時または告知（第18条）の時のいずれか遅
い時とします。
②　第①項の規定にかかわらず、第 1回保険料または第 1回保険料相当額の払込みとと
もに、前納または一括払い（第1５条）をする保険契約の保障は、下表の時に開始しま
す。

保険料の受取りと承諾の時期 保障が開始する時（責任開始時）
当会社が、保険契約の申込みを承諾した
後に第 1回保険料を受け取った場合

第 1回保険料を受け取った時❶

当会社が、第 1回保険料相当額を受け
取った後に保険契約の申込みを承諾した
場合

被保険者に関する告知（第1８条）の時ま
たは第 1回保険料相当額を受け取った
時❶のいずれか遅い時

③　第①項および第②項の保障が開始する日を契約日とし、保険期間はその日から起算
します。

第 2条 保険証券の発行

①　当会社は、保険契約の申込みを承諾したときには、保険証券を発行します。
②　保険証券には保険契約を締結した日を記載せず、第 1条第③項に定める契約日を記
載します。
③　次の場合には、当会社は保険証券を発行しません。
1．保険契約の復活（第14条）
2．保険契約の更新（第2５条）

	第 1 条	 備考

❶　当会社の指定するデビット
カードにより第 1回保険料ま
たは第 1回保険料相当額を払
い込む場合は、当会社所定の
カードリーダー（端末機）で
決済処理が完了した時をいい
ます。

5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険普通保険約款

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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	2	 給付金の支払いについて

第 3条 災害入院給付金および疾病入院給付金の支払い

①　当会社は、次表に定めるところによって災害入院給付金および疾病入院給付金を支
払います。

種
類

支払事由
（入院給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に該当しても
入院給付金を支払わない場合）

災
害
入
院
給
付
金

被保険者が次のすべてを
満たす入院❶をしたとき
1．責任開始時❷以後に
発生した不慮の事故
（別表 1）による傷
害を直接の原因とす
る入院であること

2．不慮の事故（別表1）
の日から1８0日以内
の保険期間中に開始
した入院であること

3．治療を目的とした入
院❸であること

4．病院または診療所❹

への入院であること
５．入院日数❺が 1日以
上であること

同一の不
慮の事故
（別表 1）
による入
院 1回に
つき、

基準入院
給付金日
額

×

入院日数

被
保
険
者
❻

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．被保険者の犯罪行為
2．保険契約者または被保険者の故意
または重大な過失

3．被保険者の精神障害の状態を原因
とする事故

4．被保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故

５．被保険者が法令に定める運転資格
を持たないで運転している間に生
じた事故

６．被保険者が法令に定める酒気帯び
運転またはこれに相当する運転を
している間に生じた事故

７．地震、噴火または津波❼

８ ．戦争その他の変乱❼

９ ．頸
けい

部
ぶ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（いわゆる「むちう
ち症」）または腰痛でいずれも他
覚所見のないもの

	第 3 条	 備考

❶　「入院」とは、医師（柔道
整復師法に定める柔道整復師
を含みます。以下同じ。）に
よる治療（柔道整復師による
施術を含みます。以下同じ。）
が必要であり、かつ自宅等で
の治療が困難なため、備考❹
の病院または診療所に入り、
常に医師の管理下において治
療に専念することをいいます。

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

❸　美容上の処置、疾病を直接
の原因としない不妊手術、治
療を伴わない人間ドック検査
などのための入院は、「治療
を目的とした入院」には該当
しません。

❹　「病院または診療所」とは、
次の各号のいずれかに該当し
たものとします。
　⑴�　医療法に定める日本国内

にある病院または患者を入
院させるための施設を有す
る診療所（四肢における骨
折、脱臼、捻

ねん

挫
ざ

または打撲
に関し施術を受けるため、
柔道整復師法に定める施術
所に入院した場合には、そ
の施術所を含みます。）

　⑵�　上記⑴の場合と同等の日
本国外にある医療施設

❺　入院日数は、暦
こよみ

の上での日
を単位として数えます。たと
えば、午前中に入院し当日の
夕方に退院した場合でも 1日
として数えます。また、入院
の有無は、入院基本料の支払
いの有無などを参考にして判
断します。

❻　入院給付金の受取人を被保
険者以外の者に変更すること
はできません。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください ❼は次のページにあります。
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種
類

支払事由
（入院給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に該当しても
入院給付金を支払わない場合）

疾
病
入
院
給
付
金

被保険者が次のすべてを
満たす入院❶をしたとき
1．責任開始時❷以後に
発病した疾病❽を直
接の原因とする入院
であること

2．保険期間中に開始し
た入院であること

3．治療を目的とした入
院❸であること

4．病院または診療所❹

への入院であること
５．入院日数❺が 1日以
上であること

入院 1回
につき、

基準入院
給付金日
額

×

入院日数

被
保
険
者
❻

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．被保険者の自殺行為または犯罪行
為

2．保険契約者または被保険者の故意
または重大な過失

3．被保険者の精神障害の状態を原因
とする事故

4．被保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故

５．被保険者が法令に定める運転資格
を持たないで運転している間に生
じた事故

６．被保険者が法令に定める酒気帯び
運転またはこれに相当する運転を
している間に生じた事故

７．地震、噴火または津波❼

８ ．戦争その他の変乱❼

９ ．被保険者の薬物依存❾

10．頸
けい

部
ぶ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（いわゆる「むちう
ち症」）または腰痛でいずれも他
覚所見のないもの

②　被保険者が、契約日から第 1保険年度❿の末日までに入院給付金の支払事由に該当
した場合の給付金額は、第①項に定める給付金額の５0％とします。
③　入院給付金の支払いにあたっては、第①項および第②項の規定によるほか、次に定
めるところによります。
1．災害入院給付金および疾病入院給付金の支払いの限度は、次表の支払日数⓫分と
します。
ア．災害入院給付金

同一の不慮の事故による傷害を直接の原因とする
１回の入院⓬についての限度 支払いを通算した限度

支払日数　６0日分 支払日数　７30日分

イ．疾病入院給付金

１回の入院⓬についての限度 支払いを通算した限度
支払日数　６0日分 支払日数　７30日分

2．悪性新生物・上皮内新生物（別表 2）の治療を目的とする入院の疾病入院給付金
は、第 1号に定める支払いの限度の対象外とします。
3．次の入院は、疾病を直接の原因とする入院とみなします。
　ア．不慮の事故（別表 1）以外の外因による傷害を直接の原因とする入院
　イ	．不慮の事故（別表 1）による傷害を直接の原因として、その事故の日から1８0	
日を経過した後に開始した入院

　ウ．異常分
ぶん

娩
べん

のための入院（別表 4）

❼　被保険者が、地震、噴火も
しくは津波または戦争その他
の変乱によって入院した場
合、その事由によって入院し
た被保険者の数の増加がこの
保険の計算の基礎に及ぼす影
響が少ないと当会社が認めた
ときには、当会社は、その影
響の程度に応じ、入院給付金
の全額を支払いまたはその金
額を削減して支払います。

❽　「発病した疾病」の発病は、
次の各号のいずれか早い時と
します。
　⑴�　被保険者または保険契約

者が、その疾病の症状を自
覚または認識した時

　⑵�　被保険者が、その疾病に
ついて医師の診察を受けた時

　⑶�　被保険者が、医師の診察
や健康診断等において異常
の指摘（要経過観察の指摘
を含みます。）を受けた時

❾　「薬物依存」とは、平成 6
年10月12日総務庁告示第75号
に基づく厚生労働省大臣官房
統計情報部編「疾病、傷害お
よび死因統計分類提要ＩＣＤ－
10（2003年版）準拠」（平成
18年 1月 1日現在）に記載さ
れた分類のうち、Ｆ11.2、Ｆ
12.2、Ｆ13.2、Ｆ14.2、Ｆ15.2、Ｆ
16.2、Ｆ18.2、Ｆ19.2に規定さ
れる内容によるものとし、薬
物には、モルヒネ、アヘン、
コカイン、大麻、精神刺激薬、
幻覚薬などを含みます。

❿　「第 1保険年度」とは、契
約日から起算した 1年間をい
います。ただし、契約日がう
るう年の 2月29日の場合は、
契約日から翌年の 2月27日ま
でとします。

⓫　入院給付金を支払う日数を
いいます。

⓬　第③項第 4号によって 1回
の入院とみなされる場合を含
みます。

	第 3 条	 備考
❶❷❸❹❺❻は前のページにあ
ります。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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4 ．同一の原因によって 2回以上入院した場合には、次のとおり取り扱います。

入院の内容 取扱い
災
害
入
院
給
付
金

被保険者が災害入院給付金の支払事由に
該当する入院を 2回以上し、かつ、それ
ぞれの入院の直接の原因となった不慮の
事故（別表 1）が同一であるとき

それらの入院を 1回の入院とみなして
本条の規定を適用します。

疾
病
入
院
給
付
金

被保険者が疾病入院給付金の支払事由に
該当する入院を 2回以上し、かつ、それぞ
れの入院の直接の原因となった疾病、不
慮の事故（別表 1）その他の外因による
傷害が同一かまたは医学上重要な関係⓭

があると当会社が認めたとき

それらの入院を 1回の入院とみなして
本条の規定を適用します。
ただし、疾病入院給付金が支払われる
こととなった前回の入院の退院日の翌
日から1８0日経過後に開始した入院に
ついては、新たな入院とみなします。

５．入院給付金の支払事由が重複して生じた場合には、次のとおり取り扱います。

入院の内容 取扱い

（不慮の事故と不慮の事故）
被保険者が 2以上の不慮の事故（別表 1）
による傷害により入院し、災害入院給付金
の支払事由が重複して生じた場合

その入院を開始した直接の原因となった
不慮の事故（別表 1）に対する災害入院
給付金が支払われる入院期間⓮について
は、その事故以外の不慮の事故（別表 1）
に対する災害入院給付金は支払いません。

（疾病と疾病）
被保険者が 2以上の疾病の併発により入院
し、疾病入院給付金の支払事由が重複して
生じた場合

その入院を開始した直接の原因となった
疾病により継続して入院したものとみな
して、本条の規定を適用します。

（不慮の事故と疾病）
被保険者が不慮の事故（別表 1）による傷
害および疾病により入院し、災害入院給付
金の支払事由と疾病入院給付金の支払事由
が重複して生じた場合

災害入院給付金が支払われる入院期間に
ついては、疾病入院給付金は支払いませ
ん。

６．第 ５号において、 2以上の疾病の併発により入院した場合、併発する疾病中に悪
性新生物・上皮内新生物（別表 2）が含まれるときは、悪性新生物・上皮内新生物
（別表 2）の治療を目的とする入院の期間に限り第 1号に定める支払いの限度の対
象外とします。
７．被保険者が、次のすべてを満たす場合は、病院または診療所❹に入院しているも
のとみなして第①項、第②項および本項の規定を適用します。ただし、本号の規定
による災害入院給付金または疾病入院給付金の支払いは、第 1号の支払日数⓫の限
度内において、災害入院給付金と疾病入院給付金の支払日数を合計して６0日分を限
度とします。
ア．余命 ６カ月以内と判断されていること
イ．病院または診療所以外において、不慮の事故（別表 1）による傷害または疾病
から生じる各種の症状を緩和することを目的として、医師の計画的な医学管理の
もとで、総合的に提供される医療を継続して受けていること

８．被保険者の入院中に、保険期間が満了したとき⓯には、保険期間の満了時から継
続している入院は、保険契約の有効中の入院とみなします。
９．被保険者が、責任開始時❷前に発生した原因によって責任開始時以後に入院を開
始した場合でも、次のときは、その原因は責任開始時以後に発生したものとみなし
ます。

⓭　「医学上重要な関係」とは、
たとえば、高血圧症とそれに
起因する心臓疾患あるいは腎
臓疾患の関係や、胃がんと転
移した肝臓がんの関係をいい
ます。

⓮　「入院期間」は、暦
こよみ

の上で
の日を単位として数えます。
たとえば、支払いの対象とな
る入院が、 4月 1日の夜に開
始して翌 4月 2日の午前に終
了した場合、この入院期間の
計算にあたっては、この入院
は 4月 1日が始まった時に開
始して 4月 2日が終わった時
に終了したものとみなしま
す。この結果、同一の日につ
いて入院給付金が重複して支
払われることはありません。

❹　「病院または診療所」とは、
次の各号のいずれかに該当し
たものとします。
　⑴�　医療法に定める日本国内

にある病院または患者を入
院させるための施設を有す
る診療所（四肢における骨
折、脱臼、捻

ねん

挫
ざ

または打撲
に関し施術を受けるため、
柔道整復師法に定める施術
所に入院した場合には、そ
の施術所を含みます。）

　⑵�　上記⑴の場合と同等の日
本国外にある医療施設

⓫　入院給付金を支払う日数を
いいます。

⓯　保険契約が更新された場合
（第25条）を除きます。

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

	第 3 条	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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ア．責任開始時の属する日から 2年を経過した後に入院を開始したとき
イ．保険契約の締結または復活（第14条）の際の告知等により、当会社が、その原
因の発生を知っていたとき、または過失によって知らなかったとき

10．被保険者が、責任開始時❷前に発病していた疾病を直接の原因として入院を開始
した場合でも、責任開始時以後にその疾病の症状が悪化したことまたはその疾病と
医学上重要な関係にある疾病を発病したことにより、入院による治療が必要である
と医師によって判断されたときは、責任開始時以後に開始したその入院は、責任開
始時以後に発病した疾病❽による入院とみなします。

	

「対象となる不慮の事故（別表 1）」「対象となる悪性新生物・上皮内新生物（別表 2）」
「異常分娩のための入院（別表 4）」
この約款の末尾に掲載しています

第 4条 集中治療給付金の支払い

①　当会社は、次表に定めるところによって集中治療給付金を支払います。

種
類

支払事由
（給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に
該当しても給付金を支払わない場合）

集
中
治
療
給
付
金

被保険者が、災害入院
給付金または疾病入院
給付金の支払事由に該
当しており、かつ、次
のすべてを満たす集中
治療室管理❶を受けた
とき
1．責任開始時❷以後
に発病した疾病❸

または発生した傷
害を直接の原因と
する集中治療室管
理❶であること

2．治療を直接の目的
とした集中治療室
管理❶であること

集中治療室
管理 1日に
つき、

基準入院給
付金日額と
同額

被
保
険
者
❹

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．被保険者の自殺行為または犯罪行
為

2．保険契約者または被保険者の故意
または重大な過失

3．被保険者の精神障害の状態を原因
とする事故

4．被保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故

５．被保険者が法令に定める運転資格
を持たないで運転している間に生
じた事故

６．被保険者が法令に定める酒気帯び
運転またはこれに相当する運転を
している間に生じた事故

７．地震、噴火または津波❺

８ ．戦争その他の変乱❺

９ ．被保険者の薬物依存❻

10．頸
けい

部
ぶ

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（いわゆる「むちう
ち症」）または腰痛でいずれも他
覚所見のないもの

❽　「発病した疾病」の発病は、
次の各号のいずれか早い時と
します。
　⑴�　被保険者または保険契約

者が、その疾病の症状を自
覚または認識した時

　⑵�　被保険者が、その疾病に
ついて医師の診察を受けた時

　⑶�　被保険者が、医師の診察
や健康診断等において異常
の指摘（要経過観察の指摘
を含みます。）を受けた時

	第 4 条	 備考

❶　「集中治療室管理」とは、
次の各号のいずれかに該当す
る施設において、内科系、外
科系を問わず、呼吸、循環、
代謝その他の重篤な急性機能
不全の患者に対して、医師の
必要と認める治療看護を強力
かつ集中的に行なうことをい
います。
　⑴�　平成24年 3 月 5 日厚生労

働省告示第77号「基本診療
料の施設基準等」に定める
施設基準に適合しているも
のとして地方厚生局長また
は地方厚生支局長に届け出
た病院における特定集中治
療室および小児特定集中治
療室

　⑵�　上記⑴の場合と同等と当
会社が認めた日本国内にあ
る医療施設

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

❸　「発病した疾病」の発病は、
次の各号のいずれか早い時と
します。
　⑴�　被保険者または保険契約

者が、その疾病の症状を自
覚または認識した時

　⑵�　被保険者が、その疾病に
ついて医師の診察を受けた時

　⑶�　被保険者が、医師の診察
や健康診断等において異常
の指摘（要経過観察の指摘
を含みます。）を受けた時

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第 3 条	 備考

❹❺❻は次のページにあります。

❷は前のページにあります。
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②　被保険者が、契約日から第 1保険年度❼の末日までに集中治療給付金の支払事由に
該当した場合の給付金額は、第①項に定める給付金額の５0％とします。
③　集中治療給付金の支払いにあたっては、第①項および第②項の規定によるほか、次
に定めるところによります。
1．集中治療給付金の支払いは、支払日数❽を通算して120日分を限度とします。
2．被保険者が、同一の日に集中治療給付金の支払事由に複数回該当した場合でも、
集中治療給付金は重複して支払いません。
3．被保険者が、責任開始時❷前に発生した原因によって責任開始時以後に集中治療
室管理❶を受けた場合でも、次のときは、その原因は責任開始時以後に発生したも
のとみなします。
ア．責任開始時の属する日から 2年を経過した後に集中治療室管理を受けたとき
イ．保険契約の締結または復活（第14条）の際の告知等により、当会社が、その原
因の発生を知っていたとき、または過失によって知らなかったとき

4．被保険者が、責任開始時❷前に発病していた疾病を直接の原因として集中治療室
管理❶を受けた場合でも、責任開始時以後にその疾病の症状が悪化したことまたは
その疾病と医学上重要な関係❾にある疾病を発病したことにより、集中治療室管理
による治療が必要であると医師によって判断されたときは、責任開始時以後に開始
したその集中治療室管理は、責任開始時以後に発病した疾病❸による集中治療室管
理とみなします。

❼　「第 1保険年度」とは、契
約日から起算した 1年間をい
います。ただし、契約日がう
るう年の 2月29日の場合は、
契約日から翌年の 2月27日ま
でとします。

❽　集中治療給付金を支払う日
数をいいます。

❾　「医学上重要な関係」とは、
たとえば、高血圧症とそれに
起因する心臓疾患あるいは腎
臓疾患の関係や、胃がんと転
移した肝臓がんの関係をいい
ます。

	第 4 条	 備考

❹　集中治療給付金の受取人を
被保険者以外の者に変更する
ことはできません。

❺　被保険者が、地震、噴火も
しくは津波または戦争その他
の変乱によって集中治療室管
理を受けた場合、その事由に
よって集中治療室管理を受け
た被保険者の数の増加がこの
保険の計算の基礎に及ぼす影
響が少ないと当会社が認めた
ときには、当会社は、その影
響の程度に応じ、集中治療給
付金の全額を支払いまたはそ
の金額を削減して支払います。

❶❷❸は前のページにあります。

❻　「薬物依存」とは、平成 6
年10月12日総務庁告示第75号
に基づく厚生労働省大臣官房
統計情報部編「疾病、傷害お
よび死因統計分類提要ＩＣＤ－
10（2003年版）準拠」（平成
18年 1月 1日現在）に記載さ
れた分類のうち、Ｆ11.2、Ｆ
12.2、Ｆ13.2、Ｆ14.2、Ｆ15.2、Ｆ
16.2、Ｆ18.2、Ｆ19.2に規定さ
れる内容によるものとし、薬
物には、モルヒネ、アヘン、
コカイン、大麻、精神刺激薬、
幻覚薬などを含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 5条 手術給付金の支払い

①　当会社は、次表に定めるところによって手術給付金を支払います。

種
類

支払事由
（給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に
該当しても給付金を支払わない場合）

手
術
給
付
金

被保険者が次のすべてを
満たす手術を受けたとき
1．責任開始時❶以後に
発病した疾病❷また
は発生した傷害を直
接の原因とする手術
給付表（別表 3）に
定める手術であるこ
と

2．保険期間中に受けた
手術であること

3．治療を直接の目的と
した手術❸であるこ
と

4．病院または診療所❹

における手術である
こと

手術 1回
につき、

基準入院
給付金日
額

×

手術給付
表（別表
3）に定
める給付
倍率

被
保
険
者
❺

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．被保険者の自殺行為または犯罪行
為

2．保険契約者または被保険者の故意
または重大な過失

3．被保険者の精神障害の状態を原因
とする事故

4．被保険者の泥酔の状態を原因とす
る事故

５．被保険者が法令に定める運転資格
を持たないで運転している間に生
じた事故

６．被保険者が法令に定める酒気帯び
運転またはこれに相当する運転を
している間に生じた事故

７．地震、噴火または津波❻

８ ．戦争その他の変乱❻

９ ．被保険者の薬物依存❼

②　被保険者が、契約日から第 1保険年度❽の末日までに手術給付金の支払事由に該当
した場合の給付金額は、第①項に定めた給付金額の５0％とします。
③　手術給付金の支払いにあたっては、第①項および第②項の規定によるほか、次に定
めるところによります。
1．被保険者が、時期を同じくして手術を 2種類以上受けた場合には、第①項の規定
にかかわらず、当会社は、手術給付表（別表 3）に定める給付倍率の高いいずれか
1種類の手術についてのみ手術給付金を支払います。
2．被保険者が、責任開始時❶前に発生した原因によって責任開始時以後に手術を受
けた場合でも、次のときは、その原因は責任開始時以後に発生したものとみなしま
す。
ア．責任開始時の属する日から 2年を経過した後に手術を受けたとき
イ．保険契約の締結または復活（第14条）の際の告知等により、当会社が、その原
因の発生を知っていたとき、または過失によって知らなかったとき

3．被保険者が、責任開始時❶前に発病していた疾病を直接の原因として手術を受け
た場合でも、責任開始時以後にその疾病の症状が悪化したことまたはその疾病と医
学上重要な関係にある疾病を発病したことにより、手術による治療が必要であると
医師によって判断されたときは、責任開始時以後に受けたその手術は、責任開始時
以後に発病した疾病❷により受けた手術とみなします。

	
「手術給付表（別表 3）」
この約款の末尾に掲載しています

	第 5 条	 備考

❶　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

❷　「発病した疾病」の発病は、
次の各号のいずれか早い時と
します。
　⑴�　被保険者または保険契約

者が、その疾病の症状を自
覚または認識した時

　⑵�　被保険者が、その疾病に
ついて医師の診察を受けた時

　⑶�　被保険者が、医師の診察
や健康診断等において異常
の指摘（要経過観察の指摘
を含みます。）を受けた時

❸　美容整形上の手術、疾病を
直接の原因としない不妊手
術、診断・検査のための手術
などは、「治療を直接の目的と
した手術」には該当しません。

❺　手術給付金の受取人を被保
険者以外の者に変更すること
はできません。

❹　「病院または診療所」とは、
次の各号のいずれかに該当し
たものとします。
　⑴�　医療法に定める日本国内

にある病院または診療所
　⑵�　上記⑴の場合と同等の日

本国外にある医療施設

❻　被保険者が、地震、噴火もし
くは津波または戦争その他の
変乱によって手術を受けた場
合、その事由によって手術を
受けた被保険者の数の増加が
この保険の計算の基礎に及ぼ
す影響が少ないと当会社が認
めたときには、当会社は、その
影響の程度に応じ、手術給付
金の全額を支払いまたはその
金額を削減して支払います。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

❼❽は次のページにあります。
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第 6条 死亡給付金の支払い

①　当会社は、次表に定めるところによって死亡給付金を支払います。

種
類

支払事由
（死亡給付金を支払う場合） 給付金額

受
取
人

免責事由（「支払事由」に該当しても
死亡給付金を支払わない場合）

死
亡
給
付
金

被保険者が保険期間中
に死亡したとき❶

基準入院給
付金日額

×
20

死
亡
給
付
金
受
取
人

次のいずれかの事由によって被保険者
が支払事由に該当したとき
1．責任開始時❷の属する日から、 3
年以内における被保険者の自殺

2．保険契約者または死亡給付金受取
人の故意

3．戦争その他の変乱❸

②　被保険者が、契約日から第 1保険年度❹の末日までに死亡した場合の給付金額は、
第①項の定める給付金額の５0％とします。
③　被保険者が死亡給付金受取人の故意によって死亡した場合でも、その死亡給付金受
取人が死亡給付金の一部の受取人であるときには、以下のとおり取り扱います。
1．その死亡給付金受取人には死亡給付金を支払いません。
２．死亡給付金額の全額から第 1号の支払われない死亡給付金額を差し引いた残額を
他の死亡給付金受取人に支払います。
3 ．第 1号の支払われない死亡給付金の部分については、その死亡給付金受取人が保
険契約者と同一人である場合を除き、その積立金❺を保険契約者に支払います。

	第 6 条	 備考

❶　被保険者の生死が不明の場
合でも、被保険者が死亡した
ものと当会社が認めたときを
含みます。

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

❸　被保険者が戦争その他の変
乱によって死亡した場合、そ
の事由によって死亡した被保
険者の数の増加がこの保険の
計算の基礎に及ぼす影響が少
ないと当会社が認めたときに
は、当会社は、その影響の程
度に応じ、死亡給付金の全額
を支払いまたはその金額を削
減して支払います。

❹　「第 1保険年度」とは、契
約日から起算した 1年間をい
います。ただし、契約日がう
るう年の 2月29日の場合は、
契約日から翌年の 2月27日ま
でとします。

❺　当会社の定める方法によっ
て計算される保険契約に対す
る責任準備金のことをいいま
す。

❽　「第 1保険年度」とは、契
約日から起算した 1年間をい
います。ただし、契約日がう
るう年の 2月29日の場合は、
契約日から翌年の 2月27日ま
でとします。

	第 5 条	 備考

❼　「薬物依存」とは、平成 6
年10月12日総務庁告示第75号
に基づく厚生労働省大臣官房
統計情報部編「疾病、傷害お
よび死因統計分類提要ＩＣＤ－
10（2003年版）準拠」（平成
18年 1月 1日現在）に記載さ
れた分類のうち、Ｆ11.2、Ｆ
12.2、Ｆ13.2、Ｆ14.2、Ｆ15.2、Ｆ
16.2、Ｆ18.2、Ｆ19.2に規定さ
れる内容によるものとし、薬
物には、モルヒネ、アヘン、
コカイン、大麻、精神刺激薬、
幻覚薬などを含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 7条 給付金の請求手続き

①　保険契約者または被保険者は、災害入院給付金、疾病入院給付金または集中治療給
付金の支払事由が発生したことを知ったときには、当会社に通知してください。この
場合、被保険者は、退院後すみやかに当会社の定める書類❶を提出して各給付金を請
求してください。ただし、特に必要がある場合には、被保険者の入院中でも各給付金
を請求できます。
②　保険契約者または被保険者は、手術給付金の支払事由が発生したことを知ったとき
には、当会社に通知してください。この場合、被保険者はすみやかに当会社の定める
書類❷を提出して手術給付金を請求してください。
③　保険契約者または死亡給付金受取人は、死亡給付金の支払事由が発生したことを
知ったときには、当会社に通知してください。この場合、死亡給付金受取人はすみや
かに当会社の定める書類❸を提出して死亡給付金を請求してください。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

第 8条 給付金の支払いの場所と時期

①　給付金は、第 ７条第①項から第③項に定める請求書類が当会社に到達した日の翌営
業日からその日を含めて ５営業日以内に当会社の本社で支払います。この請求書類が
当会社に到達した日を、当会社が請求を受けた日とします（以下、「請求日」といい	
ます。）。
②　給付金を支払うために確認が必要な次の各号に掲げる場合において、保険契約の締
結時から給付金請求時までに当会社に提出された書類だけでは確認ができないとき
は、それぞれ当該各号に定める事項の確認❶を行ないます。この場合には、第①項の
規定にかかわらず、給付金を支払うべき期限は、請求日の翌営業日からその日を含め
て4５日を経過する日とします。

号 確認が必要な場合 確認する事項

1
給付金の支払事由発生の有
無の確認が必要な場合

第 3条（災害入院給付金および疾病入院給付金の支
払い）、第 4条（集中治療給付金の支払い）、第 ５条
（手術給付金の支払い）または第 ６条（死亡給付金
の支払い）に定める支払事由発生の有無

2
給付金支払いの免責事由に
該当する可能性がある場合

給付金の支払事由が発生した原因

3
告知義務違反に該当する可
能性がある場合

当会社が告知を求めた事項および告知義務違反に
至った原因

4

この約款に定める重大事
由、詐欺または不法取得目
的に該当する可能性がある
場合

第 2号および第 3号に定める事項、第21条（重大事
由による解除）第①項第 4号アからオまでに該当す
る事実の有無または保険契約者、被保険者もしくは
給付金の受取人の保険契約締結の目的もしくは給付
金請求の意図に関する保険契約の締結時から給付金
請求時までにおける事実

	第 7 条	 備考

❶　当会社所定の災害入院給付
金、疾病入院給付金または集
中治療給付金請求書、請求権
者であることを証明する書類
（被保険者の住民票等）、災害
入院給付金、疾病入院給付金
または集中治療給付金の支払
事由が生じたことを証する書
類（医師による診断書等）、
その他の請求手続きに必要な
書類のうち、当会社が提出を
求めるものとします。

❷　当会社所定の手術給付金請
求書、請求権者であることを
証明する書類（被保険者の住
民票等）、手術給付金の支払
事由が生じたことを証する書
類（医師による診断書等）、
その他の請求手続きに必要な
書類のうち、当会社が提出を
求めるものとします。

❸　当会社所定の死亡給付金請
求書、請求権者であることを
証明する書類（死亡給付金受
取人の印鑑証明書等）、死亡
給付金の支払事由が生じたこ
とを証する書類（医師による
診断書等）、その他の請求手
続きに必要な書類のうち、当
会社が提出を求めるものとし
ます。

	第 8 条	 備考

❶　当会社の指定した医師によ
る診断および当会社指定の検
査を含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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③　第②項の確認をするため、次の各号に掲げる事項についての特別な照会や調査が不
可欠な場合には、第①項および第②項にかかわらず、給付金を支払うべき期限は、請
求日の翌営業日からその日を含めてそれぞれ次の各号に定める日数❷を経過する日と
します。

号 確認する事項 特別な照会や調査の内容 日数

1
第②項第 2号から
第 4号

弁護士法（昭和24年法律第20５号）にもとづく照会そ
の他の法令にもとづく照会

1８0日

2
第②項第 1号、第
2号または第 4号

研究機関等の専門機関による医学または工学等の科
学技術的な特別の調査、分析または鑑定

1８0日

3
第②項第 1号、第
2号または第 4号

保険契約者、被保険者または給付金の受取人を被疑
者として、捜査、起訴その他の刑事手続が開始され
たことが報道等から明らかである場合における、第
②項第 1号、第 2号または第 4号に定める事項に関す
る、送致、起訴、判決等の刑事手続の結果についての
警察、検察等の捜査機関または裁判所に対する照会

1８0日

4 第②項各号 日本国外における調査 1８0日
④　第②項および第③項に掲げる必要な事項の確認に際し、保険契約者、被保険者また
は給付金の受取人が正当な理由なく当該確認を妨げ、またはこれに応じなかったと
き❸は、当会社は、これにより当該事項の確認が遅延した期間の遅滞の責任を負わず、
その間は給付金を支払いません。
⑤　第②項または第③項の確認を行なう場合には、当会社は、給付金を請求した者に、
その旨を通知します。

第 9条 積立金の支払い

①　次のいずれかの事由によって死亡給付金を支払わない場合には、当会社は、保険契
約の積立金❶を保険契約者に支払います。
1．責任開始時❷の属する日から、 3年以内における被保険者の自殺
2．死亡給付金受取人の故意
3．戦争その他の変乱

②　保険契約者は、当会社の定める書類を提出して、積立金❶を請求してください。
③　積立金❶の支払いにあたっては、第 ８条（給付金の支払いの場所と時期）第①項の
規定を準用します。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

❷　第 1号から第 4号のうち複
数に該当する場合であって
も、180日とします。

❸　当会社の指定した医師によ
る必要な診断および当会社指
定の検査に応じなかったとき
を含みます。

	第 9 条	 備考

❶　当会社の定める方法によっ
て計算される保険契約に対す
る責任準備金のことをいいま
す。

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

	第 8 条	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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	3	 保険料について

第10条 保険料の払込み

①　保険料払込の保険料期間、払込期月および猶予期間は次表のとおりとします。

保険料払込方法
（回数） 保険料期間 払込期月 猶予期間

新年掛
契約日または年単位の契約
応当日から次の年単位の契
約応当日❶の前日まで

契約日または年単位の契
約応当日の属する月の 1
日から末日までの期間

払込期月の翌
月 1日 か ら
翌々月の契約
応当日まで❷新半年掛

契約日または半年単位の契
約応当日から次の半年単位
の契約応当日の前日まで

契約日または半年単位の
契約応当日の属する月の
1日から末日までの期間

月掛
契約日または月単位の契約
応当日から次の月単位の契
約応当日の前日まで

契約日または月単位の契
約応当日の属する月の 1
日から末日までの期間

払込期月の翌
月 1日から末
日まで

②　保険料は、第①項の保険料期間に対応する保険料として、保険料払込期間中、保険
料払込方法（経路）（第11条）にしたがい、第①項の払込期月内に払い込んでください。
③　第 ２回以後の保険料がその払込期月の契約応当日❶の前日までに払い込まれ、かつ、
その日までに保険契約が消滅したときには、当会社は、その払い込まれた保険料を保
険契約者❸に払い戻します。
④　払い込んだ保険料に対応する保険料期間中に、保険契約が消滅したときまたは保険
料の払込みを要しなくなったときには、保険料払込方法（回数）に応じて、次のとお
り取り扱います。

保険料払込方法
（回数） すでに払い込まれた保険料の取扱い

新年掛
保険契約が消滅した日または保険料の払込みを要しなくなった日
後、最初に到来する月単位の契約応当日❶から保険料期間の末日ま
での月数に対応する、当会社の定める方法により計算した保険料を
保険契約者❸に払い戻します。なお、保険料の払込みが免除された
後に保険契約が消滅したときは、この取扱いはありません。

新半年掛

月掛 払い込まれた保険料は払い戻しません。

	第10条	 備考

❶　契約応当日がない月の場合
には、その月の末日を契約応
当日とします。

❷　払込期月の契約応当日が 2
月、 6月、11月の各末日の場
合には、それぞれ 4月、8月、
1月の各末日までとします。

❸　死亡給付金を支払うときは
死亡給付金受取人とします。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第11条 保険料払込方法（経路）

①　保険契約者は、次のいずれかの保険料払込方法（経路）を選択することができます。
ただし、選択できる保険料払込方法（経路）が、当会社の定めにより、次のうちの一
部のみとなることがあります。

保険料払込方法（経路）
店頭扱い 当会社の本社または当会社の指定した場所に持参して払い込む方法

送金扱い
金融機関等の当会社の指定した口座に送金することにより払い込む
方法

口座振替扱い❶ 当会社の指定した金融機関等の口座振替により払い込む方法

集団扱い❶
所属団体（その事業所を含みます。以下同じ。）を通じ払い込む方
法（所属団体と当会社との間に集団扱いに関する契約等が締結され
ている場合に限ります。）

クレジット
カード払扱い❶

当会社の指定するクレジットカード発行会社のクレジットカードに
より払い込む方法

②　保険契約者は、当会社の定める取扱いの範囲内で、第 2回以後の保険料の保険料払
込方法（経路）を変更することができます。
③　口座振替扱い、集団扱いまたはクレジットカード払扱いの保険契約の場合、その保
険料払込方法（経路）によって保険料を払い込むことができなくなったときには、保
険契約者は、保険料払込方法（経路）を他の方法に変更してください。変更を行なう
までの間の保険料については、当会社の本社または当会社の指定した場所に払い込ん
でください。

第12条 保険料が払い込まれない間に給付金の支払事由が発生した場合の	
取扱い

①　保険料が払い込まれないまま、その払込期月の契約応当日❶以後、猶予期間（第10
条第①項）の満了する日までに災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付金、
手術給付金または死亡給付金の支払事由が発生したときには、当会社は、それらの給
付金からすでに到来している保険料期間（第10条第①項）❷に対応する未払込保険料を
差し引きます。
②　第①項の場合に、各給付金❸が差し引くべき未払込保険料より少額のときには、保
険契約者は、その未払込保険料を払い込んでください。その未払込保険料が猶予期間
（第10条第①項）の満了する日までに払い込まれない場合には、当会社は、給付金を	
支払いません。

第13条 猶予期間内に保険料の払込みがない場合の取扱い

①　第 1回保険料がその払込期月（第10条第①項）内に払い込まれなかった場合、当会
社は、次の各号に定める事項を保険契約者に通知します。
1 ．猶予期間（第10条第①項）の満了日までに第 1回保険料の払込みを要すること
2．猶予期間の満了日までに第 1回保険料が払い込まれなければ猶予期間の満了日の
翌日に保険契約が解除となること

②　第 1回保険料が払い込まれないまま、その猶予期間（第10条第①項）が経過したと
きには、保険契約は、猶予期間の満了日の翌日に、将来に向かって解除となります。
③　第 2回以後の保険料が払い込まれないままで猶予期間（第10条第①項）が経過した
ときには、保険契約は、猶予期間（第10条第①項）の満了日の翌日から効力を失いま
す（以下、「失効」といい、保険契約が失効した日を「失効日」といいます。）。

	第11条	 備考

❶　口座振替扱い、集団扱いま
たはクレジットカード払扱い
を選択する場合、当会社の定
める特約の付加を要します。

	第12条	 備考

❶　第 1回保険料が払い込まれ
ないときは契約日とします。
また、契約応当日がない月の
場合には、その月の末日を契
約応当日とします。

❷　保険料期間の初日が到来し
ているものをいいます。

❸　複数の給付金がある場合に
はその合計額とします。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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④　第③項の場合、保険契約者は、返戻金（第２4条）を請求することができます。
⑤　保険契約が失効した場合であっても、保険契約者が、失効取消可能期間❶中に未払
込保険料❷を払い込んだときには、第③項の規定にかかわらず、失効日にさかのぼっ
て、保険契約は失効しなかったものとします。ただし、保険契約者が、第④項の規定
により返戻金を請求したときには、この取扱いはしません。
⑥　失効取消可能期間中に、保険契約が失効していなければ給付金の支払事由が発生し
ていた場合で、第⑤項の規定により失効が取り消されたときには、当会社は、給付金
を支払います。この場合、第 ８条第①項に定める請求日が失効の取消日❸よりも前で
あったときには、失効の取消日を請求日として取り扱います。

第14条 保険契約の復活

①　契約日が2023年10月 1 日以前の保険契約の場合には、保険契約者は、第13条（猶予
期間内に保険料の払込みがない場合の取扱い）第③項の規定によって保険契約が効力
を失った日から 3カ月以内であれば、被保険者の同意を得て、保険契約の復活を請求
することができます。この場合、被保険者に関する告知を要し、次の規定を適用しま
す。ただし、保険契約者が返戻金（第24条）を請求した後は、保険契約の復活を請求
することはできません。
1．第1８条（告知義務）
2．第1９条（告知義務違反による解除）
3．第20条（保険契約を解除できない場合）

②　第①項の規定にかかわらず、保険契約の復活を請求できるのは、第13条に定める失
効取消可能期間❶の満了日の翌日以降に限ります❷。

③　保険契約者は、保険契約の復活を請求する場合には、当会社の定める書類を提出し
てください。
④　当会社が保険契約の復活を承諾したときには、保険契約者は、未払込保険料を当会
社の指定した期日までに当会社の本社または当会社の指定した場所に払い込んでくだ
さい。
⑤　復活した保険契約の保障が開始する時は、当会社が第④項に定める金額を受け取っ
た時❸とします。この場合、保障が開始する日を復活日とします。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

	
「当会社の定める率の利息」
お取扱いの際の率によります

第15条 保険料の前納および一括払い

①　保険契約者は、当会社の定める取扱いの範囲内で、次により保険料を前納または一
括払いすることができます。

保険料払込方法
（回数）

対象となる
保険料 割引きの扱い

前
納

新年掛および
新半年掛

将来の保険料
2カ年分以上

1年以内に到来する契約応当日❶の保険料を除
いて、当会社の定める率の割引きをします。

一
括
払
い

月掛
当月分以後の
保険料

一括払いされる保険料が 3カ月分以上であると
きには、当会社の定める方法による割引きをし
ます。また、一括払いされる保険料が 2カ年分
以上である場合には、12カ月分をこえる保険料
について、前納の場合の率による割引きをしま
す。

❶　失効日からその日を含めて
2カ月間とします。たとえ
ば、失効日が 3月 1日の場
合、 3月 1日から 4月30日ま
での期間をいいます。

❷　保険契約がそれ以後継続す
ることのない事由（被保険者
の死亡等）が失効取消可能期
間中に発生した場合は、その
事由が発生した日の属する月
までの未払込保険料とします。

❸　第⑤項の規定により未払込
保険料が払い込まれた日をい
います。以下同じ。

	第14条	 備考

❶　失効日からその日を含めて
2カ月間とします。たとえ
ば、失効日が 3月 1日の場
合、 3月 1日から 4月30日ま
での期間をいいます。

❷　保険契約者は、第①項の規
定にかかわらず、失効取消可
能期間中は、保険契約の復活
を請求することはできません。

❸　当会社の指定するデビット
カードにより第④項に定める
金額を払い込む場合は、当会
社所定のカードリーダー（端
末機）で決済処理が完了した
時をいいます。

	第15条	 備考

❶　契約応当日がない月の場合
には、その月の末日を契約応
当日とします。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第13条	 備考
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②　第①項の規定によって割り引かれた、次の保険料前納金または保険料一括払金の部
分は、当会社の定める率の利息を付けて当会社に積み立てておき、その払込期月の契
約応当日❶ごとに保険料の払込みに充当します。
1．保険料前納金のうち、 1年以内に到来する契約応当日の保険料を除いた部分
2．保険料一括払金のうち、12カ月分をこえる保険料の部分

③　保険契約が消滅した場合または保険料の払込みを要しなくなった場合、保険料前納
金または保険料一括払金の残金があるときには、これを保険契約者❷に払い戻します。

	
「当会社の定める率の割引き」「当会社の定める率の利息」
お取扱いの際の率によります

	4	 社員配当（保険契約者への配当）について

第16条 社員配当金の計算

　当会社は、毎事業年度末に、定款の規定によって積み立てた社員配当準備金のうちか
ら、保険業法および同法にかかる命令にもとづき、主務官庁に報告した方法により、支
払うべき社員配当金を計算します。

第17条 社員配当金の支払い

①　当会社は、利差配当の社員配当金を次表のとおり支払います。この場合、第 4号に
該当する保険契約については、第 3号に該当する保険契約より下回る金額とします。

号 対象となる保険契約 支払いの方法

1

社員配当金の計算を行なった次の事業年度中
に契約日❶から ５年ごとの年単位の契約応当
日❷（以下「 ５年ごと応当日」といいます。）
が到来しその日に継続している保険契約。た
だし、その契約応当日の前日までの保険料が
払い込まれている場合に限ります。

社員配当金の計算を行なった次の
事業年度の ５年ごと応当日から、
当会社の定める率の利息を付けて
積み立てておき、保険契約者から
請求があったときまたは保険契約
が消滅したとき❸にその元利合計
額を現金で支払います。

2

社員配当金の計算を行なった次の事業年度中
に保険期間が満了した保険契約。ただし、保
険期間の満了日までの保険料が払い込まれて
いる場合に限ります。

現金で支払います。
ただし、保険契約が更新された場
合（第2５条）は、第 1号の規定に
準じて更新日から積み立て、更新
日以後第1号の規定を適用します。

3

契約日❶から 1年をこえて継続し、かつ、社
員配当金の計算を行なった次の事業年度中に
発生した死亡給付金の支払事由により死亡給
付金を支払うべき保険契約。ただし、直前の
５年ごと応当日❷から起算して 1年以内に発
生した死亡給付金の支払事由により死亡給付
金を支払うべき保険契約は除きます。

4

契約日❶から 2年をこえて継続し、かつ、社
員配当金の計算を行なった次の事業年度中に
前号以外の事由により消滅した保険契約。た
だし、直前の ５年ごと応当日から起算して 1
年以内に消滅した保険契約は除きます。

②　当会社は、第①項に定める社員配当金とは別に、契約日から所定年数を経過した保
険契約に対して、社員配当金を支払うことがあります。

❶　契約応当日がない月の場合
には、その月の末日を契約応
当日とします。

❷　死亡給付金を支払うときは
死亡給付金受取人とします。

	第17条	 備考

❶　保険契約が更新された場合
（第25条）は、更新日とします。

❷　契約応当日がない月の場合
には、その月の末日を契約応
当日とします。

❸　保険契約が更新された場合
（第25条）を除きます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第15条	 備考
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③　社員配当金は、保険契約者❹に支払います。
④　社員配当金の受取人は、当会社の定める書類を提出して、社員配当金を請求してく
ださい。
⑤　社員配当金の支払いにあたっては、第 ８条（給付金の支払いの場所と時期）第①項
の規定を準用します。

	
「当会社の定める率の利息」
お取扱いの際の率によります

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

	5	 告知義務と重大事由による解除について

第18条 告知義務

　当会社が、保険契約の締結または復活（第14条）の際、支払事由の発生の可能性に関
する重要な事項のうち所定の書面で告知を求めた事項について、保険契約者または被保
険者❶は、その書面で告知してください。ただし、当会社の指定する医師が口頭で質問
した事項については、その医師に口頭で告知してください。

第19条 告知義務違反による解除

①　保険契約者または被保険者❶が、故意または重大な過失によって、第1８条（告知義
務）の規定により当会社が告知を求めた事項について、事実を告げなかったかまたは
事実でないことを告げた場合には、当会社は、将来に向って保険契約を解除すること
ができます。
②　当会社は、給付金の支払事由が発生した後においても、第①項の規定により保険契
約を解除することができます。この場合には、給付金を支払いません。また、すでに
給付金を支払っていたときにはその返還を求めることができます。ただし、保険契約
者、被保険者または死亡給付金受取人が、給付金の支払事由の発生が解除の原因と
なった事実に基づかないことを証明したときには、給付金を支払います。
③　本条の規定による保険契約の解除は、保険契約者に対する通知によって行ないま
す。ただし、保険契約者が不明であるかもしくはその所在が不明であるとき、または
その他正当な理由によって保険契約者に通知できないときには、被保険者または死亡
給付金受取人に通知します。
④　死亡給付金受取人に解除の通知を行なうときには、当会社がそのうち 1人に対して
行なった通知はその他の死亡給付金受取人に対してもその効力を有するものとします。
⑤　当会社は、保険契約を解除した場合に、返戻金（第24条）があるときはこれを保険
契約者に支払います。

第20条 保険契約を解除できない場合

①　当会社は、次のいずれかの場合には、第1９条（告知義務違反による解除）の規定に
よる保険契約の解除をすることができません。
1．当会社が、保険契約の締結または復活（第14条）の際、解除の原因となる事実を
知っていたとき、または過失によって知らなかったとき
2．保険媒介者が、保険契約者または被保険者❶が告知（第1８条）をすることを妨げ
たとき
3．保険媒介者が、保険契約者または被保険者❶に対し、告知（第1８条）をしないこ
とを勧めたとき、または事実でないことを告げることを勧めたとき
4．当会社が、保険契約の締結または復活（第14条）後、解除の原因となる事実を知

❹　死亡給付金を支払うときは
死亡給付金受取人に支払いま
す。

	第18条	 備考

❶　満15歳未満のときはその親
権者を含みます。

	第19条	 備考

❶　満15歳未満のときはその親
権者を含みます。

	第20条	 備考

❶　満15歳未満のときはその親
権者を含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第17条	 備考
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り、その事実を知った日から 1カ月が経過したとき
５．保険契約が責任開始時❷の属する日から 2年をこえて有効に継続したとき。ただ
し、次のいずれかに該当した場合を除きます。
ア．責任開始時の属する日から 2年以内に解除の原因となる事実に基づいて給付金
の支払事由が生じていた場合
イ．責任開始時前に発生した解除の原因となる事実が責任開始時以後に発生してい
たのであれば、責任開始時の属する日から 2年以内に給付金の支払事由が生じ	
ていた場合

②　第①項第 2号および第 3号の規定は、当該各号に規定する保険媒介者の行為がな
かったとしても、保険契約者または被保険者❶が、第1８条（告知義務）の規定により
当会社が告知を求めた事項について、事実を告げなかったかまたは事実でないことを
告げたと認められるときは、適用しません。

第21条 重大事由による解除

①　当会社は、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、この保険契約を将
来に向って解除することができます。
1．以下の給付金を詐

さ

取
しゅ

する目的または他人に詐取させる目的で、以下のいずれかの
者が事故招致❶をした場合

給付金 事故招致した者
この保険契約の災害入院給付金、疾病入
院給付金、集中治療給付金および手術給
付金

保険契約者
被保険者
給付金の受取人

死亡給付金❷
保険契約者
死亡給付金受取人

2．この保険契約の以下の給付金の請求に関し、以下の者に詐欺行為❸があった場合

給付金 詐欺行為を行なった者
災害入院給付金、疾病入院給付金、集中
治療給付金および手術給付金

給付金の受取人

死亡給付金 死亡給付金受取人

3．他の保険契約との重複によって、被保険者にかかる給付金額等の合計額が著しく
過大であって、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれがある場合
4．保険契約者、被保険者または給付金の受取人が、次のいずれかに該当する場合
ア．暴力団、暴力団員❹、暴力団準構成員、暴力団関係企業その他の反社会的勢力
（以下「反社会的勢力」といいます。）に該当すると認められること
イ．反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をし
ていると認められること
ウ．反社会的勢力を不当に利用していると認められること
エ．保険契約者または給付金の受取人が法人の場合、反社会的勢力がその法人の経
営を支配し、またはその法人の経営に実質的に関与していると認められること
オ．その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる
こと

５．次のアまたはイなどにより、当会社の保険契約者、被保険者または給付金の受取
人に対する信頼を損ない、この保険契約を継続することを期待しえない第 1号から
第 4号までに掲げる事由と同等の事由がある場合
ア．他の保険契約が重大事由により解除されること
イ．保険契約者、被保険者または給付金の受取人が他の保険者との間で締結した保
険契約または共済契約が重大事由により解除されること

❷　第 1条（保障の開始）の規
定により保障が開始する時を
いいます。復活が行なわれた
場合は、第14条（保険契約の
復活）の規定により保障が開
始する時をいいます。

❶　満15歳未満のときはその親
権者を含みます。

	第21条	 備考

❶　事故招致の未遂を含みます。

❷　他の保険契約の死亡保険金
を含み、保険種類および給付
の名称の如何を問いません。

❸　詐欺行為の未遂を含みます。

❹　暴力団員でなくなった日か
ら 5年を経過しない者を含み
ます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第20条	 備考
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②　当会社は、給付金の支払事由が発生した後においても、第①項の規定によりこの保
険契約を解除することができます。この場合には、第①項各号に定める事由の発生時
以後に生じた支払事由による給付金❺の支払いをしません。また、この場合に、すで
に給付金を支払っていたときにはその返還を求めることができます。
③　本条の規定による保険契約の解除は、保険契約者に対する通知によって行ないま
す。ただし、保険契約者が不明であるかもしくはその所在が不明であるとき、または
その他正当な理由によって保険契約者に通知できないときには、被保険者または給付
金の受取人に通知します。
④　死亡給付金受取人に解除の通知を行なうときには、当会社がそのうちの 1人に対し
て行なった通知はその他の死亡給付金受取人に対してもその効力を有するものとしま
す。
⑤　当会社は、保険契約を解除した場合に、返戻金（第24条）があるときはこれを保険
契約者に支払います。
⑥　第⑤項の規定にかかわらず、当会社は、第①項第 4号の規定によりこの保険契約を
解除した場合で、給付金の一部の受取人に対して第②項の規定を適用し給付金を支払
わないときは、この保険契約のうち支払われない給付金に対応する部分については第
⑤項の規定を適用し、その部分の返戻金（第24条）を保険契約者に支払います。

	6	 解約・無効について

第22条 保険契約の解約

①　保険契約者は、いつでも将来に向って保険契約を解約することができます。この場
合、当会社は、返戻金（第24条）があるときはこれを保険契約者に支払います。
②　保険契約者は、保険契約を解約する場合には、当会社の定める書類を提出してくだ
さい。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

第23条 詐欺による取消し、不法取得目的による無効

①　保険契約者、被保険者または給付金の受取人の詐欺により保険契約を締結または復
活（第14条）したときには、当会社は、保険契約を取り消すことができます。この場
合、すでに払い込まれた保険料は払い戻しません。
②　保険契約者が給付金を不法に取得する目的または他人に給付金を不法に取得させる
目的で保険契約を締結または復活（第14条）した場合には、保険契約を無効とし、す
でに払い込まれた保険料は払い戻しません。

第24条 返戻金の支払い

①　保険契約が失効し、解除されまたは解約された場合の返戻金は、保険料を払い込ん
だ年月数および経過した年月数により計算します。
②　保険契約者は、当会社の定める書類を提出して、返戻金を請求してください。
③　返戻金の場所と時期については、第 8条（給付金の支払いの場所と時期）第①項の
規定を準用します。
④　第13条第③項の規定によってこの保険契約❶が失効した場合で、保険契約者から、
失効日の属する月の翌月から起算して ６カ月目の月の1６日❷（以下、「自動送金日」と
いいます。）の前営業日までに返戻金の請求がないとき❸には、次のとおり取扱います。
1．次のアおよびイのいずれも満たすときは、自動送金日に保険契約者から返戻金の
請求があったものとみなして❹、第③項に規定される返戻金の支払いの場所に関す

❺　第①項第 4号のみに該当し
た場合で、第①項第 4号アか
らオまでに該当した者が、給
付金の受取人のみであり、そ
の受取人が給付金の一部の受
取人であるときは、給付金の
うち、その受取人に支払われ
るべき給付金をいいます。

	第24条	 備考

❶　契約日が2023年10月 2 日以
降の保険契約に限ります。

❷　たとえば、失効日が 3月 1
日の場合、 9月16日をいいま
す。

❸　返戻金の請求書類が当会社
に到達しなかったことをいい
ます。

❹　第②項に定める書類の提出
を受けずに、返戻金の請求が
あったものとみなします。❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第21条	 備考
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る定めにかかわらず、当会社は、保険契約者名義の預貯金口座（本号アのａまたは
ｂに規定される預貯金口座）への振込みによって返戻金を支払います。
ア．次のいずれかの預貯金口座があること
ａ．保険契約者から返戻金の振込先として指定された預貯金口座
ｂ．この保険契約の保険料を「口座振替扱い」により払い込んでいた場合に、そ
の振替口座として使用していた保険契約者名義の預貯金口座

イ．その他当社の定めた基準を満たすこと
2．第 1号に該当しない場合、保険契約者は、当会社の定める書類を提出して、返戻
金を請求してください。この場合、返戻金の支払いの場所と時期については、第 ８
条（給付金の支払いの場所と時期）第①項の規定を準用します。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

	7	 保険契約の更新について

第25条 保険契約の更新

①　以下の条件を全て満たす場合には、保険契約者が保険期間の満了日の 2カ月前まで
に保険契約を更新しない旨を通知しない限り、保険契約は、保険期間の満了日の翌日
（以下「更新日」といいます。）に更新されるものとします。
1．更新日に当会社がこの保険契約の締結を取り扱っていること
2．更新日における被保険者の年齢および更新後の保険契約の保険期間の満了日の翌
日における被保険者の年齢が、いずれも当会社の定める取扱いの範囲内におさまっ
ていること
3．更新日の前日までの保険料が払い込まれていること

②　更新後の保険契約の第 1回保険料は、更新日までに払い込んでください。この場合、
保険料払込方法（回数）が新年掛および新半年掛の場合には、更新日の翌日から 2カ
月間、月掛の場合には、更新日の属する月の翌月末日までを、保険料払込みの猶予期
間とし、第12条（保険料が払い込まれない間に給付金の支払事由が発生した場合の取
扱い）の規定を準用します。ただし、猶予期間中にその保険料が払い込まれなかった
ときは、更新はなかったものとします。
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③　更新後の保険契約については、次に定めるところによります。

更新後の保険契約について 取扱い

基準入院給付金日額

更新前の保険契約の基準入院給付金日額と同一と
します。ただし、更新前の保険契約の保険期間の
満了日の 2カ月前までに保険契約者から当会社の
定める書類による申出があれば、当会社の定める
金額の範囲内で、基準入院給付金日額を変更して
更新することができます。

保険期間
更新前の保険契約の保険期間と同一とします。た
だし、当会社の定める方法により、保険期間を変
更して更新されることがあります。

保険料 更新日における被保険者の年齢によって計算します。

次の各規定の適用
・第 3条（災害入院給付金および
疾病入院給付金の支払い）

・	第 4 条（集中治療給付金の支払
い）
・第 ５条（手術給付金の支払い）
・第 ６条（死亡給付金の支払い）
・	第20条（保険契約を解除できな
い場合）

更新前の保険期間と更新後の保険期間とは継続し
た保険期間として取り扱います。

給付金の支払限度の規定の適用
・	第 3 条（災害入院給付金および
疾病入院給付金の支払い）第
③項第 1号

・	第 4 条（集中治療給付金の支払
い）第③項第 1号

更新前と更新後で支払日数を通算します。

普通保険約款および保険料率
更新日における普通保険約款および保険料率を適
用します。

④　保険契約の更新が行なわれた場合には、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。
⑤　更新時に当会社がこの保険の締結を取り扱っていない場合は、更新の取扱いに準じ
て当会社の定める他の保険を更新時に締結します。

	
被保険者の年齢の範囲
「しおり」の「ご契約の更新」をご参照ください

	8	 内容の変更について

第26条 保険料払込方法（回数）の変更

　保険契約者は、当会社の定める取扱いの範囲内で、保険料払込方法（回数）を変更す
ることができます。

第27条 基準入院給付金日額の減額

①　保険契約者は、基準入院給付金日額を減額することができます。ただし、当会社は、
減額後の基準入院給付金日額が当会社の定める限度を下回る減額は取り扱いません。
②　基準入院給付金日額が減額された場合には、保険契約は減額分だけ解約されたもの
として取り扱います。この場合、当会社は、返戻金（第24条）があるときはこれを保
険契約者に支払います。
③　保険契約者は、基準入院給付金日額の減額をする場合には、当会社の定める書類を
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提出してください。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

	9	 保険契約者・死亡給付金受取人の変更などについて

第28条 当会社への通知による死亡給付金受取人の変更

①　保険契約者は、死亡給付金の支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得た上
で、当会社に対する通知により、死亡給付金受取人を変更することができます。
②　保険契約者は、第①項の通知をする場合には、当会社の定める書類を当会社に提出
してください。
③　第①項の通知が当会社に到達する前に、変更前の死亡給付金受取人に給付金を支
払ったときは、その支払い後に変更後の死亡給付金受取人から給付金の請求を受けて
も、当会社はこれを支払いません。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

第29条 遺言による死亡給付金受取人の変更

①　第2８条に定めるほか、保険契約者は、死亡給付金の支払事由が発生するまでは、法
令上有効な遺言により、死亡給付金受取人を変更することができます。
②　第①項の死亡給付金受取人の変更は、被保険者の同意がなければ、その効力を生じ
ません。
③　第①項および第②項による死亡給付金受取人の変更は、保険契約者が死亡した後、
保険契約者の相続人が当会社に通知しなければ、これを当会社に対抗することができ
ません。
④　保険契約者の相続人が第③項の通知をするときは、当会社の定める書類を当会社に
提出してください。

第30条 死亡給付金受取人の死亡

①　死亡給付金受取人が支払事由の発生以前に死亡したときは、その法定相続人を死亡
給付金受取人とします。
②　第①項の規定により死亡給付金受取人となった者が死亡した場合に、この者に法定
相続人がいないときは、第①項の規定により死亡給付金受取人となった者のうち生存
している他の死亡給付金受取人を死亡給付金受取人とします。
③　第①項および第②項の規定により死亡給付金受取人となった者が 2人以上いる場
合、その受取割合は均等とします。

第31条 保険契約者の変更

①　保険契約者は、被保険者の同意および当会社の承諾を得て、保険契約上の一切の権
利義務を第三者に承継させることができます。
②　第①項の場合には、保険契約者は、当会社の定める書類を提出してください。

	
「当会社の定める書類」
「しおり」の「手続きに必要な書類一覧」に掲載しています

第32条 保険契約者または死亡給付金受取人の代表者

①　保険契約について保険契約者が 2人以上いるときには、代表者 1人を定めてくださ
い。この場合には、その代表者は、保険契約について他の保険契約者を代理するもの
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とします。
②　第①項の代表者が定まらないときまたはその所在が不明であるときには、保険契約
について当会社が保険契約者の 1人に対してした行為は、他の保険契約者に対しても
効力を有するものとします。
③　第①項および第②項の規定は、災害入院給付金、疾病入院給付金、集中治療給付金
および手術給付金の受取人の相続人または死亡給付金受取人もしくはその相続人が 2
人以上いる保険契約において、それらの者が給付金を請求する場合に準用します。

第33条 保険契約者の連帯責任

　保険契約について保険契約者が 2人以上あるときには、各保険契約者は、連帯して保
険契約上の責任を負うものとします。

第34条 保険契約者の住所等の変更

①　保険契約者が住所または通信先を変更したときには、直ちに当会社の本社または当
会社の指定した場所に通知してください。
②　保険契約者が第①項の通知をしなかったときには、当会社の知った最終の住所また
は通信先に発した通知は、保険契約者に到達したものとみなします。

	10	その他

第35条 給付金の受取人による保険契約の存続

①　差押債権者、破産管財人その他の保険契約者以外の者で保険契約の解約をすること
ができる者（以下、「債権者等」といいます。）による保険契約の解約は、解約の通知
が当会社に到達した時から 1カ月を経過した日に効力を生じます。

②　第①項の解約が通知された場合でも、通知の時において次の各号のすべてを満たす
給付金の受取人が、保険契約者の同意を得て、第①項の期間が経過するまでの間に、
当該解約の通知が当会社に到達した日に解約の効力が生じたとすれば当会社が債権者
等に支払うべき金額を債権者等に支払い、かつ、当会社にその旨を通知したときは、
第①項の解約はその効力を生じません。
1．保険契約者もしくは被保険者の親族または被保険者本人であること
2．保険契約者でないこと

③　給付金の受取人は、第②項の通知をする場合には、当会社の定める書類を当会社に
提出してください。
④　第①項の解約の通知が当会社に到達した日以後、その解約の効力が生じまたは第②
項の規定により効力が生じなくなるまでに、死亡給付金の支払事由が生じ、当会社が
死亡給付金を支払うべきときは、その支払うべき金額の限度で、第②項本文の金額を
債権者等に支払います。この場合、その支払うべき金額から債権者等に支払った金額
を差し引いた残額を、死亡給付金受取人に支払います。

第36条 年齢の計算

　被保険者の年齢は満年で計算し、 1年未満の端数については、 ６カ月以下のものは切
り捨て、 ６カ月をこえるものは 1年とします。

第37条 年齢または性別の誤りがあった場合の取扱い

①　保険契約の申込書に記載された被保険者の年齢に誤りがあった場合には、契約日お
よびその誤りが発見された日のいずれの日においても実際の年齢が当会社の契約する
年齢の範囲外のときには、当会社は、保険契約を取り消すことができるものとし、そ
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の他のときには当会社の定める方法により実際の年齢に基づいて保険料を変更し、保
険料の差額の精算を行ない、保険契約を継続させるものとします。なお、取り消した
場合には、すでに払い込まれた保険料を保険契約者に払い戻します。
②　保険契約の申込書に記載された被保険者の性別に誤りがあった場合には、当会社の
定める方法により実際の性別に基づいて保険料を変更し、保険料の差額の精算を行な
い、保険契約を継続させるものとします。

第38条 時効

　給付金、返戻金（第２4条）、積立金❶または社員配当金を請求する権利は、これらを行
使することができる時から 3年間行使しない場合には、時効によって消滅します。

第39条 法令等の改正に伴う保険契約の変更

　公的医療保険制度の改正が行なわれた場合には、当会社は、主務官庁の認可を得て、
この保険の支払事由を変更することがあります。支払事由を変更する場合、当会社はそ
の旨を改正に関する法令の公布の日から ６カ月以内にあらかじめ保険契約者に通知しま
す。

第40条 法人契約特則の適用

　保険契約者または死亡給付金受取人が会社、官公署等の団体（団体の代表者を含みま
す。）である場合には、法人契約特則を適用します。

第41条 契約日が平成22年 3 月 1 日以前の場合の特則

　契約日が平成22年 3 月 1 日以前の場合には、保険料払込方法（回数）について、新年
掛を年掛に、新半年掛を半年掛に読み替えたうえで、以下のとおりとします。
1．第10条第④項を次のとおりに読み替えます。

④　払い込んだ保険料に対応する保険料期間中に、保険契約が消滅したときまた
は保険料の払込みを要しなくなったときには、その払い込まれた保険料は払い
戻しません。

2．第24条第①項を次のとおりに読み替えます。

①　保険契約が失効し、解除されまたは解約された場合の返戻金は、保険料を払
い込んだ年月数により計算します。

第42条 契約日が平成26年 4 月 1 日以前の場合の特則

　契約日が平成２6年 4 月 1 日以前の場合には、第11条を次のとおりに読み替えます。

第11条 保険料払込方法（経路）

①　保険契約者は、次のいずれかの保険料払込方法（経路）を選択することができ
ます。ただし、選択できる保険料払込方法（経路）が、当会社の定めにより、次
のうちの一部のみとなることがあります。

	第38条	 備考

❶　当会社の定める方法によっ
て計算される保険契約に対す
る責任準備金のことをいいま
す。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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保険料払込方法（経路）

店頭扱い
当会社の本社または当会社の指定した場所に持参して払い込む
方法

送金扱い
金融機関等の当会社の指定した口座に送金することにより払い
込む方法

集金扱い
当会社の派遣した集金人に払い込む方法（保険契約者の指定し
た集金先が当会社の定めた地域内にある場合に限ります。）

口座振替扱い❶ 当会社の指定した金融機関等の口座振替により払い込む方法

集団扱い❶
所属団体（その事業所を含みます。以下同じ。）を通じ払い込
む方法（所属団体と当会社との間に集団扱いに関する契約等が
締結されている場合に限ります。）

クレジット
カード払扱い❶

当会社の指定するクレジットカード発行会社のクレジットカー
ドにより払い込む方法

②　集金扱いの場合、払込期月内に払い込まれなかった保険料は、猶予期間（第10
条第①項）の満了する日までに当会社の本社または当会社の指定した場所に払い
込んでください❷。

③　保険料払込方法（回数）が月掛の保険契約について集金扱いの場合、猶予期間
（第10条第①項）中の未払込保険料があるときは、その未払込保険料の払込みが
あったのち、その猶予期間中に到来する契約応当日❸の保険料を集金します。

④　保険契約者は、当会社の定める取扱いの範囲内で、第 2回以後の保険料の保険
料払込方法（経路）を変更することができます。
⑤　集金扱い、口座振替扱い、集団扱いまたはクレジットカード払扱いの保険契約
の場合、その保険料払込方法（経路）によって保険料を払い込むことができなく
なったときには、保険契約者は、保険料払込方法（経路）を他の方法に変更して
ください。変更を行なうまでの間の保険料については、当会社の本社または当会
社の指定した場所に払い込んでください。

第43条 電磁的方法による保険契約の申込み手続き等に関する特則

①　保険契約者または被保険者は、当会社の承諾を得て、書面に代えて電磁的方法❶に
より、保険契約の申込みおよび告知をすることができるものとします。
②　第①項のほか、当会社は、保険契約者、被保険者または給付金の受取人が当会社に
提出する書類について、書面に代えて電磁的方法❶により提出することを認めること
があります。

第44条 保険契約の内容変更等の効力

①　次の手続きの承諾の効力は、当会社がその承諾の通知を発した時から生じるものと
します。
1 ．第14条（保険契約の復活）
2．第31条（保険契約者の変更）

②　第①項各号の手続きの請求は、請求後に保険契約者が死亡し、意思能力を有しない
常況にある者となり、または行為能力の制限を受けた場合においても、効力を有する
ものとします。

（平成20年 4 月 2 日実施令和 ６年 4月 2日改正）

❶　口座振替扱いまたは集団扱
いを選択する場合、当会社の
定める特約の付加を要します。

❶　口座振替扱い、集団扱いま
たはクレジットカード払扱い
を選択する場合、当会社の定
める特約の付加を要します。

❷　ただし、あらかじめ保険契
約者から保険料払込みの用意
の申出があったときは猶予期
間中でも集金人を派遣します。

❸　契約応当日がない月の場合
には、その月の末日を契約応
当日とします。

	第43条	 備考

❶　電子情報処理組織を使用す
る方法その他の情報通信技術
を利用する方法をいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

	第11条（読み替え後）	 備考
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別表 1　　　対象となる不慮の事故

　対象となる不慮の事故とは、表 1によって定義づけられる急激かつ偶発的な外来の事故（ただし、疾病または体質
的な要因を有する者が軽微な外因により発症しまたはその症状が悪化したときには、その軽微な外因は急激かつ偶発
的な外来の事故とみなしません。）で、かつ、平成 ６年10月12日総務庁告示第７５号に基づく厚生労働省大臣官房統計
情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要ICD－10（2003年版）準拠」に記載された分類のうち表 2に定めるも
のをいいます（ただし、表 2の「除外するもの」欄にあるものを除きます。）。

表 1　　　急激、偶発、外来の定義

用語 定義
1 ．急激 事故から傷害の発生までの経過が直接的で、時間的間隔のないことをいいます。（慢性、

反復性、持続性の強いものは該当しません。）

2．偶発 事故の発生または事故による傷害の発生が被保険者にとって予見できないことをいいま
す。（被保険者の故意にもとづくものは該当しません。）

3．外来 事故が被保険者の身体の外部から作用することをいいます。（疾病や疾病に起因するも
の等身体の内部に原因があるものは該当しません。）
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表 2　　　対象となる不慮の事故の分類項目（基本分類コード）

分類項目（基本分類コード） 除外するもの
1 ．交通事故（V01～V９９）
2 ．不慮の損傷のその他の外因（W00～X５９） ・飢餓・渇
・転倒・転落（W00～W1９）

・生物によらない機械的な力への曝
ばく

露
ろ
❶（W20～W4９）

・騒音への曝露（W42）
・振動への曝露（W43）

・生物による機械的な力への曝
ばく

露
ろ

（W５0～W６4）
・不慮の溺

でき

死および溺
でき

水（W６５～W７4）

・その他の不慮の窒息（W７５～W８4）

・疾病による呼吸障害、嚥
えん

下
げ

障害、精神神経障害
の状態にある者の次の誤

ご

嚥
えん

〈吸引〉
胃内容物の誤嚥〈吸引〉（W７８）
気道閉塞を生じた食物の誤嚥〈吸引〉（W７９）
気道閉塞を生じたその他の物体の誤嚥〈吸引〉
（W８0）

・電流、放射線ならびに極端な気温および気圧への曝
ばく

露
ろ

（W８５～W９９）
・高圧、低圧および気圧の変化への曝露（W９4）（高
山病など）

・煙、火および火炎への曝
ばく

露
ろ

（X00～X0９）
・熱および高温物質との接触（X10～X1９）
・有毒動植物との接触（X20～X2９）

・自然の力への曝
ばく

露
ろ

（X30～X3９）
・自然の過度の高温への曝露（X30）中の気象条件
によるもの（熱中症、日射病、熱射病など）

・有害物質による不慮の中毒および有害物質への曝
ばく

露
ろ

（X40～X4９）❷❸
・疾病の診断、治療を目的としたもの

・無理ながんばり、旅行および欠乏状態（X５0～X５７）

・無理ながんばりおよび激しい運動または反復性
の運動（X５0）中の過度の肉体行使、レクリエー
ション、その他の活動における過度の運動

・旅行および移動（X５1）（乗り物酔いなど）
・無重力環境への長期滞在（X５2）

・その他および詳細不明の要因への不慮の曝
ばく

露
ろ

（X５８
～X５９）

3 ．加害にもとづく傷害および死亡（X８５～Y0９）
4 ．法的介入および戦争行為（Y3５～Y3６） ・合法的処刑（Y3５.５）
５ ．内科的および外科的ケアの合併症（Y40～Y８4） ・疾病の診断、治療を目的としたもの
・治療上の使用により有害作用を引き起こした薬物、
薬剤および生物学的製剤（Y40～Y５９）によるもの❸

・外科的および内科的ケア時における患者に対する医
療事故（Y６0～Y６９）

・治療および診断に用いて副反応を起こした医療用器
具（Y７0～Y８2）によるもの

・患者の異常反応または後発合併症を生じた外科的お
よびその他の医学的処置で、処置時には事故の記
載がないもの（Y８3～Y８4）

備考
❶　「曝

ばく

露
ろ

」とは、その環境にさらされることをいいます。
❷　洗剤、油脂およびグリース、溶剤その他の化学物質による接触皮膚炎ならびにサルモネラ性食中毒、細菌性食中毒
（ブドー球菌性、ボツリヌス菌性、その他および詳細不明の細菌性食中毒）およびアレルギー性・食事性・中毒性の胃
腸炎、大腸炎は含まれません。
❸　外用薬または薬物接触によるアレルギー、皮膚炎などは含まれません。
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表 2　　　対象となる不慮の事故の分類項目（基本分類コード）

分類項目（基本分類コード） 除外するもの
1 ．交通事故（V01～V９９）
2 ．不慮の損傷のその他の外因（W00～X５９） ・飢餓・渇
・転倒・転落（W00～W1９）

・生物によらない機械的な力への曝
ばく

露
ろ
❶（W20～W4９）

・騒音への曝露（W42）
・振動への曝露（W43）

・生物による機械的な力への曝
ばく

露
ろ

（W５0～W６4）
・不慮の溺

でき

死および溺
でき

水（W６５～W７4）

・その他の不慮の窒息（W７５～W８4）

・疾病による呼吸障害、嚥
えん

下
げ

障害、精神神経障害
の状態にある者の次の誤

ご

嚥
えん

〈吸引〉
胃内容物の誤嚥〈吸引〉（W７８）
気道閉塞を生じた食物の誤嚥〈吸引〉（W７９）
気道閉塞を生じたその他の物体の誤嚥〈吸引〉
（W８0）

・電流、放射線ならびに極端な気温および気圧への曝
ばく

露
ろ

（W８５～W９９）
・高圧、低圧および気圧の変化への曝露（W９4）（高
山病など）

・煙、火および火炎への曝
ばく

露
ろ

（X00～X0９）
・熱および高温物質との接触（X10～X1９）
・有毒動植物との接触（X20～X2９）

・自然の力への曝
ばく

露
ろ

（X30～X3９）
・自然の過度の高温への曝露（X30）中の気象条件
によるもの（熱中症、日射病、熱射病など）

・有害物質による不慮の中毒および有害物質への曝
ばく

露
ろ

（X40～X4９）❷❸
・疾病の診断、治療を目的としたもの

・無理ながんばり、旅行および欠乏状態（X５0～X５７）

・無理ながんばりおよび激しい運動または反復性
の運動（X５0）中の過度の肉体行使、レクリエー
ション、その他の活動における過度の運動

・旅行および移動（X５1）（乗り物酔いなど）
・無重力環境への長期滞在（X５2）

・その他および詳細不明の要因への不慮の曝
ばく

露
ろ

（X５８
～X５９）

3 ．加害にもとづく傷害および死亡（X８５～Y0９）
4 ．法的介入および戦争行為（Y3５～Y3６） ・合法的処刑（Y3５.５）
５ ．内科的および外科的ケアの合併症（Y40～Y８4） ・疾病の診断、治療を目的としたもの
・治療上の使用により有害作用を引き起こした薬物、
薬剤および生物学的製剤（Y40～Y５９）によるもの❸

・外科的および内科的ケア時における患者に対する医
療事故（Y６0～Y６９）

・治療および診断に用いて副反応を起こした医療用器
具（Y７0～Y８2）によるもの

・患者の異常反応または後発合併症を生じた外科的お
よびその他の医学的処置で、処置時には事故の記
載がないもの（Y８3～Y８4）

備考
❶　「曝

ばく

露
ろ

」とは、その環境にさらされることをいいます。
❷　洗剤、油脂およびグリース、溶剤その他の化学物質による接触皮膚炎ならびにサルモネラ性食中毒、細菌性食中毒
（ブドー球菌性、ボツリヌス菌性、その他および詳細不明の細菌性食中毒）およびアレルギー性・食事性・中毒性の胃
腸炎、大腸炎は含まれません。
❸　外用薬または薬物接触によるアレルギー、皮膚炎などは含まれません。

別表 2　　　対象となる悪性新生物・上皮内新生物

　対象となる悪性新生物・上皮内新生物とは、以下の 1および 2をいいます。

1．平成 ６年10月12日総務庁告示第７５号に基づく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類
提要ICD－10（2003年版）準拠」（平成1８年 1 月 1 日現在）に記載された分類項目中、表 1の基本分類コードに規定
される内容によるもので、かつ、厚生労働省大臣官房統計情報部編「国際疾病分類－腫瘍学　第 3版」中、新生物
の性状を表す第 ５桁コードが表 2にあたるもの

表 1　　　対象となる悪性新生物・上皮内新生物の基本分類コード

分類項目 基本分類コード
口唇、口腔

くう

および咽頭の悪性新生物 Ｃ00－Ｃ14
消化器の悪性新生物 Ｃ1５－Ｃ2６
呼吸器および胸腔

くう

内臓器の悪性新生物 Ｃ30－Ｃ3９
骨および関節軟骨の悪性新生物 Ｃ40－Ｃ41
皮膚の黒色腫

しゅ

およびその他の皮膚の悪性新生物 Ｃ43－Ｃ44
中皮および軟部組織の悪性新生物 Ｃ4５－Ｃ4９
乳房の悪性新生物 Ｃ５0
女性生殖器の悪性新生物 Ｃ５1－Ｃ５８
男性生殖器の悪性新生物 Ｃ６0－Ｃ６3
腎
じん

尿路の悪性新生物 Ｃ６4－Ｃ６８
眼、脳およびその他の中枢神経系の部位の悪性新生物 Ｃ６９－Ｃ７2
甲状腺

せん

およびその他の内分泌腺
せん

の悪性新生物 Ｃ７3－Ｃ７５
部位不明確、続発部位および部位不明の悪性新生物 Ｃ７６－Ｃ８0
リンパ組織、造血組織および関連組織の悪性新生物 Ｃ８1－Ｃ９６
独立した（原発性）多部位の悪性新生物 Ｃ９７
上皮内新生物 Ｄ00－Ｄ0９
性状不詳または不明の新生物❶ Ｄ3７－Ｄ4８
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害❷ Ｄ５0－Ｄ８９

備考
❶　たとえば、真正赤血球増加症＜多血症＞（Ｄ45）、骨髄異形成症候群（Ｄ46）、慢性骨髄増殖性疾患（Ｄ47.1）、
本態性（出血性）血小板血症（Ｄ47.3）です。
❷　たとえば、ランゲルハンス細胞組織球症（Ｄ76.0）です。
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表 2　　　対象となる新生物の性状を表す第 5桁コード

新生物の性状を表す第 5桁コード
/2…上皮内癌
　　　　上皮内
　　　　非浸潤性
　　　　非侵襲性
/3…悪性、原発部位
/６…悪性、転移部位
　　　　悪性、続発部位
/９…悪性、原発部位または転移部位の別不詳

2．平成31年 4 月 2 日以降に診断確定された子宮頚
けい

部、膣部、外陰部および肛門部の中等度異形成

（注）	国際対がん連合（ＵＩＣＣ）の「ＴＮＭ分類」が「Ｔ 0」のものは、対象となる悪性新生物・上皮内新生物に
含みません。
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表 2　　　対象となる新生物の性状を表す第 5桁コード

新生物の性状を表す第 5桁コード
/2…上皮内癌
　　　　上皮内
　　　　非浸潤性
　　　　非侵襲性
/3…悪性、原発部位
/６…悪性、転移部位
　　　　悪性、続発部位
/９…悪性、原発部位または転移部位の別不詳

2．平成31年 4 月 2 日以降に診断確定された子宮頚
けい

部、膣部、外陰部および肛門部の中等度異形成

（注）	国際対がん連合（ＵＩＣＣ）の「ＴＮＭ分類」が「Ｔ 0」のものは、対象となる悪性新生物・上皮内新生物に
含みません。

別表 3　　　手術給付表

　「手術」とは、治療を直接の目的とする下表の手術番号 1～８９を指します。ただし、次の①～③は手術にあたりません。
　①　吸引、穿刺、洗浄などの「処置」
　②　神経ブロック
　③　輸血・点滴
　また、手術番号 1～８８においては、器具を用い、生体に切断、摘除、およびそれに準ずる操作を加えることをいいます。

手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§皮膚・乳房の手術
1 ．植皮術（2５㎠未満は除く。）	………………………………………………………10
2 ．乳房切断術…………………………………………………………………………10

§筋骨の手術（抜釘
てい

術は除く。）
3 ．骨移植術（軟骨移植術は含まない。）	……………………………………………10
4 ．骨髄

ずい

炎・骨結核手術（膿
のう

瘍
よう

の単なる切開は除く。）……………………………10
５ ．頭蓋

がい

骨観血手術（鼻骨・鼻
び

中
ちゅう

隔
かく

を除く。）	………………………………………10
➡ 注1		観血手術

６ ．鼻骨観血手術	………………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

７ ．上顎
がく

骨・下顎
がく

骨・顎
がく

関節観血手術（歯・歯肉の処置に伴うものは含まない。）	…10
➡ 注1		観血手術

８ ．脊
せき

椎
つい

（椎骨・椎間板を含む）・骨盤観血手術	……………………………………10
➡ 注1		観血手術

９ ．鎖骨・肩
けん

胛
こう

骨・肋
ろっ

骨・胸骨観血手術……………………………………………10
➡ 注1		観血手術

10．四肢切断術（手指・足指を除く。）	………………………………………………10
➡ 注2		手指・足指

11．切断四肢再接合術（骨・関節の離断に伴うもの。）	……………………………10
12．四肢骨・四肢関節観血手術（手指・足指を除く。）	……………………………10
➡ 注1		観血手術 	注2		手指・足指

13．筋・腱
けん

・靭
じん

帯観血手術（手指・足指を除く。筋炎手術および筋・腱
けん

・靭
じん

帯
に及ばない皮下軟部腫

しゅ

瘍
よう

の摘出術は含まない。）………………………………10
➡ 注1		観血手術 	注2		手指・足指

§呼吸器・胸部の手術
14．慢性副鼻

び

腔
くう

炎根本手術……………………………………………………………10
1５．喉

こう

頭観血手術（咽頭・扁
へん

桃
とう

腺
せん

に対する手術は含まない。）……………………10
➡ 注1		観血手術

1６．気管・気管支・肺・胸膜手術（開胸術を伴うもの。）	…………………………10
➡ 注3		開胸術

1７．胸郭形成術	…………………………………………………………………………10
1８．縦

じゅう

隔
かく

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術	……………………………………………………………………	10

§循環器・脾
ひ

の手術
1９．観血的血管形成術（血液透析用外シャント形成術は除く。）	…………………10
➡ 注1		観血手術

20．静脈瘤
りゅう

根本手術	……………………………………………………………………	10
21．大動脈・大静脈・肺動脈・肺静脈・冠動脈手術（開胸・開腹術を伴うもの。）	…10

➡ 注３		開胸・開腹術
22．心膜切開・縫合術	…………………………………………………………………10
23．直視下心臓内手術	…………………………………………………………………10
24．体内用ペースメーカー埋込術（電池交換を含む。）	……………………………10
2５．脾

ひ

摘除術	……………………………………………………………………………10

手		術		給		付		表		注

注1		観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注2		手指・足指
「手指」とは、中手指節関節（ちゅ
うしゅしせつかんせつ）を含まな
い末梢（末節骨・中節骨・基節（き
せつ）骨の一部）の部位をいいま
す。
「足指」とは、中足指節関節（ちゅ
うそくしせつかんせつ）を含まな
い末梢（末節骨・中節骨・趾（し）
骨・基節骨の一部）の部位をいい
ます。

注3		開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

中足指節関節

中手指節関節
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手		術		給		付		表		注

注1		観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注3		開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§消化器の手術
2６．耳下腺

せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
2７．顎

がく

下腺
せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
2８．食道離断術	…………………………………………………………………………10
2９．胃切除術	……………………………………………………………………………10
30．その他の胃・食道手術（開胸・開腹術を伴うもの。）	…………………………10
➡ 注３		開胸・開腹術

31．腹膜炎手術	…………………………………………………………………………10
32．肝臓・胆囊

のう

・胆道・膵
すい

臓観血手術………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

33．ヘルニア根本手術	…………………………………………………………………10
34．虫垂切除術・盲腸縫縮術	…………………………………………………………10
3５．直腸脱根本手術	……………………………………………………………………10
3６．その他の腸・腸間膜手術（開腹術を伴うもの。）	………………………………10
➡ 注3		開腹術

3７．痔
じ

瘻
ろう

・脱肛
こう

・裂肛
こう

・痔
じ

核根本手術（根治を目的としたもの。）………………10

§尿・性器の手術
3８．腎

じん

移植手術（受容者に限る。）	……………………………………………………10
3９．腎

じん

臓・腎
じん

盂
う

・尿管・膀
ぼう

胱
こう

観血手術（経尿道的操作は除く。）…………………10
➡ 注1		観血手術

40．尿道狭窄
さく

観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1		観血手術

41．尿瘻
ろう

閉鎖観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1		観血手術

42．陰茎切断術	…………………………………………………………………………10
43．睾

こう

丸・副睾
こう

丸・精管・精索・精囊
のう

・前立腺
せん

手術………………………………10
44．陰囊

のう

水腫
しゅ

根本手術…………………………………………………………………10
4５．子宮広汎全摘除術（単純子宮全摘などの子宮全摘除術は除く。）……………10
4６．子宮頸

けい

管形成術・子宮頸
けい

管縫縮術………………………………………………10
4７．帝王切開娩

べん

出術……………………………………………………………………10
4８．子宮外妊娠手術	……………………………………………………………………10
4９．子宮脱・膣

ちつ

脱手術…………………………………………………………………10
５0．その他の子宮手術（子宮頸

けい

管ポリープ切除術・人工妊娠中絶術を除く。）	…10
５1．卵管・卵巣観血手術（経膣

ちつ

的操作は除く。）	……………………………………10
➡ 注1		観血手術

５2．その他の卵管・卵巣手術	…………………………………………………………10

§内分泌器の手術
５3．下垂体腫

しゅ

瘍
よう

摘除術…………………………………………………………………10
５4．甲状腺

せん

手術…………………………………………………………………………10
５５．副腎

じん

摘除術…………………………………………………………………………10

§神経の手術
５６．頭蓋

がい

内観血手術……………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

５７．神経観血手術（形成術・移植術・切除術・減圧術・開放術・捻
ねん

除術。）……10
➡ 注1		観血手術

５８．観血的脊
せき

髄
ずい

腫
しゅ

瘍
よう

摘出手術…………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

５９．脊
せき

髄
ずい

硬膜内外観血手術……………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術
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手		術		給		付		表		注

注1		観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注3		開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§消化器の手術
2６．耳下腺

せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
2７．顎

がく

下腺
せん

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10
2８．食道離断術	…………………………………………………………………………10
2９．胃切除術	……………………………………………………………………………10
30．その他の胃・食道手術（開胸・開腹術を伴うもの。）	…………………………10
➡ 注３		開胸・開腹術

31．腹膜炎手術	…………………………………………………………………………10
32．肝臓・胆囊

のう

・胆道・膵
すい

臓観血手術………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

33．ヘルニア根本手術	…………………………………………………………………10
34．虫垂切除術・盲腸縫縮術	…………………………………………………………10
3５．直腸脱根本手術	……………………………………………………………………10
3６．その他の腸・腸間膜手術（開腹術を伴うもの。）	………………………………10
➡ 注3		開腹術

3７．痔
じ

瘻
ろう

・脱肛
こう

・裂肛
こう

・痔
じ

核根本手術（根治を目的としたもの。）………………10

§尿・性器の手術
3８．腎

じん

移植手術（受容者に限る。）	……………………………………………………10
3９．腎

じん

臓・腎
じん

盂
う

・尿管・膀
ぼう

胱
こう

観血手術（経尿道的操作は除く。）…………………10
➡ 注1		観血手術

40．尿道狭窄
さく

観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1		観血手術

41．尿瘻
ろう

閉鎖観血手術（経尿道的操作は除く。）……………………………………10
➡ 注1		観血手術

42．陰茎切断術	…………………………………………………………………………10
43．睾

こう

丸・副睾
こう

丸・精管・精索・精囊
のう

・前立腺
せん

手術………………………………10
44．陰囊

のう

水腫
しゅ

根本手術…………………………………………………………………10
4５．子宮広汎全摘除術（単純子宮全摘などの子宮全摘除術は除く。）……………10
4６．子宮頸

けい

管形成術・子宮頸
けい

管縫縮術………………………………………………10
4７．帝王切開娩

べん

出術……………………………………………………………………10
4８．子宮外妊娠手術	……………………………………………………………………10
4９．子宮脱・膣

ちつ

脱手術…………………………………………………………………10
５0．その他の子宮手術（子宮頸

けい

管ポリープ切除術・人工妊娠中絶術を除く。）	…10
５1．卵管・卵巣観血手術（経膣

ちつ

的操作は除く。）	……………………………………10
➡ 注1		観血手術

５2．その他の卵管・卵巣手術	…………………………………………………………10

§内分泌器の手術
５3．下垂体腫

しゅ

瘍
よう

摘除術…………………………………………………………………10
５4．甲状腺

せん

手術…………………………………………………………………………10
５５．副腎

じん

摘除術…………………………………………………………………………10

§神経の手術
５６．頭蓋

がい

内観血手術……………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

５７．神経観血手術（形成術・移植術・切除術・減圧術・開放術・捻
ねん

除術。）……10
➡ 注1		観血手術

５８．観血的脊
せき

髄
ずい

腫
しゅ

瘍
よう

摘出手術…………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

５９．脊
せき

髄
ずい

硬膜内外観血手術……………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

手		術		給		付		表		注

注1		観血手術
「観血手術」とは、臓器に切開を
加えて直視下で行なう手術をいい
ます。
なお、「腹腔鏡下」「胸腔鏡下」「関
節鏡下」に行なわれる手術も「観
血手術」として取扱います。

注3		開頭術・開胸術・開腹術
「開頭術」とは頭蓋骨を開き、硬
膜を露出、切開して行なわれる観
血手術をいいます。なお頭蓋骨を
開くことを伴う診断・検査も含み
ます。
「開胸術」とは胸膜を切開して胸
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお胸膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。
「開腹術」とは腹膜を切開して腹
腔内臓器に対して行なわれる観血
手術をいいます。なお腹膜の切開
を伴う診断・検査も含みます。

注4		悪性新生物根治手術
手術番号80の「悪性新生物根治手
術」とは、悪性新生物組織の完全
な除去を目的として行なう観血手
術で、原発病巣を含めてその周囲
組織を広範に切除し、転移の可能
性のあるリンパ節を郭清（かくせ
い）する手術をいいます。再発・
転移病巣に対する手術について
は、悪性新生物根治手術には該当
しません（手術番号82の「その他
の悪性新生物手術」とします）。

手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§感覚器・視器の手術
６0．眼瞼

けん

下垂症手術……………………………………………………………………10
６1．涙小管形成術	………………………………………………………………………10
６2．涙囊

のう

鼻
び

腔
くう

吻
ふん

合
ごう

術……………………………………………………………………10
６3．結膜囊

のう

形成術………………………………………………………………………10
６4．角膜移植術	…………………………………………………………………………10
６５．観血的前房・虹

こう

彩
さい

・硝
しょう

子
し

体・眼窩
か

内異物除去術	………………………………10
➡ 注1		観血手術

６６．虹
こう

彩
さい

前後癒
ゆ

着剝
はく

離術………………………………………………………………10
６７．緑内障観血手術	……………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

６８．白内障・水晶体観血手術	…………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

６９．硝
しょう

子
し

体観血手術……………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

７0．網膜剝
はく

離症手術……………………………………………………………………10
７1．レーザー・冷凍凝固による眼球手術（施術の開始日から６0日の間に 1回の
給付を限度とする。）………………………………………………………………10

７2．眼球摘除術・組織充塡
てん

術…………………………………………………………10
７3．眼窩

か

腫
しゅ

瘍
よう

摘出術……………………………………………………………………10
７4．眼筋移植術	…………………………………………………………………………10

§感覚器・聴器の手術
７５．観血的鼓膜・鼓室形成術（鼓膜切開術・チュービング術は含まない。）	……10
➡ 注1		観血手術

７６．乳様洞削開術	………………………………………………………………………10
７７．中耳根本手術	………………………………………………………………………10
７８．内耳観血手術	………………………………………………………………………10
➡ 注1		観血手術

７９．聴神経腫
しゅ

瘍
よう

摘出術…………………………………………………………………10

§悪性新生物の手術
８0．悪性新生物根治手術（ファイバースコープまたは血管・バスケットカテー
テルによる手術は除く。）…………………………………………………………10
➡ 注4		悪性新生物根治手術

８1．悪性新生物温熱療法（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を限度とす
る。）…………………………………………………………………………………10

８2．その他の悪性新生物手術（ファイバースコープまたは血管・バスケットカ
テーテルによる手術は除く。）……………………………………………………10

§上記以外の手術
８3．上記以外の開頭術	…………………………………………………………………10
➡ 注3		開頭術

８4．上記以外の開胸術	…………………………………………………………………10
➡ 注3		開胸術

８５．上記以外の開腹術	…………………………………………………………………10
➡ 注3		開腹術

８６．衝撃波による体内結石破砕術（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を
限度とする。）………………………………………………………………………10

８７．ファイバースコープまたは血管・バスケットカテーテルによる脳・喉
こう

頭・
胸・腹部臓器手術（検査・処置は含まない。施術の開始日から６0日の間に
1回の給付を限度とする。）………………………………………………………10
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手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§新生物放射線照射
８８．新生物放射線照射（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を限度とする。）
………………………………………………………………………………………10

§その他の入院時手術
８９．次のすべてを満たす手術（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を限度
とする。）…………………………………………………………………………… ５
➡ 注5		その他の入院時手術
⑴　入院日数が 1日以上の入院中に受けた手術
⑵　手術の直接の原因が入院の原因と同一
⑶　	公的医療保険制度に基づく診療報酬点数表によって手術料が算定され
る手術

⑷　手術番号 1～８８以外の手術

手		術		給		付		表		注

注5		その他の入院時手術
「その他の入院時手術」の用語の
定義は以下のとおりとします。
①　「入院」
「入院」とは、第 3条備考❶によ
ります。
②　「入院日数が 1日」
「入院日数が 1日」とは、第 3条
備考❺によります。
③　「公的医療保険制度」
「公的医療保険制度」とは、次の
いずれかの法律に基づく医療保険
制度をいいます。
　⑴　健康保険法
　⑵　国民健康保険法
　⑶　国家公務員共済組合法
　⑷　地方公務員等共済組合法
　⑸　私立学校教職員共済法
　⑹　船員保険法
　⑺　�高齢者の医療の確保に関す

る法律
④　「診療報酬点数表」
「診療報酬点数表」とは、手術を
受けた時点において、厚生省告示
および厚生労働省告示に基づき定
められている診療報酬点数表をい
います。
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手術
番号 手		術		の		種		類 基準入院給付金日額

に対する給付倍率
倍	

§新生物放射線照射
８８．新生物放射線照射（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を限度とする。）
………………………………………………………………………………………10

§その他の入院時手術
８９．次のすべてを満たす手術（施術の開始日から６0日の間に 1回の給付を限度
とする。）…………………………………………………………………………… ５
➡ 注5		その他の入院時手術
⑴　入院日数が 1日以上の入院中に受けた手術
⑵　手術の直接の原因が入院の原因と同一
⑶　	公的医療保険制度に基づく診療報酬点数表によって手術料が算定され
る手術

⑷　手術番号 1～８８以外の手術

手		術		給		付		表		注

注5		その他の入院時手術
「その他の入院時手術」の用語の
定義は以下のとおりとします。
①　「入院」
「入院」とは、第 3条備考❶によ
ります。
②　「入院日数が 1日」
「入院日数が 1日」とは、第 3条
備考❺によります。
③　「公的医療保険制度」
「公的医療保険制度」とは、次の
いずれかの法律に基づく医療保険
制度をいいます。
　⑴　健康保険法
　⑵　国民健康保険法
　⑶　国家公務員共済組合法
　⑷　地方公務員等共済組合法
　⑸　私立学校教職員共済法
　⑹　船員保険法
　⑺　�高齢者の医療の確保に関す

る法律
④　「診療報酬点数表」
「診療報酬点数表」とは、手術を
受けた時点において、厚生省告示
および厚生労働省告示に基づき定
められている診療報酬点数表をい
います。

別表 4　　　異常分娩のための入院

　「異常分娩のための入院」とは、出産を目的とした入院のうち、異常分娩のために必要となった入院をいいます｡
　また「異常分娩」とは、平成 ６年10月12日総務庁告示第７５号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の
内容については、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要ICD－10（2003年版）準拠」
（平成1８年 1 月 1 日現在）によるものとします。
　なお、自然頭位分娩などの正常な分娩のための入院はお支払いの対象にはなりません。

分類項目 基本分類コード 例
自然骨盤位分娩 O８0.1 骨盤位分娩（いわゆる逆子）
鉗
かん

子
し

分娩および吸引分娩による単胎分娩 O８1 鉗
かん

子
し

分娩、吸引分娩
帝王切開による単胎分娩 O８2 帝王切開分娩
その他の介助単胎分娩 O８3 骨盤位牽

けん

出
しゅつ

多胎分娩 O８4 いわゆる双子、三つ子
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法人契約特則

第 1条 特則の内容
　この特則は、保険契約者または死亡給付金受取人が会社、官公署等の団体（団体の代表者を含みます。以下「団
体等」といいます。）である場合の特別な取扱いについて定めたものです。

第 2条 給付金の受取人
　保険契約者および死亡給付金受取人が団体等である場合には、普通保険約款（保険契約に特約が付加されてい	
るときは普通保険約款およびその特約条項とします。以下同じ。）の規定により被保険者に支払われる給付金は、
死亡給付金受取人に支払うこととし、これらの給付金の受取人を死亡給付金受取人以外の者に変更することはで
きません。

第 3条 死亡給付金の請求手続き
　団体等を保険契約者および死亡給付金受取人とし、その団体等から給与の支払いを受ける従業員を被保険者と
する保険契約の場合、第 1号または第 2号のいずれかおよび第 3号の書類も提出して死亡給付金を請求してくだ
さい。ただし、遺族補償規程等に基づく死亡退職金または弔慰金等（以下「死亡退職金等」といいます。）の受給
者が 2人以上であるときは、そのうち 1人についての書類で足りるものとします。
1．	被保険者または死亡退職金等の受給者が請求内容について確認した書類
2．	団体等が死亡給付金の全部またはその相当部分を死亡退職金等として被保険者または死亡退職金等の受給
者に支払ったことを証する書類

3．	団体等が前 2号の被保険者または死亡退職金等の受給者について本人であることを確認した書類

第 4条 給付金を支払わない場合
　給付金の支払事由が発生した場合に、保険契約者または死亡給付金受取人である法人の代表者（法人の代表権	
を有する者が複数のときは、その各人とします。以下同じ。）に故意または重大な過失があるときは、これを保険
契約者または死亡給付金受取人である法人の故意または重大な過失とみなし、普通保険約款の給付金を支払わな
い場合の規定を適用します。

第 5条 保険契約者の告知義務
　保険契約の締結または復活の際、それぞれの申込書または請求書にその法人の代表者として記名・押印した者	
またはその法人の役職員で保険契約者としての法人の職務を代行する権限を与えられている者が行なう告知は、
普通保険約款に定める保険契約者の告知とみなします。
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保険契約者代理特約条項 1

第 1条 用語の定義

　この保険契約者代理特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおり
とします。

用語 定義
主契約 この特約が付加される主たる保険契約のことをいいます。
主約款 主契約に適用される普通保険約款のことをいいます。
被保険者 この特約が付加される主契約の被保険者のことをいいます。
保険契約者代理人 第 ６条第①項に定める者
保険金等 保険金、給付金および年金などのことをいいます。

第 2条 特約の付加

　この特約は、主契約の締結の際または主契約の締結後に、保険契約者の申出によって
主契約に付加します。この場合、当会社の承諾を得ることを要します。ただし、保険契
約者が会社、官公署等の団体❶である場合は、この特約を付加することができません。

第 3条 保険契約者代理人の指定および変更

①　保険契約者は、この特約を付加する際に、保険契約者代理人❶を指定するものとし
ます。
②　保険契約者は、第①項の規定により指定した保険契約者代理人を変更することがで
きます。この場合、当会社の承諾を得ることを要します。

第 4条 保険契約者代理人による代理可能な手続き

　保険契約者代理人が行なうことのできる代理可能な手続きは、次の各号の手続きとし
ます。
1．主約款および特約条項に定める保険契約者が行なうことのできる手続き。ただ
し、次の手続きは除きます。
ア．告知を要する手続き。ただし、保険契約者と被保険者が同一人でない場合の保
険契約の復活手続きは、代理可能な手続きに含みます。
イ．後継年金受取人指定特約、年金移行特約等❶および年金支払特約の付加手続き
ウ．保険契約者の変更手続き。ただし、被保険者と保険契約者代理人が同一人でな
い場合の、被保険者を新たな保険契約者とする変更手続きは、代理可能な手続き
に含みます。
エ．保険契約者代理人の変更手続き
オ．保険金等の受取人❷の変更手続き
カ．後継年金受取人の変更手続き
キ．保険契約者と被保険者が同一人である場合における、被保険者の同意を必要と

	第 2 条	 備考

❶　団体の代表者を含みます。

	第 3 条	 備考

❶　保険契約者代理人は 1人と
します。

	第 4 条	 備考

❶　年金移行特約（返戻金型）
等を含みます。

❷　死亡保険金受取人、満期保
険金受取人などをいいます。

保険契約者代理特約条項

この特約の内容
主たる保険契約の保険契約者が、所定の手続きを行なうことができない特別な
事情がある場合に、保険契約者に代わってあらかじめ指定した保険契約者代理
人が手続きを行なうための取扱いについて定めたものです。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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する手続き
2．保険契約者と死亡保険金受取人❸が同一人である場合における死亡保険金等❹請
求手続き❺

3 ．保険契約者と満期保険金受取人が同一人である場合における満期保険金請求手続
き❺

4 ．保険契約者と年金受取人が同一人である場合における年金の請求手続き

第 5条 保険契約者代理人による手続き

①　この特約の付加日❶以後、第 4条に定める保険契約者代理人による代理可能な手続
きにあたって、保険契約者が手続きをすることができない次の各号に定める特別な事
情があると当会社が認める場合は、保険契約者代理人がその事情を示す書類その他所
定の書類を提出して、保険契約者の代理人として手続きをすることができます。
1．保険契約者が手続きを行なう意思表示が困難である場合
2．保険契約者が傷病名や余命についての告知を受けていない場合❷

3 ．その他前 2号に準じる場合
②　第①項に基づき保険金や返戻金等の請求があった場合には、当会社は保険契約者代
理人に対し、保険金や返戻金等を支払うことができます。
③　第②項の請求に基づき、当会社が保険契約者代理人に対し保険金や返戻金等を支
払った場合には、その後重複して保険金や返戻金等の請求を受けても、当会社はこれ
を支払いません。
④　事実の確認に際し、保険契約者代理人が、当会社からの事実の照会について正当な
理由がなく回答または同意を拒んだときは、その回答または同意を得て事実の確認が
終わるまで保険金等の支払い❸をしません。被保険者について当会社指定の医師の診
断を求めたときも、同様とします。
⑤　保険金や返戻金等の請求については、本条に定めるほか、主約款および主契約に付
加されている特約の定めにしたがいます。

第 6条 保険契約者代理人

①　保険契約者代理人は、手続き時において、次の第 1号から第 ５号のうちのいずれか
に該当することを要します。
1．保険契約者の戸籍上の配偶者
2．保険契約者の直系血族
3．保険契約者の兄弟姉妹
4．保険契約者の 3親等内の親族
５．次のいずれかの者。ただし、当会社の定める書類により、その事実が確認でき、
かつ、保険契約者のために手続きをする適切な関係があると当会社が認めた者に限
ります。
ア．第 1号から第 4号までの者以外の者❶で、保険契約者と同居している者
イ．保険契約者から委任を受ける等により、保険契約者の財産の管理を行なってい
る者

②　第①項の規定にかかわらず、保険契約者代理人が、手続き時において、次の各号の
いずれかに該当する場合は、保険契約者代理人としての取扱いを受けることはできま
せん。
1．未成年者
2．成年被後見人
3．破産者で復権を得ない者

③　第①項の規定にかかわらず、保険契約者代理人が保険契約者を第 ５条第①項の各号
の状態に故意に該当させた者である場合は、保険契約者代理人としての取扱いを受け

❸　死亡給付金受取人、死亡時
支払金受取人を含みます。

❹　死亡給付金などを含みます。

❺　支払方法として、すえ置支
払いが選択された場合、すえ
置かれた死亡保険金等または
満期保険金の請求手続きは除
きます。

	第 5 条	 備考

❶　主契約の締結の際にこの特
約を付加する場合は、主契約
の保障を開始する日となりま
す。

❷　保険料の払込免除手続きを
する場合に限ります。

❸　保険料の払込免除を含みま
す。

	第 6 条	 備考

❶　婚姻の届出をしていない
が、事実上婚姻関係と同様の
事情にある者などです。

	第 4 条	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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ることはできません。
④　保険契約者が第 ５条第①項各号に定める状態に該当した後、その保険契約者が第 ５
条第①項各号に定める状態にないと当会社が認めた場合は、それ以後再度その保険契
約者が第 ５条第①項各号に定める状態に該当するまでは、その保険契約者の保険契約
者代理人は第 4条に定める代理可能な手続きを行なうことはできません。

第 7条 重大事由による特約の解除

　当会社は、保険契約者代理人が次の各号のいずれかに該当する場合には、この特約を
将来に向って解除することができます。
1．暴力団、暴力団員❶、暴力団準構成員、暴力団関係企業その他の反社会的勢力	
（以下「反社会的勢力」といいます。）に該当すると認められること
2．反社会的勢力に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をして
いると認められること
3．反社会的勢力を不当に利用していると認められること
4．その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるこ
と
５．次のアまたはイなどにより、当会社の保険契約者代理人に対する信頼を損ない、
この特約を継続することを期待しえない第 1号から第 4号に掲げる事由と同等の事
由がある場合
ア．主契約に付加されている他の特約または他の保険契約が重大事由により解除さ
れること
イ．保険契約者代理人が他の保険者との間で締結した保険契約または共済契約が重
大事由により解除されること

第 8条 特約の解約

　保険契約者は、いつでも将来に向かってこの特約を解約することができます。

第 9条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．保険契約者が死亡したとき
2．主契約が解約その他の事由によって消滅したとき
3．保険契約者が変更されたとき
4．保険契約者代理人が死亡したとき

第10条 主約款の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。
（令和 ５年 ６月 1日実施）

	第 7 条	 備考

❶　暴力団員でなくなった日か
ら 5年を経過しない者を含み
ます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 1条 用語の定義

　この代理請求特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおりとしま
す。

用　語 定　義
主契約 この特約が付加される主たる保険契約のことをいいます。
主約款 主契約に適用される普通保険約款のことをいいます。
被保険者 この特約が付加される主契約の被保険者のことをいいます。

死亡保険金受取人
この特約が付加される主契約の死亡保険金受取人および死亡給付
金受取人のことをいいます。

死亡保険金 「死亡保険金」には死亡給付金を含みます。
代理請求人 第 ５条第①項に定める者

第 2条 特約の付加

　この特約は、主契約の締結の際または主契約の締結後に、保険契約者の申出によって
主契約に付加します。この場合、被保険者の同意および当会社の承諾を得ることを要し
ます。ただし、死亡保険金受取人が会社、官公署等の団体❶である場合❷は、この特約	
を付加することができません。

第 3条 特約の対象となる保険金等

　第 4条の代理請求の対象となる保険金等（以下「保険金等」といいます。）は、主約	
款および主契約に付加されている特約に定める給付および保険料の払込免除のうち、次
に定めるものとします。
1．普通保険約款または特約条項において、被保険者が受取人として定められている
給付（保険金、給付金および年金等を指します。以下同じ。）。なお、次の給付は含
まれません。
ア．支払方法として、すえ置支払いを選択し、すえ置かれた給付
イ．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険契約者が受取人となる給付
ウ．保険契約者によって被保険者が受取人として指定されている給付
エ．特約の被保険者が主契約の被保険者と異なる給付
2．被保険者と保険契約者が同一人である場合の保険料の払込免除
3．本条で対象とする給付を支払う場合および保険料の払込免除をする場合に、その
給付の受取人および保険契約者が受け取るべきもの

	第 2 条	 備考

❶　団体の代表者を含みます。

❷　死亡保険金の一部の受取人
である場合を含みます。

代理請求特約条項

この特約の内容

主たる保険契約の被保険者が受取人となる保険金等の支払事由が生じた場合
で、その保険金等の受取人が保険金等を請求できない特別な事情がある場合
に、保険金等の受取人に代わって所定の代理請求人が請求を行なうための取扱
いについて定めたものです。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 4条 代理請求人による保険金等の請求

①　この特約の付加日❶以後、第 3条に定める保険金等の請求にあたって、その受取人❷

が保険金等を請求できない次の各号に定める特別な事情があると当会社が認めるとき
は、代理請求人がその事情を示す書類その他所定の書類を提出して、保険金等の受取
人の代理人として保険金等を請求することができます。
1．保険金等の請求を行なう意思表示が困難である場合
2．傷病名や余命についての告知を受けていない場合
3．その他前 2号に準じる場合

②　第①項に基づき保険金等の請求があった場合には、当会社は保険金等の受取人❷の
代理人である代理請求人に対し、保険金等を支払うことができます。
③　第①項の請求に基づき、当会社が代理請求人に対し保険金等を支払った場合には、
その後重複して保険金等の請求を受けても、当会社はこれを支払いません。
④　事実の確認に際し、代理請求人が、当会社からの事実の照会について正当な理由が
なく回答または同意を拒んだときは、その回答または同意を得て事実の確認が終わる
まで保険金等の支払い❸をしません。被保険者について当会社指定の医師の診断を求
めたときも、同様とします。
⑤　保険金等の請求については、本条に定めるほか、主約款および主契約に付加されて
いる特約の定めにしたがいます。

第 5条 代理請求人

①　代理請求人は、保険金等の請求時において、次の第 1 号から第 5 号のうちのいずれ
かを満たす死亡保険金受取人とします。
1．被保険者の戸籍上の配偶者
2．被保険者の直系血族
3．被保険者の兄弟姉妹
4．被保険者の 3親等内の親族
5 ．次のいずれかの者。ただし、当会社の定める書類により、その事実が確認でき、

かつ、保険金等の受取人のために保険金等を請求する適切な関係があると当会社が
認めた者に限ります。
ア． 第 1号から第 4号までの者以外の者❶で、被保険者と同居している者
イ．	被保険者から委任を受ける等により、被保険者の財産の管理を行なっている者

②　第①項の規定にかかわらず、死亡保険金受取人が、保険金等の請求時において、次
の各号のいずれかに該当する場合は、代理請求人としての取扱いを受けることはでき
ません。
1．未成年者
2．成年被後見人
3．破産者で復権を得ない者

③　第 4条第①項および本条第①項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合
は、代理請求人としての取扱いを受けることはできません。
1．第 3条の保険金等の支払事由❷を故意に生じさせた者
2．保険金等の受取人がその保険金等を請求できない特別な事情を故意に招いた者
3．保険契約者が第 3条第 2号に定める保険料の払込免除を請求できない特別な事情
を故意に招いた者

④　保険契約者により指定されていた死亡保険金受取人が死亡した場合、その死亡保険
金受取人の法定相続人（以下「法定相続人」といいます。）が、新たな代理請求人と	
なることはありません。ただし、保険契約者が被保険者の同意を得て法定相続人を新
たに死亡保険金受取人に指定した場合には、その法定相続人は本条にしたがって代理
請求人となります。

	第 4 条	 備考

❶　主契約の締結の際にこの特
約を付加する場合は、主契約
の保障を開始する日となりま
す。

❷　第 3条第 2号に定める保険
料の払込免除の場合は、保険
契約者となります。

❸　保険料の払込免除を含みま
す。

	第 5 条	 備考

❶　婚姻の届出をしていない
が、事実上婚姻関係と同様の
事情にある者などです。

❷　第 3条第 2号の保険料の払
込免除の免除事由を含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

111

代理請求特約条項 もくじ に戻る



代理請求特約条項 3

第 6条 代理請求人となる死亡保険金受取人の代表者

①　第 3条から第 ５条までに定める保険金等の請求の場合、第 ５条第①項各号のいずれ
かを満たす死亡保険金受取人が 2人以上あるときには、代表者 1人を定め、その代表
者が、第 4条の保険金等の代理請求をしてください。
②　第①項の代表者が定まらないときまたはその所在が不明であるときには、保険金等
の代理請求について当会社が代理請求人の 1人に対してした行為は、保険金等の受取
人に対して効力を及ぼします。

第 7条 特約の解約

　保険契約者は、いつでも将来に向かってこの特約を解約することができます。

第 8条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．被保険者が死亡したとき
2．主契約が解約その他の事由によって消滅したとき
3．死亡保険金受取人❶が会社、官公署等の団体❷に変更されたとき

第 9条 主約款の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。

第10条 養育年金付こども保険に付加した場合の特則

　この特約を、養育年金付こども保険に付加した場合には、次に定めるところによりま
す。
1．主約款に定める「養育年金」は、第 3条第 1号に定める給付から除きます。
2．第 ５条第①項を次のとおりに読み替えます。

①　代理請求人は、保険契約者とします。

第11条 教育資金付こども保険および 5年ごと利差配当付こども保険に
付加した場合の特則

①　この特約を、契約日が平成 4年 1月 ５日以前の教育資金付こども保険（型変更権有）
または教育資金付こども保険（型変更権無）に付加した場合には、次に定めるところ
によります。
1．主契約に付加された養育年金特約に定める「死亡・障害一時金」および「養育年
金」は、第 3条第 1号に定める給付から除きます。
2．第 ５条第①項を次のとおりに読み替えます。

①　代理請求人は、保険契約者とします。

②　この特約を、契約日が平成 4年 1月 ６日以後の教育資金付こども保険（型変更権有）
もしくは教育資金付こども保険（型変更権無）、または ５年ごと利差配当付こども保	
険に付加した場合には、次に定めるところによります。
1．第 3条第 2号を「 2．主契約に付加された養育年金特約に定める「障害一時金」

	第 8 条	 備考

❶　死亡保険金の一部の受取人
を含みます。

❷　団体の代表者を含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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および障害一時金の支払いを支払事由とする「養育年金」」と読み替えます。
2．第 4条第④項中、「被保険者」とあるのは「保険契約者または被保険者」と読み	
替えます。
3．第 ５条第①項を次のとおりに読み替えます。

①　代理請求人は、次に定めるとおりとします。
1．主約款および主契約に付加された特約に定める被保険者が受取人となる給付
金については、保険契約者または承継保険契約者（ただし、保険契約者が請求
できない場合に限ります。）
2．主契約に付加された養育年金特約の障害一時金および養育年金については承
継保険契約者

第12条 介護年金付終身保険に付加した場合の特則

　この特約を介護年金付終身保険に付加した場合には、第 3条に第 4号として「 4．主
契約の被保険者と介護年金受取人が同一人である場合の介護見舞金、介護給付金および
介護年金」を加えます。

第13条 個人年金保険に付加した場合の特則

①　この特約を個人年金保険に付加した場合には、主契約の年金開始日（以下「年金開
始日」といいます。）以後については、次に定めるところによります。
1．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 1条

用語「死亡保険金受取人」の定義　
「この特約が付加される主契約の死
亡保険金受取人および死亡給付金受
取人のことをいいます。」

この特約が付加される主契約の年金受
取人および死亡給付金受取人のことを
いいます。

第 2条
第 ７条

保険契約者 年金受取人

第 ８条 死亡保険金受取人❶
年金受取人および死亡給付金受取人
（死亡保険金および年金の一部の受取
人を含みます。）

2．第 4条および第 ５条を次のとおりに読み替えます。

第 4条 指定代理請求人による保険金等の請求

①　この特約を年金開始日前から付加している場合、年金受取人は、第 1回の年金
を請求する際に、被保険者の同意および当会社の承諾を得て、第 ５条第①項各号
に定める者の中から指定代理請求人を指定してください。この指定がない場合
は、年金開始日の前日における主契約の死亡給付金受取人が指定代理請求人とし
て指定されたものとみなします。
②　この特約を年金開始日以後に付加する場合は、年金受取人は、被保険者の同意
および当会社の承諾を得て、あらかじめ指定代理請求人を指定してください。
③　年金開始日以後、第 3条に定める保険金等の請求にあたって、その受取人❶が
保険金等を請求できない次の各号に定める特別な事情があると当会社が認めると
きは、指定代理請求人が、その事情を示す書類その他所定の書類を提出して、保
険金等の受取人の代理人として保険金等を請求することができます。

	第 4 条（読み替え後）	 備考

❶　第 3条第 2号に定める保険
料の払込免除の場合は、年金
受取人となります。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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1 ．保険金等の請求を行なう意思表示が困難である場合
2．傷病名や余命についての告知を受けていない場合
3．その他前 2号に準じる場合

④　第③項に基づき保険金等の請求があった場合には、当会社は保険金等の受取
人❶の代理人である指定代理請求人に対し、保険金等を支払うことができます。

⑤　第③項の請求に基づき、当会社が指定代理請求人に対し保険金等を支払った場
合には、その後重複して保険金等の請求を受けても、当会社はこれを支払いませ
ん。
⑥　事実の確認に際し、指定代理請求人が、当会社からの事実の照会について正当
な理由がなく回答または同意を拒んだときは、その回答または同意を得て事実の
確認が終わるまで保険金等の支払い❷をしません。被保険者について当会社指定
の医師の診断を求めたときも、同様とします。
⑦　保険金等の請求については、本条に定めるほか、主約款および主契約に付加さ
れている特約の定めにしたがいます。

第 5条 指定代理請求人

①　指定代理請求人は、保険金等の請求時において、次の第 1号から第 ５号のうち
のいずれかの者であることを要します。
1．被保険者の戸籍上の配偶者
2．被保険者の直系血族
3．被保険者の兄弟姉妹
4．被保険者の 3親等内の親族
５．次のいずれかの者。ただし、当会社の定める書類により、その事実が確認で
き、かつ、保険金等の受取人のために保険金等を請求する適切な関係があると
当会社が認めた者に限ります。
ア．第 1号から第 4号までの者以外の者❶で、被保険者と同居している者
イ．被保険者から委任を受ける等により、被保険者の財産の管理を行なってい
る者（会社、官公署等の団体❷を除く）

②　第①項の規定にかかわらず、指定代理請求人が、保険金等の請求時において、
次の各号のいずれかに該当する場合は、指定代理請求人としての取扱いを受ける
ことはできません。
1．未成年者
2．成年被後見人	
3 ．破産者で復権を得ない者

③　第 4条第③項および本条第①項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する
場合は、指定代理請求人としての取扱いを受けることはできません。
1．第 3条の保険金等の支払事由❸を故意に生じさせた者
2．保険金等の受取人がその保険金等を請求できない特別な事情を故意に招いた
者
3．保険契約者が第 3条第 2号に定める保険料の払込免除を請求できない特別な
事情を故意に招いた者

④　当会社は、主約款または主契約に付加されている特約の告知義務違反による解
除および重大事由による解除について、年金受取人が不明であるかもしくはその
所在が不明であるとき、またはその他正当な理由によって年金受取人に通知でき
ないときには、主約款または主契約に付加されている特約に定める通知先に通知
し、正当な理由によってこれらの通知先のいずれにも通知できないときには、指
定代理請求人に通知します。
⑤　年金受取人❹は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人を指定し変更するこ
とができます。この場合には、年金受取人は、当会社の定める書類を提出するこ

❶　第 3条第 2号に定める保険
料の払込免除の場合は、年金
受取人となります。

❷　保険料の払込免除を含みま
す。

	第 5 条（読み替え後）	 備考

❶　婚姻の届出をしていない
が、事実上婚姻関係と同様の
事情にある者などです。

❷　団体の代表者を含みます。

❸　第 3条第 2号の保険料の払
込免除の免除事由を含みます。

❹　年金受取人には、その承継
者を含みます。

	第 4 条（読み替え後）	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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とを要します。

3．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句
第 ６条 死亡保険金受取人 年金受取人

②　この特約を契約日が昭和５８年 4 月 1 日以前の個人年金保険に付加した場合、主約款
に定める「年金」は、第 3条第 1号に定める給付から除きます。
③　この特約を付加した個人年金保険に個人年金介護保障付年金移行特約が付加されて
いる場合には、第 3条に第 4号として「 4．主契約の被保険者と特約年金受取人が同
一人である場合の介護給付金、介護割増年金および介護割増年金と同じ年金支払日に
支払われる特約年金」を加えます。
④　この特約を付加した個人年金保険に個人年金夫婦介護保障付年金移行特約が付加さ
れている場合には、次に定めるところによります。
1．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句
第 2条
第 3条
第 ８条

被保険者 第 1被保険者
本条第①項で読み替えた
・第 4条
・第 ５条

2．第 3条に第 4号として「 4．主契約の被保険者と特約夫婦年金受取人が同一人で
ある場合の介護給付金、介護割増年金および介護割増年金と同じ年金支払日に支払
われる特約年金」を加えます。

第14条 最終生存者終身保険または 5年ごと利差配当付最終生存者終身保険
に付加した場合の特則

　この特約を最終生存者終身保険または ５年ごと利差配当付最終生存者終身保険に付加
した場合には、次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 1条
用語「被保険者」の定義「主契約
の被保険者」

主契約の被保険者Ａおよび被保険者Ｂ

第 3条 被保険者
最終被保険者、主契約の被保険者Ａまた
は被保険者Ｂ

第 4条
および
第 ５条
第①項

被保険者

最終被保険者が受取人となる給付につい
ては「最終被保険者」

主契約の被保険者Ａが受取人となる給付
については「主契約の被保険者Ａ」

主契約の被保険者Ｂが受取人となる給付
については「主契約の被保険者Ｂ」

第15条 5 年ごと利差配当付医療保険、 5年ごと利差配当付新医療保険
または 5年ごと利差配当付女性医療保険に付加した場合の特則

　この特約を ５年ごと利差配当付医療保険、 ５年ごと利差配当付新医療保険または ５年
ごと利差配当付女性医療保険に付加した場合には、次に定めるところによります。
1．次の規定を読み替えます。
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規定 読替前の字句 読替後の字句

第 1条
用語「死亡保険金受取人」の定義「この特約が付加される主
契約の死亡保険金受取人および死亡給付金受取人のことをい
います。」

保険契約者

第 ８条 死亡保険金受取人❶

2 ．第 4条および第 ５条を次のとおりに読み替えます。

第 4条 指定代理請求人による保険金等の請求

①　この特約の付加日❶以後、第 3条に定める保険金等の請求にあたって、その受
取人❷が保険金等を請求できない次の各号に定める特別な事情があると当会社が
認めるときは、保険契約者が被保険者の同意を得てあらかじめ指定した第 ５条第
①項に定める指定代理請求人が、その事情を示す書類その他所定の書類を提出し
て、保険金等の受取人の代理人として保険金等を請求することができます。
1．保険金等の請求を行なう意思表示が困難である場合
2．傷病名や余命についての告知を受けていない場合
3．その他前 2号に準じる場合

②　第①項に基づき保険金等の請求があった場合には、当会社は保険金等の受取
人❷の代理人である指定代理請求人に対し、保険金等を支払うことができます。
③　第①項の請求に基づき、当会社が指定代理請求人に対し保険金等を支払った場
合には、その後重複して保険金等の請求を受けても、当会社はこれを支払いませ
ん。
④　事実の確認に際し、指定代理請求人が、当会社からの事実の照会について正当
な理由がなく回答または同意を拒んだときは、その回答または同意を得て事実の
確認が終わるまで保険金等の支払い❸をしません。被保険者について当会社指定
の医師の診断を求めたときも、同様とします。
⑤　保険金等の請求については、本条に定めるほか、主約款および主契約に付加さ
れている特約の定めにしたがいます。

第 5条 指定代理請求人

①　指定代理請求人は、保険金等の請求時において、次の第 1号から第 5号のうち
のいずれかの者であることを要します。
1．被保険者の戸籍上の配偶者
2．被保険者の直系血族
3．被保険者の兄弟姉妹
4．被保険者の 3親等内の親族
５．次のいずれかの者。ただし、当会社の定める書類により、その事実が確認で
き、かつ、保険金等の受取人のために保険金等を請求する適切な関係があると
当会社が認めた者に限ります。
ア．第 1号から第 4号までの者以外の者❶で、被保険者と同居している者
イ．被保険者から委任を受ける等により、被保険者の財産の管理を行なってい
る者（会社、官公署等の団体❷を除く）

②　第①項の規定にかかわらず、指定代理請求人が、保険金等の請求時において、
次の各号のいずれかに該当する場合は、指定代理請求人としての取扱いを受ける
ことはできません。
1．未成年者
2．成年被後見人
3．破産者で復権を得ない者

	第 4 条（読み替え後）	 備考

❶　主契約の締結の際にこの特
約を付加する場合は、保障を
開始する日となります。

❷　第 3条第 2号に定める保険
料の払込免除の場合は、保険
契約者となります。

❸　保険料の払込免除を含みま
す。

	第 5 条（読み替え後）	 備考

❶　婚姻の届出をしていない
が、事実上婚姻関係と同様の
事情にある者などです。

❷　団体の代表者を含みます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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③　第 4条第①項および本条第①項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する
場合は、指定代理請求人としての取扱いを受けることはできません。
1．第 3条（特約の対象となる保険金等）の保険金等の支払事由❸を故意に生じ
させた者
2．保険金等の受取人がその保険金等を請求できない特別な事情を故意に招いた
者
3．保険契約者が第 3条（特約の対象となる保険金等）第 2号に定める保険料の
払込免除を請求できない特別な事情を故意に招いた者

④　当会社は、主約款または主契約に付加されている特約の告知義務違反による解
除および重大事由による解除について、保険契約者が不明であるかもしくはその
所在が不明であるとき、またはその他正当な理由によって保険契約者に通知でき
ないときには、主約款または主契約に付加されている特約に定める通知先に通知
し、正当な理由によってこれらの通知先のいずれにも通知できないときには、指
定代理請求人に通知します。
⑤　保険契約者❹は、被保険者の同意を得て、指定代理請求人を指定し変更するこ
とができます。この場合には、保険契約者は、当会社の定める書類を提出するこ
とを要します。

第16条 主契約に年金移行特約または年金移行特約［積立終身用］が
付加されている場合の特則

①　この特約を付加した主契約に年金移行特約または年金移行特約［積立終身用］が付
加され、主契約の全部を年金支払いに移行した場合には、次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第13条

この特約を個人年金保
険に付加した

この特約を付加した主契約に年金移行特約または年
金移行特約［積立終身用］が付加され、主契約の全
部を年金支払いに移行した

主契約の年金開始日
年金移行特約または年金移行特約［積立終身用］の
付加日

②　この特約を、主契約に年金移行特約または年金移行特約［積立終身用］が付加され、
主契約の全部を年金支払いに移行した保険契約に付加した場合には、次の規定を読み
替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第13条

この特約を個人年金保険に付加
した場合には、主契約の年金開
始日（以下「年金開始日」とい
います。）以後

この特約を、主契約に年金移行特約または
年金移行特約［積立終身用］が付加され、
主契約の全部を年金支払いに移行した保険
契約に付加した場合

主契約の年金開始日
年金移行特約または年金移行特約［積立終
身用］の付加日

第17条 主契約に夫婦年金移行特約が付加されている場合の特則

①　この特約を付加した主契約に夫婦年金移行特約が付加され、主契約の全部を夫婦年
金支払いに移行した場合には、次の規定を読み替えます。

❸　第 3条第 2号の保険料の払
込免除の免除事由を含みます。

❹　保険契約者には、その承継
者を含みます。

	第 5 条（読み替え後）	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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規定 読替前の字句 読替後の字句
第 2条
第 3条
第 ８条
第13条

被保険者 第 1被保険者

第13条
この特約を個人年金保
険に付加した

この特約を付加した主契約に夫婦年金移行特約が付
加され、主契約の全部を年金支払いに移行した

主契約の年金開始日 夫婦年金移行特約の付加日

②　この特約を、主契約に夫婦年金移行特約が付加され、主契約の全部を夫婦年金支払
いに移行した保険契約に付加した場合には、次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句
第 2条
第 3条
第 ８条
第13条

被保険者 第 1被保険者

第13条

この特約を個人年金保険に付加
した場合には、主契約の年金開
始日（以下「年金開始日」とい
います。）以後

この特約を、主契約に夫婦年金移行特約が
付加され、主契約の全部を年金支払いに移
行した保険契約に付加した場合

主契約の年金開始日 夫婦年金移行特約の付加日

　

第18条 主契約に介護保障移行特約が付加されている場合の特則

　この特約を介護保障移行特約が付加されている主契約に付加した場合には、第 3条に
第 4号として「 4．主契約の被保険者と介護年金受取人が同一人である場合の介護見舞
金、介護給付金および介護年金」を加えます。

第19条 主契約に増額保障特約［積立終身用］が付加されている場合の特則

　この特約を増額保障特約［積立終身用］が付加されている主契約に付加した場合には、
第 3条に第 4号として「 4．被保険者と保険契約者が同一人である場合の増額保障の開
始」を加えます。

第20条 主契約に障害状態による特別終身特約が付加されている場合の特則

　この特約を障害状態による特別終身特約が付加されている主契約に付加した場合に
は、第 3条に第 4号として「 4．被保険者と保険契約者が同一人である場合の障害状態
による特別取扱い」を加えます。

第21条 医療保障保険（個人型）に付加した場合の特則

　この特約を医療保障保険（個人型）に付加した場合には、第 3条に第 4号として「 4．
主契約の被保険者と治療給付金受取人が同一人である場合の治療給付金および主契約の
被保険者と入院給付金受取人が同一人である場合の入院給付金」を加えます。

第22条 主約款等の代理請求に関する規定の不適用

　この特約を付加した場合、主約款または主契約に付加されている特約の適用に際して
は、保険金等の受取人がその保険金等を請求できない特別な事情があるときの保険金等
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の請求については、この特約条項に定めるところにより取り扱い、主約款および主契約
に付加されている特約の規定による保険金等の代理請求は取り扱いません。

第23条 特約の内容変更等の効力

①　第13条（個人年金保険に付加した場合の特則）に規定する手続きの承諾の効力は、
当会社がその承諾の通知を発した時から生じるものとします。
②　第13条（個人年金保険に付加した場合の特則）に規定する手続きの請求は、請求後
に年金受取人が死亡し、意思能力を有しない常況にある者となり、または行為能力の
制限を受けた場合においても、効力を有するものとします。

（平成20年 4 月 2 日実施令和 2年 3月 2日改正）
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保険料口座振替特約条項 1

第 1条 用語の定義

　この特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおりとします。

用語 定義
指定口座 保険契約者の指定する口座のことをいいます。

提携金融機関
当会社と保険料口座振替の取扱いを提携している金融機
関等のことをいいます。（当会社が保険料の収納業務を
委託している機関の指定する金融機関等を含みます。）

主約款
この特約を付加した保険契約に適用される普通保険約款
のことをいいます。

振替日 払込期月中の当会社の定めた日のことをいいます。

第 2条 特約の付加

　この特約は、次の要件を満たす場合、保険契約者の申出によって保険契約（教育資金
付こども保険（型変更権有）Ⅱ型の場合は、それぞれの被保険者部分を別個の保険契約
とみなします。以下同じ。）に付加します。
1．指定口座が提携金融機関に設置してあること
2．保険契約者が提携金融機関に対し、指定口座から当会社の口座❶へ保険料の口座
振替を委任すること

第 3条 口座振替保険料率の適用

　この特約を付加した保険料払込方法（回数）が月掛の保険契約について、口座振替保
険料率を適用します。

第 4条 契約日の特例

①　保険契約の締結の際にこの特約を付加したときには、その契約日は、保障の開始に
関する主約款の規定にかかわらず、主約款に定める責任開始時の属する月の翌月 1日
とし、保険期間、保険料払込期間その他この特約を付加した保険契約における期間の
計算および年齢の計算は、この日を基準として行ないます。
②　当会社の責任開始時の属する日から第①項の契約日の前日までの間に、保険金もし
くは給付金の支払事由または保険料の払込免除事由が発生した場合には、第①項の規
定にかかわらず、責任開始時の属する日を契約日とし、期間の計算および年齢の計算
は、この日を基準として行ないます。この場合、すでに払い込まれた保険料に超過分
があるときは、当会社は、これを保険契約者に払い戻します。また、不足分があると
きは、保険契約者は、当会社が指定した期日までにこれを当会社に払い込んでください。

第 5条 保険料の払込み

①　この特約を付加した保険契約の保険料は、主約款の規定にかかわらず、振替日❶に
指定口座から保険料相当額を当会社の口座に振り替えることによって、当会社に払い
込んでください。
②　第①項の規定により払い込まれた保険料は、その振替日に払込みがあったものとします。

	第 2 条	 備考

❶　当会社が保険料の収納業務
を外部の機関に委託する場合
は、その外部の機関の口座と
します。

	第 5 条	 備考

❶　振替日が提携金融機関の休
業日に該当する月の場合は翌
営業日とします。

保険料口座振替特約条項

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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③　同一の指定口座から 2件以上の保険契約の保険料を振り替える場合、保険契約者
は、その振替順序を指定できないものとします。
④　保険契約者は、払込期月の振替日❶の前日までに保険料相当額を指定口座に預け入
れておいてください。
⑤　この特約を付加した保険契約の保険料については、当会社は、領収証は発行しません。

第 6条 保険料口座振替ができなかった場合の取扱い

①　払込期月の振替日❶において指定口座の残高が保険料相当額に満たないなどの事由
により口座振替ができなかった場合には、保険料払込方法（回数）に応じて次表のと
おり取り扱います。

保険料払込方法（回数） 取扱い
年掛、新年掛、半年掛
または新半年掛

振替日の翌月の応当日❶に再度口座振替を行ないます。

月掛

翌月の振替日❶に翌月分と合わせて 2カ月分の保険料の口座
振替を行ないます。ただし、指定口座の残高が 2カ月分の保
険料相当額に満たないときには、払込期月の過ぎた 1カ月分
の保険料の口座振替を行ないます。

②　第①項の規定による保険料の口座振替ができなかった場合には、保険契約者は、払
込期月の過ぎた保険料を保険料払込みの猶予期間の満了する日までに当会社の本社ま
たは当会社の指定した場所に払い込んでください。

第 7条 諸変更

①　保険契約者は、指定口座を同一の提携金融機関の他の口座または他の提携金融機関
の口座に変更することができます。この場合、あらかじめ当会社および当該提携金融
機関に申し出てください。
②　保険契約者が口座振替の取扱いを停止する場合には、あらかじめ当会社および当該
提携金融機関に申し出て、口座振替扱い以外の保険料払込方法（経路）に変更してく
ださい。
③　提携金融機関が保険料の口座振替の取扱いを停止した場合には、当会社は、その旨
を保険契約者に通知します。この場合、保険契約者は、指定口座を他の提携金融機関
の口座に変更するか、または保険料払込方法（経路）を口座振替扱い以外の方法に変
更してください。
④　当会社は、当会社または提携金融機関の止むを得ない事情により振替日を変更する
ことがあります。この場合、当会社は、その旨をあらかじめ保険契約者に通知します。

第 8条 保険料の前納、自動振替貸付等

①　この特約を付加した保険契約については、主約款の規定にかかわらず、保険料の前
納および一括払いは取り扱いません。
②　この特約を付加した保険契約について保険料の自動振替貸付または復活が行なわれ
る場合には、口座振替保険料率の適用されている保険契約についても、一般の保険料
率❶を基準として貸付金額または払い込むべき延滞保険料額を計算します。

第 9条 社員配当金の支払い

①　この特約を付加した保険契約の社員配当金の支払方法が現金で支払う方法の場合は、
当会社は、その社員配当金を指定口座に振り込むことによって保険契約者に支払います。

❶　振替日が提携金融機関の休
業日に該当する月の場合は翌
営業日とします。

	第 6 条	 備考

❶　その日が提携金融機関の休
業日に該当する月の場合は翌
営業日とします。

	第 8 条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

	第 5 条	 備考

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください

121

保険料口座振替特約条項 もくじ に戻る



保険料口座振替特約条項 3

②　保険契約者と指定口座の名義人が異なる場合でも、第①項の規定により指定口座に
振り込まれた社員配当金は、保険契約者が受け取ったものとします。

第10条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．第 2条に定める要件を満たさなくなったとき
2．口座振替扱い以外の保険料払込方法（経路）に変更したとき
3．この特約を付加した保険契約が保険料の払込みを要しなくなったとき

第11条 主約款の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。

第12条 第 2回保険料から口座振替を行なう場合の特則

①　保険契約の締結の際、この特約を付加し、かつ、保険契約者から申出がある場合、
第 2回保険料から口座振替により保険料を払い込むこととすることができます。
②　第①項の場合、保険料払込方法（回数）が年掛、新年掛、半年掛または新半年掛の
保険契約のときには、第 4条（契約日の特例）の規定は適用せず、契約日は、主約款
の規定に定めるところによります。
③　第①項の場合、第 ５条および第 ６条の規定は、第 2回以後の保険料について適用し
ます。

第13条 ダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースの被保険者の変更を
する場合または生存給付金付定期保険の婚姻時の特別取扱いをする場合の特則

　この特約を付加したダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースについ
て被保険者の変更を当会社が承諾した場合、または生存給付金付定期保険について婚姻
時の特別取扱いを当会社が承諾した場合は、主約款の規定にかかわらず、夫に関する告
知のあった日の属する月の翌々月における契約応当日に被保険者の変更が行なわれたも
のとし、当会社は、その日から変更後の被保険者について責任を負います。

第14条 家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、ファミリー
退院給付特約またはファミリー新退院給付特約の型の変更をする場合の特則

　この特約を付加した保険契約に家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー
保障特約、ファミリー退院給付特約またはファミリー新退院給付特約が付加されている
場合、家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、ファミリー退院
給付特約またはファミリー新退院給付特約の妻型もしくは子型から妻子型への変更を当
会社が承諾したときは、家族保障特約条項、ファミリー定期保険特約条項、ファミリー
保障特約条項、ファミリー退院給付特約条項またはファミリー新退院給付特約条項の規
定にかかわらず、子または妻に関する告知があった日の属する月の翌々月における契約
応当日に特約の型が変更されたものとし、当会社は、その日から変更後の特約の型によ
る責任を負います。

第15条 養育年金付こども保険の死亡給付金額の特則

　口座振替保険料率が適用されている養育年金付こども保険の場合、死亡給付金額の計
算の基準となる保険料は、一般の保険料率❶による保険料とします。

	第15条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第16条 保障付積立保険契約、生存給付金付終身保険契約、無配当災害保障
付積立保険契約または医療保障保険（個人型）契約の場合の特則

　第 3条（口座振替保険料率の適用）の規定にかかわらず、この特約を付加した保障付
積立保険契約、生存給付金付終身保険契約、無配当災害保障付積立保険契約または医療
保障保険（個人型）契約については口座振替保険料率はありません。

第17条 変額保険（有期型）または変額保険（終身型）に付加した場合の特則

　この特約を付加した変額保険（有期型）または変額保険（終身型）の場合には、次の
規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 ８条 保険料の自動振替貸付

自動延長定期保険に変更後 3カ月以
内における、保険契約者からの延滞
保険料に当会社の定める率の利息を
付けた金額の支払いの申出

	
「当会社の定める率の利息」
お取扱いの際の率によります

第18条 保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合の特則

①　保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合、第 ８条（保険料の前納、自動
振替貸付等）第①項の規定にかかわらず、保険料の一括払いを取り扱います。
②　第①項の場合、その払い込むべき保険料は、口座振替保険料率が適用される保険契
約についても、一般の保険料率❶を基準にして計算し、当会社の定める方法による割
引きをします。

第19条 3 年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険に付加した場合の特則

　この特約を付加した 3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険の場合には、次に定
めるところによります。
1．主契約に付加された特約について、口座振替保険料率を適用します。
2．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第10条
3 ．この特約を付加した保険契約が
保険料の払込みを要しなくなった
とき

3．この特約を付加した保険契約の
保険料の払込みが終了したとき

第20条 責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると
主約款に定めのある保険に付加した場合の特則

　この特約を、責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると主約款に定めのある
保険に付加した場合には、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

第21条 5年ごと配当付特別終身医療保険（解約返戻金抑制型）に付加した場合の特則

　この特約を ５年ごと配当付特別終身医療保険（解約返戻金抑制型）に付加した場合に
は、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

	第18条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第22条 5 年ごと配当付利率変動型積立終身保険（低解約返戻金型・指定通
貨建）に付加した場合の特則

　この特約を ５年ごと配当付利率変動型積立終身保険（低解約返戻金型・指定通貨建）
に付加した場合には、次に定めるところによります。
1．第 3条（口座振替保険料率の適用）の規定にかかわらず、口座振替保険料率はあ
りません。
2．第 ６条を次のとおりに読み替えます。

第 6条 保険料口座振替ができなかった場合の取扱い

①　払込期月の振替日❶において指定口座の残高が保険料相当額に満たないなどの
事由により口座振替ができなかった場合には、保険料払込方法（回数）に応じて
次表のとおり取り扱います。

保険料払込方法
（回数） 取扱い

新年掛
振替日の翌月の応当日❶に再度口座振替を行ないます。振替日
の翌月の応当日にも口座振替ができなかった場合には、振替日
の翌々月の応当日❶に口座振替を行ないます。

月掛

翌月の振替日❶に翌月分と合わせて 2カ月分の保険料の口座振
替を行ないます。翌月の振替日にも口座振替ができなかった場
合には、翌々月の振替日❶に 3カ月分の保険料の口座振替を行
ないます。
ただし、指定口座の残高が 2カ月分または 3カ月分の保険料の
合計額に満たないときには、指定口座の残高内で口座振替可能
な月数分の保険料の口座振替を行ないます。その場合の口座振
替は、払込期月の過ぎた保険料のうち、払込期月の時期の早い
ものから順に行なうものとします。

②　第①項の規定による保険料の口座振替ができなかった場合には、保険契約者
は、払込期月の過ぎた保険料を保険料払込みの猶予期間の満了する日までに当会
社の本社または当会社の指定した場所に払い込んでください。

第23条 保険料の収納業務を外部の機関に委託する場合の特則

　当会社が保険料の収納業務を外部の機関に委託する場合は、第 ６条第①項所定の取扱
いとは異なる取扱いをすることがあります。

（昭和５８年 4 月 2 日実施令和 4年 4月 2日改正）

	第 6 条（読み替え後）	 備考

❶　その日が提携金融機関の休
業日に該当する月の場合は翌
営業日とします。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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保険料クレジットカード払特約条項 1

第 1条 用語の定義

　この特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおりとします。

用語 定義

指定カード
保険契約者の指定する保険契約者名義のクレジットカードのこと
をいいます。

カード会社 当会社の指定するクレジットカード発行会社のことをいいます。

主約款
この特約を付加した保険契約に適用される普通保険約款のことを
いいます。

第 2条 特約の付加

　この特約は、保険契約者の申出により、当会社の承諾を得て保険契約に付加します。
この場合、次のすべてを満たすことを要します。
1．指定カードが、指定カードの名義人とカード会社との間で締結された会員規約そ
の他これに準じるもの（以下「会員規約等」といいます。）に基づき、カード会社よ
り貸与され、かつ使用を認められていること
2．指定カードの名義人が、カード会社の会員規約等に基づいて、保険料の払込みに
指定カードを使用すること
3．保険料の額が、当会社の定める範囲内であること
4．指定カードが有効であること
５．保険料の額が指定カードの利用限度額の範囲内であること

第 3条 保険料率

　この特約を付加した保険料払込方法（回数）が月掛の保険契約について、口座振替保
険料率を適用します。

第 4条 契約日の特例

①　保険契約の締結の際にこの特約を付加したときには、その契約日は、保障の開始に
関する主約款の規定にかかわらず、主約款に定める責任開始時の属する月の翌月 1日
とし、保険期間、保険料払込期間その他この特約を付加した保険契約における期間の
計算および年齢の計算は、この日を基準として行ないます。
②　当会社の責任開始時の属する日から第①項の契約日の前日までの間に、保険金もし
くは給付金の支払事由または保険料の払込免除事由が発生した場合には、第①項の規
定にかかわらず、責任開始時の属する日を契約日とし、期間の計算および年齢の計算
は、この日を基準として行ないます。この場合、すでに払い込まれた保険料に超過分
があるときは、当会社は、これを保険契約者に払い戻します。また、不足分があると
きは、保険契約者は、当会社が指定した期日までにこれを当会社に払い込んでくださ
い。

保険料クレジットカード払特約条項
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保険料クレジットカード払特約条項 2

第 5条 保険料の払込み

①　この特約を付加した保険契約の保険料は、主約款の規定にかかわらず、当会社が指
定カードの有効性および保険料の額が指定カードの利用限度額の範囲内であること
（以下「指定カードの有効性等」といいます。）を確認した場合、当会社がカード会社
に保険料相当額を請求した日（以下「保険料請求日」といいます。）❶に当会社に払い
込まれたものとして取り扱い、その日を保険料の払込みのあった日とみなします。
②　同一の指定カードにより 2件以上の保険契約の保険料を払い込む場合、保険契約者
は、その払込順序を指定できないものとします。
③　保険契約者は、カード会社の会員規約等にしたがい、保険料相当額をカード会社に
払い込んでください。
④　この特約を付加した保険契約の保険料については、当会社は、領収証を発行しませ
ん。

第 6条 指定カードによる保険料の払込みができなかった場合の取扱い

①　第 2回以後の保険料について、指定カードの有効性等の確認ができないなどの事由
により指定カードによる保険料の払込みができなかった場合には、保険料払込方法
（回数）に応じて次表のとおり取り扱います。この場合、第 ５条の規定を準用します。

保険料払込方法（回数） 取扱い
年掛、新年掛、半年掛
または新半年掛

保険料請求日の翌月の応当日に、再度カード会社に保険料相
当額を請求します。

月掛

翌月の保険料請求日に、翌月分と合わせて 2カ月分の保険料
相当額をカード会社に請求します。ただし、指定カードの利
用限度額が 2カ月分の保険料相当額に満たないときには、払
込期月の過ぎた 1カ月分の保険料についてカード会社にそ
の相当額を請求します。

②　第①項の規定に基づく、指定カードによる保険料の払込みができなかった場合に
は、保険契約者は、払込期月の過ぎた保険料を保険料払込みの猶予期間の満了する日
までに当会社の本社または当会社の指定した場所に払い込んでください。

第 7条 諸変更

①　保険契約者は、指定カードを同一のカード会社の他のクレジットカードまたは他の
カード会社のクレジットカードに変更することができます。この場合、あらかじめ当
会社に申し出てください。
②　保険契約者がクレジットカードによる保険料の払込みを停止する場合には、あらか
じめ当会社に申し出て、クレジットカード払扱い以外の保険料払込方法（経路）に変
更してください。
③　カード会社がクレジットカードによる保険料の払込みを停止した場合には、当会社
は、その旨を保険契約者に通知します。この場合、保険契約者は、指定カードを他の
カード会社のクレジットカードに変更するか、または保険料払込方法（経路）をクレ
ジットカード払扱い以外の方法に変更してください。

	第 5 条	 備考

❶　第 1回保険料または第 1回
保険料相当額の払込みの場合
は、保険契約者による指定
カードでの払込手続きが完了
した日（カード決済日）と同
日となります。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 8条 保険料の前納、自動振替貸付等

①　この特約を付加した保険契約については、主約款の規定にかかわらず、保険料の前
納および一括払いは取り扱いません。
②　この特約を付加した保険契約について保険料の自動振替貸付または復活が行なわれ
る場合には、口座振替保険料率の適用されている保険契約についても、一般の保険料
率❶を基準として貸付金額または払い込むべき未払込保険料額を計算します。

第 9条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．第 2条第 1号から第 3号に定めるいずれかの要件を満たさなくなったとき
2．クレジットカード払扱い以外の保険料払込方法（経路）に変更したとき
3．この特約を付加した保険契約が保険料の払込みを要しなくなったとき

第10条 主約款の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。

第11条 責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると
主約款に定めのある保険に付加した場合の特則

　この特約を、責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると主約款に定めのある
保険に付加した場合には、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

第12条 5 年ごと配当付特別終身医療保険（解約返戻金抑制型）に付加した
場合の特則

　この特約を ５年ごと配当付特別終身医療保険（解約返戻金抑制型）に付加した場合に
は、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

（令和 ６年 4月 2日実施）

	第 8 条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱いまたは送金扱いの場
合に適用される保険料率のこ
とをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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集団扱特約条項（Ａ） 1

第 1条 用語の定義

　この特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおりとします。

用語 定義
団体 会社、官公署等の団体（その事業所を含みます。）のことをいいます。

個別の保険契約
団体から給与（役員報酬を含みます。以下同じ。）の支払いを受け
る者を保険契約者とする保険契約のことをいいます。

団体の保険契約
団体を保険契約者とし、団体から給与の支払いを受ける者を被保険
者とする保険契約のことをいいます。

主約款
この特約を付加した保険契約に適用される普通保険約款のことをい
います。

取次代表者 団体の保険料取次に関する代表者のことをいいます。

第 2条 特約の付加

①　この特約は、次のいずれかの要件が満たされ、団体と当会社が集団扱いに関する契
約を締結している場合、保険契約者の申出によって保険契約（教育資金付こども保険
（型変更権有）Ⅱ型の場合は、それぞれの被保険者部分を別個の保険契約とみなしま
す。以下同じ。）に付加します。
1．個別の保険契約の保険契約者または被保険者が10人以上あること
2．団体の保険契約の被保険者が10人以上あること
3．個別の保険契約の保険契約者と団体の保険契約の被保険者を名寄せして10人以上
あること

②　第①項の人数については、保険料払込方法（回数）が年掛、新年掛、半年掛および
新半年掛の保険契約を合算して、または月掛の保険契約のみにより、その人数を満た
すことを要します。

第 3条 集団保険料率の適用

①　この特約を付加した保険料払込方法（回数）が年掛、新年掛、半年掛、新半年掛ま
たは月掛の保険契約について、次の各号の集団保険料率を適用します。

個別の保険契約の保険契約者の人数、
団体の保険契約の被保険者の人数または

両者を名寄せした人数
集団保険料率

20人以上 集団保険料率Ａ
20人未満 集団保険料率Ｂ

②　集団保険料率Ａの適用を受けた場合でも、第①項の人数がいずれも20人を欠きその
後 ６カ月を経過しても補充できないときは、当会社は、適用する保険料率を集団保険
料率Ｂに変更します。
③　第 2条（特約の付加）第②項の規定は、本条の場合に準用します。

第 4条 契約日の特例

①　保険料払込方法（回数）が月掛の保険契約の場合、保険契約の締結の際にこの特約
を付加したときには、その契約日は、保障の開始に関する主約款の規定にかかわらず、
主約款に定める責任開始時の属する月の翌月 1日とし、保険期間、保険料払込期間そ
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の他この特約を付加した保険契約における期間の計算および年齢の計算は、この日を
基準として行ないます。
②　当会社の責任開始時の属する日から第①項の契約日の前日までの間に、保険金もし
くは給付金の支払事由または保険料の払込免除事由が発生した場合には、第①項の規
定にかかわらず、責任開始時の属する日を契約日とし、期間の計算および年齢の計算
は、この日を基準として行ないます。この場合、すでに払い込まれた保険料に超過分
があるときは、当会社は、これを保険契約者に払い戻します。また、不足分があると	
きは、保険契約者は、当会社が指定した期日までにこれを当会社に払い込んでください。

第 5条 保険料の払込み

①　この特約を付加した保険契約の第 2回以後の保険料は、払込期月内に、取次代表者
を経由して払い込んでください。
②　第①項の場合、取次代表者から当会社に払い込まれた時に、その保険料の払込みが
あったものとします。
③　取次代表者から保険料が払い込まれた場合には、保険料総額についての領収証を取
次代表者に対して発行し、個々の領収証は発行しません。

第 6条 保険料の前納、自動振替貸付等

①　この特約を付加した保険契約については、主約款の規定にかかわらず、保険料の前
納および一括払いは取り扱いません。
②　この特約を付加した保険契約について保険料の自動振替貸付または復活が行なわれ
る場合には、集団保険料率の適用されている保険契約についても、一般の保険料率❶

を基準として貸付金額または払い込むべき延滞保険料額を計算します。

第 7条 社員配当金の支払い

　この特約を付加した保険契約に対する社員配当金の支払方法について、当会社と団体
との間に取りきめがあるときは、その方法によります。

第 8条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．保険契約者が団体から脱退したとき
2．第 2条に定める人数がいずれも10人を欠き、その後 ６カ月を経過してもなお補充
できないとき
3．当会社と団体との間に締結された集団扱いに関する契約が解除されたとき
4．他の保険料払込方法（経路）に変更したとき
５．この特約を付加した保険契約が保険料の払込みを要しなくなったとき

第 9条 主約款の規定の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。

第10条 保険料取次協定書による場合の特則

　団体に 2以上の事業所があり、集団扱いに関する契約が締結されている事業所につい
て第 3条第①項の集団保険料率Ａが適用される要件が満たされている場合には、当会社
と保険料の取次ぎに関する協定を締結した他の事業所に属する保険料払込方法（回数）

	第 6 条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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が月掛の保険契約について、この特約による取扱いおよび集団保険料率Ａの適用を受け
ることができます。この場合、第 3条および第 ８条第 2号の人数要件は適用しないもの
とし、また、次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句
第 ８条 集団扱いに関する契約 保険料取次ぎに関する協定

第11条
ダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースの
被保険者の変更をする場合または生存給付金付定期保険の
婚姻時の特別取扱いをする場合の特則

　この特約を付加したダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースについ
て被保険者の変更を当会社が承諾した場合、または生存給付金付定期保険について婚姻
時の特別取扱いを当会社が承諾した場合は、主約款の規定にかかわらず、夫に関する告	
知のあった日の属する月の翌々月における契約応当日に被保険者の変更が行なわれたも
のとし、当会社は、その日から変更後の被保険者について責任を負います。

第12条
家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、
ファミリー退院給付特約またはファミリー新退院給付特約の型の
変更をする場合の特則

　この特約を付加した保険契約に家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー
保障特約、ファミリー退院給付特約またはファミリー新退院給付特約が付加されている
場合、家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、ファミリー退院
給付特約またはファミリー新退院給付特約の妻型もしくは子型から妻子型への変更を当
会社が承諾したときは、家族保障特約条項、ファミリー定期保険特約条項、ファミリー
保障特約条項、ファミリー退院給付特約条項またはファミリー新退院給付特約条項の規
定にかかわらず、子または妻に関する告知があった日の属する月の翌々月における契約
応当日に特約の型が変更されたものとし、当会社は、その日から変更後の特約の型によ
る責任を負います。

第13条 養育年金付こども保険の死亡給付金額の特則

　集団保険料率が適用されている養育年金付こども保険の場合、死亡給付金額の計算の
基準となる保険料は、一般の保険料率❶による保険料とします。

第14条 保障付積立保険契約、生存給付金付終身保険契約または
医療保障保険（個人型）契約の場合の特則

　この特約を付加した保障付積立保険契約、生存給付金付終身保険契約または医療保障
保険（個人型）契約については、保険契約者または被保険者を第 2条の集団扱いに関す
る契約の締結に際しての人数要件または第 3条の集団保険料率適用の際の人数要件の計
算に算入することができますが、集団保険料率はありません。

第15条 変額保険（有期型）または変額保険（終身型）に付加した場合の特則

　この特約を付加した変額保険（有期型）または変額保険（終身型）の場合には、次の
規定を読み替えます。

	第13条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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規定 読替前の字句 読替後の字句

第 ６条 保険料の自動振替貸付

自動延長定期保険に変更後 3カ月以
内における、保険契約者からの延滞
保険料に当会社の定める率の利息を
付けた金額の支払いの申出

第16条 契約日が昭和56年 4 月 1 日以前の保険契約の場合の特則

　契約日が昭和５６年 4 月 1 日以前の保険契約で、集団保険料率Ａが適用されている保険
料払込方法（回数）が半年掛または月掛の保険契約について、保険金または給付金等の
支払事由が発生したことにより保険契約が消滅したときに、保険金または給付金等の支
払事由が発生した日の属する保険年度の保険料に未払込分があれば、保険金または給付
金等から差し引きます。

第17条 保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合の特則

①　保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合、第 ６条第①項の規定にかかわ
らず、保険料の一括払いを取り扱います。
②　第①項の場合、その払い込むべき保険料は、集団保険料率Ａが適用される保険契約
については集団保険料率Ａを基準にして計算し、集団保険料率Ｂが適用される保険契
約については一般の保険料率❶を基準にして計算し、当会社の定める方法による割引
きをします。

第18条 最終生存者終身保険契約の場合の特則

　この特約を付加した最終生存者終身保険契約については、第 2条の集団扱いに関する
契約の締結に際しての人数要件または第 3条の集団保険料率適用の際の人数要件の計算
にあたって被保険者は 1人として計算します。

第19条 3 年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険に付加した場合の特則

　この特約を付加した 3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険の場合には、次に定
めるところによります。
1．主契約に付加された特約について、集団保険料率を適用します。
２．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 ８条
５．この特約を付加した保険契約が
保険料の払込みを要しなくなっ
たとき

５．この特約を付加した保険契約の
保険料の払込みが終了したとき

第20条 責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると
主約款に定めのある保険に付加した場合の特則

　この特約を、責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると主約款に定めのある
保険に付加した場合には、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

（昭和4６年 ６ 月 2 日実施令和 4年 4月 2日改正）

	第17条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第 1条 用語の定義

　この特約条項において使用される用語の定義は、それぞれ次のとおりとします。

用語 定義
団体 組合、連合会、同業組合等の団体のことをいいます。
個別の保険契約 団体の加盟者を保険契約者とする保険契約のことをいいます。

団体の保険契約
団体を保険契約者とし、団体の加盟者を被保険者とする保険契約の
ことをいいます。

主約款
この特約を付加した保険契約に適用される普通保険約款のことをい
います。

取次代表者 団体の保険料取次に関する代表者のことをいいます。

第 2条 特約の付加

①　この特約は、次のいずれかの要件が満たされ、団体と当会社が集団扱いに関する契
約を締結している場合、保険契約者の申出によって保険契約（教育資金付こども保険
（型変更権有）Ⅱ型の場合は、それぞれの被保険者部分を別個の保険契約とみなしま
す。以下同じ。）に付加します。
1．個別の保険契約の保険契約者または被保険者が10人以上あること
2．団体の保険契約の被保険者が10人以上あること
3．個別の保険契約の保険契約者と団体の保険契約の被保険者を名寄せして10人以上
あること

②　第①項の人数については、保険料払込方法（回数）が年掛、新年掛、半年掛および
新半年掛の保険契約を合算して、または月掛の保険契約のみにより、その人数を満た
すことを要します。

第 3条 集団保険料率の適用

　この特約を付加した保険料払込方法（回数）が年掛、新年掛、半年掛、新半年掛また
は月掛の保険契約について、集団保険料率Ｂを適用します。

第 4条 契約日の特例

①　保険料払込方法（回数）が月掛の保険契約の場合、保険契約の締結の際にこの特約
を付加したときには、その契約日は、保障の開始に関する主約款の規定にかかわらず、
主約款に定める責任開始時の属する月の翌月 1日とし、保険期間、保険料払込期間そ
の他この特約を付加した保険契約における期間の計算および年齢の計算は、この日を
基準として行ないます。
②　当会社の責任開始時の属する日から第①項の契約日の前日までの間に、保険金もし
くは給付金の支払事由または保険料の払込免除事由が発生した場合には、第①項の規
定にかかわらず、責任開始時の属する日を契約日とし、期間の計算および年齢の計算
は、この日を基準として行ないます。この場合、すでに払い込まれた保険料に超過分
があるときは、当会社は、これを保険契約者に払い戻します。また、不足分があると	
きは、保険契約者は、当会社が指定した期日までにこれを当会社に払い込んでください。

集団扱特約条項（Ｂ）

132

集団扱特約条項（Ｂ） もくじ に戻る



集団扱特約条項（Ｂ） 2

第 5条 保険料の払込み

①　この特約を付加した保険契約の第 2回以後の保険料は、払込期月内に、取次代表者
を経由して払い込んでください。
②　第①項の場合、取次代表者から当会社に払い込まれた時に、その保険料の払込みが
あったものとします。
③　取次代表者から保険料が払い込まれた場合には、保険料総額についての領収証を取
次代表者に対して発行し、個々の領収証は発行しません。

第 6条 保険料の前納、自動振替貸付等

①　この特約を付加した保険契約については、主約款の規定にかかわらず、保険料の前
納および一括払いは取り扱いません。
②　この特約を付加した保険契約について保険料の自動振替貸付または復活が行なわれ
る場合には、集団保険料率Ｂの適用されている保険契約についても、一般の保険料
率❶を基準として貸付金額または払い込むべき延滞保険料額を計算します。

第 7条 社員配当金の支払い

　この特約を付加した保険契約に対する社員配当金の支払方法について、当会社と団体
との間に取りきめがあるときは、その方法によります。

第 8条 特約の消滅

　次の場合には、それぞれの事由に該当した時、この特約は消滅します。
1．保険契約者が団体から脱退したとき
2．第 2条に定める人数がいずれも10人を欠き、その後 ６カ月を経過してもなお補充
できないとき
3．当会社と団体との間に締結された集団扱いに関する契約が解除されたとき
4．他の保険料払込方法（経路）に変更したとき
５．この特約を付加した保険契約が保険料の払込みを要しなくなったとき

第 9条 主約款の規定の準用

　この特約条項に別段の定めのない事項については、主約款の規定を準用します。

第10条
ダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースの
被保険者の変更をする場合または生存給付金付定期保険の
婚姻時の特別取扱いをする場合の特則

　この特約を付加したダイヤモンド保険ヤングもしくはダイヤモンド保険ユースについ
て被保険者の変更を当会社が承諾した場合、または生存給付金付定期保険について婚姻
時の特別取扱いを当会社が承諾した場合は、主約款の規定にかかわらず、夫に関する告
知のあった日の属する月の翌々月における契約応当日に被保険者の変更が行なわれたも
のとし、当会社は、その日から変更後の被保険者について責任を負います。

	第 6 条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第11条
家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、
ファミリー退院給付特約またはファミリー新退院給付特約の型の
変更をする場合の特則

　この特約を付加した保険契約に家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー
保障特約、ファミリー退院給付特約またはファミリー新退院給付特約が付加されている
場合、家族保障特約、ファミリー定期保険特約、ファミリー保障特約、ファミリー退院
給付特約またはファミリー新退院給付特約の妻型もしくは子型から妻子型への変更を当
会社が承諾したときは、家族保障特約条項、ファミリー定期保険特約条項、ファミリー
保障特約条項、ファミリー退院給付特約条項またはファミリー新退院給付特約条項の規
定にかかわらず、子または妻に関する告知があった日の属する月の翌々月における契約
応当日に特約の型が変更されたものとし、当会社は、その日から変更後の特約の型によ
る責任を負います。

第12条 養育年金付こども保険の死亡給付金額の特則

　集団保険料率Ｂが適用されている養育年金付こども保険の場合、死亡給付金額の計算
の基準となる保険料は、一般の保険料率❶による保険料とします。

第13条 保障付積立保険契約、生存給付金付終身保険契約または
医療保障保険（個人型）契約の場合の特則

　この特約を付加した保障付積立保険契約、生存給付金付終身保険契約または医療保障
保険（個人型）契約については、保険契約者または被保険者を第 2条の集団扱いに関す
る契約の締結に際しての人数要件の計算に算入することができますが、集団保険料率Ｂ
はありません。

第14条 変額保険（有期型）または変額保険（終身型）に付加した場合の特則

　この特約を付加した変額保険（有期型）または変額保険（終身型）の場合には、次の
規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 ６条 保険料の自動振替貸付

自動延長定期保険に変更後 3カ月以
内における、保険契約者からの延滞
保険料に当会社の定める率の利息を
付けた金額の支払いの申出

第15条 保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合の特則

①　保険料定期一括払特約が付加された保険契約の場合、第 ６条第①項の規定にかかわ
らず、保険料の一括払いを取り扱います。
②　第①項の場合、その払い込むべき保険料は、集団保険料率Ｂの適用される保険契約
についても、一般の保険料率❶を基準にして計算し、当会社の定める方法による割引
きをします。

	第12条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

	第15条	 備考

❶　保険料払込方法（経路）が
店頭扱い、送金扱いまたは集
金扱いの場合に適用される保
険料率のことをいいます。

❶	❷	❸	…	の番号がある場合には、対応する右の備考もご参照ください
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第16条 最終生存者終身保険契約の場合の特則

　この特約を付加した最終生存者終身保険契約については、第 2条の集団扱いに関する
契約の締結に際しての人数要件の計算にあたって被保険者は 1人として計算します。

第17条 3 年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険に付加した場合の特則

　この特約を付加した 3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険の場合には、次に定
めるところによります。
1．主契約に付加された特約について、集団保険料率Ｂを適用します。
２．次の規定を読み替えます。

規定 読替前の字句 読替後の字句

第 ８条
５．この特約を付加した保険契約が
保険料の払込みを要しなくなっ
たとき

５．この特約を付加した保険契約の
保険料の払込みが終了したとき

第18条 責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると
主約款に定めのある保険に付加した場合の特則

　この特約を、責任開始時の属する月の翌月 1日が契約日であると主約款に定めのある
保険に付加した場合には、第 4条（契約日の特例）の規定は適用しません。

（昭和4６年 ６ 月 2 日実施令和 4年 4月 2日改正）
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●太字の用語は他の項目で説明しています。　●➡の用語もご参照ください。

保 険 の こ と ば
～主な用語のご説明～

か
Ａ給付金

【きゅうふきん】

被保険者が入院したときなどの支払事由に該当したと
きにお支払いするお金のことをいいます。

Ａ契約応当日
【けいやくおうとうび】

契約日に対応する日のことで、年単位、半年単位、月
単位の 3つの契約応当日があります。
（例）契約日が201７年 ５ 月 1 日の保険契約の場合、
◦年単位の契約応当日：201８年以降毎年の ５ 月 1 日
◦半年単位の契約応当日：201７年11月 1 日以降毎年の
５ 月 1 日および11月 1 日

◦月単位の契約応当日：201７年 ６ 月 1 日以降の毎月 1
日

Ｂ契約日
【けいやくび】

保険契約が始まる日をいい、保険期間の起算日や年齢
の計算の基準日になります。原則として責任開始日と
一致しますが、保険料の払込回数や保険料の払込経路
によっては異なる場合があります。
たとえば月掛の口座振替の場合は、責任開始日の属す
る月の翌月 1日が契約日となります。

Ａ告知／告知義務／告知義務違反
【こくち／こくちぎむ／こくちぎむいはん】

被保険者の健康状態や職業、過去の傷病歴など、当社
がおたずねする重要なことがらについて、事実をあり
のままに報告していただくことを告知といいます。
保険契約の申込みなどの際、保険契約者および被保険
者にはこの告知を行う義務（告知義務）があります。
その際に事実が告げられなかったときには、当社は告
知義務違反として保険契約を解除したり、詐欺として
保険契約を取消したりすることがあります。

さ
　失効

【しっこう】

保険料のお払込みの猶予期間を過ぎても保険料のお払
込みがなかったために、保険契約の効力が失われるこ
とをいいます。
➡［払込期月］

Ｅ支払事由
【しはらいじゆう】

給付金が支払われる場合のことをいいます。被保険者
の入院などがこれにあたります。
➡［免責事由］

　社員配当金
【しゃいんはいとうきん】

決算で生じた剰余金から保険契約者に分配されるお金
のことをいいます。

　主契約／特約
【しゅけいやく／とくやく】

主約款（普通保険約款）に記載された契約内容を主契
約といい、特約条項に記載されている契約内容を特約
といいます。特約だけで契約することはできません。
➡［約款／主約款（普通保険約款）／特約条項］

　主約款（普通保険約款）
【しゅやっかん（ふつうほけんやっかん）】

➡［約款／主約款（普通保険約款）／特約条項］

　責任開始時／責任開始日
【せきにんかいしじ／せきにんかいしび】

保険契約上の保障が開始する時点を責任開始時とい
い、責任開始時が属する日を責任開始日といいます。
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Ｃ責任準備金／積立金
【せきにんじゅんびきん／つみたてきん】

将来の給付金などをお支払いするために、保険料の中
から必要な金額を積み立てています。この積立金のこ
とをいいます。

た
　第 1回保険料相当額
【だいいっかいほけんりょうそうとうがく】

保険契約のお申込みの際に契約成立前にお払込みいた
だくお金のことで、第 1回保険料充当金ともいいます。
保険契約が成立した場合には、第 1回保険料に充当さ
れます。

　定款
【ていかん】

当社の組織や事業運営の基本となる規則などを定めた
ものです。

Ａ特約
【とくやく】

➡［主契約／特約］

Ａ特約条項
【とくやくじょうこう】

➡［約款／主約款（普通保険約款）／特約条項］

な
Ａ年齢の計算
【ねんれいのけいさん】

保険契約上、被保険者の年齢は満年齢で計算し、 1年
未満の端数については、 ６カ月以下は切り捨て、 ６カ
月超は切り上げます。
（例）満40歳 ７カ月の場合は41歳となります。

は
　配当金
【はいとうきん】

➡［社員配当金］

Ａ払込期月
【はらいこみきげつ】

保険料をお払込みいただく月のことをいいます。保険
料の払込回数に応じ、次の契約応当日が属する月の 1
日から末日までになります。
◦新年掛：年単位の契約応当日
◦新半年掛：半年単位の契約応当日
◦月掛：月単位の契約応当日

Ｆ被保険者
【ひほけんしゃ】

保険の保障の対象となる人のことをいいます。その人
が入院や手術などをした場合に給付金が支払われます。

Ａ返戻金
【へんれいきん】

保険契約が解約された場合などに保険契約者にお払戻
しするお金のことをいいます。

　保険期間
【ほけんきかん】

保険契約上の保障を開始してから終了するまでの期間
のことをいいます。

　保険契約者
【ほけんけいやくしゃ】

当社と保険契約を結び、保険契約上の権利（契約内容
変更の請求権など）と義務（保険料のお払込みなど）
を持つ人のことをいいます。

　保険証券
【ほけんしょうけん】

保険契約の成立や内容を証する重要なもので、保障の
額や保険期間などを記載しています。

　保険年度
【ほけんねんど】

契約日から起算した 1 年ごとの期間のことをいいま
す。契約日からの最初の 1 年間を第 1保険年度とい
い、以後、第 2保険年度、第 3保険年度…といいます。
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Ｄ保険料
【ほけんりょう】

給付金などの対価として保険契約者からお払込みいた
だくお金のことをいいます。

Ａ保険料の払込回数／保険料払込方法（回数）
【ほけんりょうのはらいこみかいすう／ほけんりょうはらいこみほうほう（かいすう）】

保険料の払込回数には、年に 1 回払い込む新年掛、半
年に 1 回払い込む新半年掛、毎月払い込む月掛があり
ます。
➡［払込期月］

Ａ保険料の払込経路／保険料払込方法（経路）
【ほけんりょうのはらいこみけいろ／ほけんりょうはらいこみほうほう（けいろ）】

保険料の払込経路には、口座振替によるお払込み、給
与引去りによるお払込みなどがあります。

ま
Ｅ免責事由
【めんせきじゆう】

被保険者が支払事由に該当された場合でも、被保険者
の自殺行為などのケースでは給付金が支払われないこ
とがあります。この支払われない事由のことをいいま
す。

や
　約款／主約款（普通保険約款）／特約条項
【やっかん／しゅやっかん（ふつうほけんやっかん）／とくやくじょうこう】

約款は、お支払いする場合や、保険料のお払込みなど、
保険契約の内容をあらかじめ定めたものです。
このうち、保険契約者と当社との間の基本的な取り決
めを主約款（普通保険約款）といい、追加的な取り決
めを特約条項といいます。
➡［主契約／特約］

Ａ猶予期間
【ゆうよきかん】

払込期月内に保険料のお払込みの都合がつかない場合
のために、お払込みの猶予期間を設けています。猶予
期間内に保険料のお払込みがないと保険契約は解除と
なりまたは失効します。

Ａ予定利率
【よていりりつ】

保険料は、将来見込まれる資産運用の収益をあらかじ
め割り引いて算出していますが、その際に用いる利率
のことを予定利率といいます。
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　この冊子には、ご契約に伴う大切なことがらが記載されています。内容を十分にご確認のう
え、ご契約をお申込みいただくようお願いいたします。
特に

● 保険契約のお申込みの撤回または解除（クーリング・オフ制度）  9
● 保険の特徴と仕組み 11
● 健康状態や職業などの告知 15
● 保障の開始 17
● 給付金をお支払いできない場合 29
● 保険料の払込回数など 42
● 保険料の払込経路 44
● 猶予期間内に保険料のお払込みがない場合のお取扱い（解除、失効、失効取消） 45
● 解約と返戻金 49

などは、ご契約に際してぜひご理解いただきたいことがらですので、わかりにくい点がござい
ましたら下記にお問い合わせください。

しおりの
ページ

ご契約の商品に係る指定紛争解決機関は（一社）生命保険協会です。（一社）生命保険協会の「生命保険相談所」
では、電話・文書（電子メール・FAXは不可）・来訪により生命保険に関するさまざまな相談・照会・苦情をお受け
しております。また、全国各地に「連絡所」を設置し、電話にてお受けしております。（ホームページアドレス 
https://www.seiho.or.jp/）
なお、生命保険相談所が苦情の申し出を受けたことを生命保険会社に連絡し、解決を依頼した後、原則として 1ヵ月
を経過しても、契約者等と生命保険会社との間で解決がつかない場合については、指定紛争解決機関として、生命
保険相談所内に裁定審査会を設け、契約者等の正当な利益の保護を図っております。

お電話によるお問い合わせ窓口

コミュニケーションセンター
　 0120-662-332

月曜～金曜（除く祝日・年末年始）9：00～18：00
　　　土曜（除く祝日・年末年始）9：00～17：00

コミュニケーションセンターとのお電話の内容は、当社業務の運営管理およびサービス充実の観点から録音させて
いただいておりますので、あらかじめご了承ください。なお、当社におけるお客さまに関する情報の取扱いについて
は、ホームページをご覧ください。

説明事項ご確認のお願い

本　社   〒100-0005  東京都千代田区丸の内2-1-1   電話  03-3283-8111（代表）

明治安田生命 検索
明治安田生命ホームページ

https://www.meijiyasuda.co.jp/

お問い合わせは契約者ご本人さま、給付金・保険金のご請求は被保険者さままたは
受取人さまからお願いいたします

↑1810新QRコード

5 年ごと利差配当付限定告知型医療保険

ご契約のしおり 定款・約款
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